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 ホ౯調ᰝ⤖果せ⣙表    

1. ᱌௳のᴫせ 
国ྡ㸸マレーシア ᱌௳ྡ㸸ࣂࢧᕞをᣐ点とする⏕≀多ᵝᛶ・⏕ែ⣔ಖ඲

のためのᣢ⥆ྍ⬟な㛤発プロジェクト 
分野㸸自↛⎔ቃಖ඲ 援ຓᙧែ㸸技術༠ຊプロジェクト 
ᡤ㎄㒊⨫㸸地⌫⎔ቃ㒊 ༠ຊ㔠㢠㸸2.2൨෇  
༠ຊ期間（4 ᖺ間） 
2013 ᖺ7 ᭶1 ᪥㹼2017 ᖺ6 ᭶30 ᪥ 

ඛ᪉関ಀ機関㸸 
、ーࢱᕞ政ᗓ機関（ኳ↛㈨※ᗇ、⏕≀多ᵝᛶセンࣂࢧ・

᳃ᯘᒁ、බᅬᒁ等）、 
・国❧ࣂࢧ大Ꮫ⇕ᖏ⏕≀Ꮫಖ඲研✲ᡤ（ITBC-UMS） 
᪥本ഃ༠ຊ機関㸸 
⎔ቃ┬ 

1-1 ༠ຊの⫼ᬒとᴫせ 

マレーシア・ࣂࢧᕞには、ᮾ༡アジア᭱高ᓠのࣂࢼ࢟ルᒣࡸアジア࢘ࢰの⏕ᜥするప地⇕ᖏ

ᯘ、ỶỈ域のマンࢢローࣈᯘ等、ୡ⏺的に多ᵝな⏕ែ⣔と⏕≀┦がぢられる。しかし、大つᶍ

ఆ᥇ࡸアࣈラࣖシプランࢸーション㛤発等により、ྠ ᕞの᳃ᯘ㠃✚は1970ᖺ代とẚ㍑して、⣙

3分の2 にῶᑡした。また、ᅵተởᰁࡸỈ㉁ở⃮等の⎔ቃຎ໬も㢧ᅾ໬している。ࡇの⤖果、

自↛㈨※࡬の౫Ꮡᗘが高いఏ⤫的な⏕活をႠࡴ地域住民は、自↛⎔ቃのຎ໬にకい、⏕活ᇶ┙

が⬣かされている。⊂❧行政ἲே国㝿༠ຊ機ᵓ（JICA）は、ࣂࢧᕞの⏕≀多ᵝᛶಖ඲に対し

て⤫合的にྲྀり⤌ࡴために、ࣂࢧᕞ政ᗓࡸ国❧ࣂࢧ大Ꮫ（UMS）等とともに技術༠ຊプロジ

ェクト࣎ࠕル࢜ࢿ⏕≀多ᵝᛶ・⏕ែ⣔ಖ඲プロࢢラ࣒（BBEC）ࠖ を実施した（ࣇェー2、1ࢬ）。

BBEC1 ではࣂࢧࠕᕞの⏕≀多ᵝᛶಖ඲のためのໟᣓ的かつᣢ⥆ྍ⬟なアプローࢳのᵓ⠏ࠖを

┠標として、研✲機関の体ไᙉ໬、研✲成果の発表、༠ാಖㆤ༊⟶理のᴫᛕをྲྀり入れたクロ

マἙୗὶ域野⏕⏕≀ಖ඲༊のᥦ᱌、住民参加ᆺ࢞ーᒣ⬦බᅬ⟶理計画の⟇ᐃ及び実施、セ࢝ࢵ

ーの㛤ദ等を支援した。BBEC2 でࢼ࣑のヨ行、⎔ቃᩍ⫱活動の実㊶、国㝿セ࣒ࢬーࣜࢶコ࢚

はࣂࢧࠕᕞにおける⏕≀多ᵝᛶಖ඲のための体ไᙉ໬と、マレーシア国内እ࡬の知識・情報発

ಙのᣐ点໬ࠖを┠標として、ࣂࢧᕞ⏕≀多ᵝᛶセンࢱーのṇᘧ⤌⧊໬、ࣂࢧࠕᕞ⏕≀多ᵝᛶᡓ

␎（SBS） のࠖ⟇ᐃ‽ഛ、クロ࢝ࢵーᒣ⬦බᅬ及び࿘㎶域の国連ᩍ⫱⛉Ꮫᩥ໬機関（UNESCO）

マἙୗ࢞の登録申請、セ࡬る⏕≀ᅪಖᏑ地域（BR）࠶ேと⏕≀ᅪ（MAB）計画ࠖの୍つでࠕ

ὶ域野⏕⏕≀ಖ඲༊の登録、ࢱࣂࢼ࢟ン࢞ン・セ࢞マἙୗὶ域‵地（LKSW）のラࢧ࣒ール᮲

⣙࡬の登録及び⟶理計画の⟇ᐃ、⏕≀多ᵝᛶಖ඲にಀる➨୕国研修の実施等を支援した。  

2011 ᖺ8 ᭶、マレーシア政ᗓから、SBS ⟇ᐃ後の実施支援、ラࢧ࣒ール᮲⣙登録‵地ࣘࡸ

ーンの⤫合⟶理のಁ進、➨୕国ࢰー࢓ࣇࢵࣂめとするಖㆤ༊及びࡌスコBR登録ணᐃ地をはࢿ

研修を通ࡌたᮾ༡アジアㅖ国連合（ASEAN）地域࡬の⏕≀多ᵝᛶにಀる経験共有を内容とす

る後⥅の技術༠ຊプロジェクトがせ請され、2013 ᖺより本プロジェクトが㛤ጞされた。 
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1-2 ༠ຊ内容 

本プロジェクトは、2015ᖺ 6᭶ 30᪥にᨵゞされたプロジェクト・࢖ࢨࢹン・マトࣜࢵクス

（PDM）Version 4にᚑい実施されている。 

(1) ୖ఩┠標 

ᕞが⏕≀多ᵝᛶಖ඲とᣢ⥆ྍ⬟な㛤発のアジアにおける中᰾的ᣐ点として国内的・国ࣂࢧ

㝿的に知られる。 

(2) プロジェクト┠標 

国内的・国㝿的認知のもとにࣂࢧᕞにおけるᣢ⥆ྍ⬟な㛤発のための⏕≀多ᵝᛶ・⏕ែ⣔

ಖ඲が᥎進される。  

(3) 成果 

 。がᙉ໬される࣒ࢸᕞにおける⏕≀多ᵝᛶ・⏕ែ⣔ಖ඲の⟶理シスࣂࢧ .1

2. ⏕≀多ᵝᛶ・⏕ែ⣔ಖ඲に関するࣂࢧᕞの経験が国内的・国㝿的に共有される。 

(4) ᢞ入（⤊了時ホ౯時点での実⦼） 

᪥本ഃ㸸 

-㛗期専門家㸸ᘏ࡭合計 4ྡ 

・2 ᪂ᪧࢳーࣇ・アࢨ࢖ࣂࢻー 

・1 ᪧᴗົ調整 ・1 ᪂ᴗົ調整員/⎔ቃᩍ⫱ 

-短期専門家㸸ᘏ࡭合計 36ྡ 

-本邦研修㸸ᘏ࡭合計 36ྡ（2016ᖺ 9᭶現ᅾ） 

-機ᮦ౪୚㸸⣙ 556༓෇（1 ࣜン25.00= ࢠ ෇） 

-ロー࢝ルコスト㈇ᢸ㸸⣙ 49,033༓෇ （2016ᖺ 9᭶現ᅾ） 

マレーシアഃ㸸 

ート（C/P）配置㸸⣙ࣃーࢱン࢘࢝- 15機関 

-プロジェクト事ົᡤ㸸ኳ↛㈨※ᗇ（NRO）内のプロジェクト事ົᡤ及びᚲせ設ഛ 

-ண⟬支ฟ㸸⣙ 3,600⡿ࢻル（NRO） 

 

2. ホ౯調ᰝᅋのᴫせ 

調ᰝᅋ 

Ặྡ 分野 ᡤᒓ 

ぢᐑ ⨾᪩ ⥲ᣓ/ᅋ㛗 JICA地⌫⎔ቃ㒊 ᳃ᯘ・自↛⎔ቃࢢループ 自↛⎔

ቃ➨୍ࢳー࣒ ௻画ᙺ 

㣤ሯ ௧Ꮚ ༠ຊ௻画 
JICA地⌫⎔ቃ㒊 ᳃ᯘ・自↛⎔ቃࢢループ 自↛⎔

ቃ➨୍ࢳー࣒ 専門კク 

὾⏣ ဴ㑻 ホ౯分ᯒ A&Mコンࢧルࢱント（有） 
 

調ᰝ期間㸸2016ᖺ 10᭶ 30᪥㹼11᭶ 17᪥ ホ౯✀㢮㸸⤊了時ホ౯  
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3. ホ౯⤖果のᴫせ 

3-1 実⦼の確認 

(1) 成果 

成果㸯㸸設ᐃされたභつの指標のうࡕ、ᅄつの指標は㐩成されており、஧つの指標は㐩成

されるணᐃで࠶る。  

指標 1-1㸸㐩成ணᐃࠝクロ࢝ࢵーᒣ⬦⏕≀ᅪಖᏑ地域（CRBR）⟶理計画及びᖺḟ事ᴗ計

画は᭱⤊໬され、プロジェクト⤊了までにࣂࢧᕞ政ᗓによࡗて承認されるணᐃで

ࠞ。る࠶  

指標 1-1-1㸸㐩成ணᐃ （࢖ࣃロࢵト・࢖ࢧトの⿻┈住民の‶㊊ᗘは௒後ᰝᐃされる。） 

指標 1-1-2㸸㐩成῭みࠝᗈ報ᩍ⫱ၨ発活動（CEPA）のᴗົ指♧᭩（TOR）研修の大多数

の参加者は᪂知識をྲྀ得し、⎔ቃ意識がྥୖしている。ࠞ  

指標 1-2㸸㐩成῭み（CEPAࢵ࢟ト研修の大多数の参加者に⎔ቃに対する意識ྥୖと行動

ኚ容がࡗ࠶たࡇとが確認されている。） 

指標 1-3㸸㐩成῭み（プロジェクト活動を通ࡌて、ࢱーࢵࢤト・ࢢループの知識がྥୖし

たࡇとが確認されている。） 

指標 1-4㸸㐩成῭み（ᨵゞ SBSࣔࣜࢱࢽンࢢシス࣒ࢸがබᘧに 2016ᖺ 10᭶ 11᪥からጞ

動する。） 

成果 2㸸設ᐃされた୐つの指標はす࡭て㐩成されている。 

指標 2-1㸸㐩成῭み（ࣂࢧᕞの経験に関する 5⦅௨ୖのᩥ᭩を作成した。） 

指標 2-2㸸㐩成῭みࠝ2014ᖺと 2016ᖺに‵地ಖ඲・⟶理に関する国㝿シン࣏ジ࣒࢘

（ISCMW）を共ྠ㛤ദし、CRBRの国内セࢼ࣑ーを 2015ᖺ 12᭶に㛤ദした。ࠞ 

指標 2-3㸸㐩成῭み（C/P機関は 2つ௨ୖの国㝿セࢼ࣑ー、࣡ークショࢵプ、会㆟に参加

した。） 

指標 2-4㸸㐩成῭み（➨୕国研修に合計 70ྡが参加した。） 

指標 2-5㸸㐩成῭み（➨୕国研修参加者の 92㹼95%が‶㊊とᅇ⟅した。） 

指標 2-6㸸㐩成῭みࠝ NROはマレーシアで᭱ึの SATOYAMAࢽ࢖シアࣈ࢕ࢸのための国

㝿ࣃートࢼーシࢵプ会㆟（IPSI）のබᘧ会員となࡗた。また、自↛㈨※・⎔ቃ

┬（MONRE）にマレーシア国家‵地員会が設置された。ࠞ  

指標 2-7㸸㐩成῭み（2014ᖺに⟇ᐃされた SBSのᴫᛕがࠕマレーシア⏕≀多ᵝᛶ国家ᡓ

␎ࠖに཯ᫎされている。） 

 

(2) プロジェクト┠標㸸設ᐃされたᅄつの指標のうࡕ、୕つの指標は㐩成῭みで࠶り、ṧり

୍つの指標は㐩成ணᐃで࠶る。 

指標 1㸸㐩成῭み（ᨵᐃ SBS はプロジェクトの支援により作成された。） 

指標 2㸸㐩成ணᐃ（SBS はࣔࣜࢱࢽンࢢシス࣒ࢸを通ࡌてࣔࢱࢽーされ、⤖果は報࿌さ

れる。） 
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指標 3㸸㐩成῭みࠝマレーシア⏕≀多ᵝᛶ国家ᡓ␎は SBS のಖㆤ༊の官報ᥖ㍕のἲไ໬

計画と࢞ࢱール（ఏ⤫的Ỉ⏘㈨※⟶理）にゝ及している。また、IPSIのアジア地

域会合を 2017ᖺ 4᭶に㛤ദし、ࣂࢧの経験と知識を共有するணᐃで࠶る。ࠞ  

指標 4: 㐩成῭みࠝCRBRは UNESCO MAB計画の BRに 2014ᖺ 6᭶に国㝿調整委員会

（ICC）によࡗて承認され、コࣂࢼ࢟ࢱル（KK）‵地はラࢧ࣒ール᮲⣙࡬の登録

をᚅࡗている。ࠞ  

 

(3) ୖ఩┠標㸸ᅄつの指標がୖ఩┠標の㐩成ᗘを ᐃするために設ᐃされている。 

指標 1 から指標 3 に関しては、プロジェクト⤊了後 5 ᖺ௨内にᚲせな情報を཰㞟するࡇ

とで㐩成ᗘを ᐃするように࢖ࢨࢹンされている。そのため、ୖ఩┠標の㐩成ᗘを現時点

で ᐃするࡇとはᅔ㞴で࠶る。୍᪉、指標 4 に関しては、ឡ知┠標の㐩成に対するࣂࢧᕞ

の㈉⊩は、2016 ᖺに࣓࢟シコで㛤ദされる⏕≀多ᵝᛶ᮲⣙➨ 13 ᅇ⥾⣙国会㆟（CBD-COP 

13）のマレーシア政ᗓの報࿌᭩でゝ及されるணᐃで࠶る。 

 

3-2 ホ౯⤖果のせ⣙ 

（1）ጇᙜᛶ: 高い 

 マレーシアの国家㛤発計画ࠕ➨ 11 ḟマレーシア計画 （ࠖ2016 ᖺ㹼2020 ᖺ）及びࣂࢧᕞ

の㛤発計画ࣂࢧࠕᕞ㛤発及び発ᒎの指㔪ࠖࣂࢧࠕᕞのᡓ␎的㛗期行動計画（ࠖ2016 ᖺ㹼2035

ᖺ）に合⮴している。 

 ᪥本の対マレーシア援ຓ政⟇に合⮴している。 

 プロジェクトは、ᣢ⥆的㛤発にᚲせなࢱーࢵࢤト・ࢢループの⬟ຊ㛤発に対ᛂしており、

現行の PDM (Version 4) にも適ษに཯ᫎされている。 

 

（2）有効ᛶ: 中⛬ᗘより高い 

プロジェクト┠標はおおࡡࡴ㐩成されるࡇとがண᝿される。中間レࣗࣅー調ᰝ時のኚ᭦に

より、現行 PDM (Version 4)において、成果とプロジェクト┠標の間のㄽ理的整合ᛶは確ಖ

されている。  

 

（3）効⋡ᛶ: 高い 

᪥本ഃと࢖ンࢿࢻシアഃによるᢞ入は㉁、㔞、࣑࢖ࢱンࢢともに適ษで࠶り、計画され

た活動実施に㈉⊩しており、成果の㐩成につながࡗている。マレーシアഃからのせ望࡬の

対ᛂとして、プロジェクト後༙よりᴗົ調整員が⎔ቃᩍ⫱もව௵している。C/P機関は本邦

研修で習得した知識ࡸ技術をᴗົ実施に適用している。事ᴗ㈝のቑ加は、ணᐃしていなか

ー࣍࢕ࢸࢽ࣑ࣗールのᨵ修と国㝿会㆟参加のቑ加により発⏕した。コ࣍࢕ࢸࢽ࣑ࣗたコࡗ

ルのᨵ修により࢖ࣃロࢵト・࢖ࢧトでの活動がᙉ໬された。また、より多ࡃの国㝿会㆟参

加により、ࣂࢧᕞの経験が国㝿的に共有され、効果的に成果㐩成に㈉⊩している。プロジ
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᪥本ഃと࢖ンࢿࢻシアഃによるᢞ入は㉁、㔞、࣑࢖ࢱンࢢともに適ษで࠶り、計画され

た活動実施に㈉⊩しており、成果の㐩成につながࡗている。マレーシアഃからのせ望࡬の

対ᛂとして、プロジェクト後༙よりᴗົ調整員が⎔ቃᩍ⫱もව௵している。C/P機関は本邦

研修で習得した知識ࡸ技術をᴗົ実施に適用している。事ᴗ㈝のቑ加は、ணᐃしていなか

ー࣍࢕ࢸࢽ࣑ࣗールのᨵ修と国㝿会㆟参加のቑ加により発⏕した。コ࣍࢕ࢸࢽ࣑ࣗたコࡗ

ルのᨵ修により࢖ࣃロࢵト・࢖ࢧトでの活動がᙉ໬された。また、より多ࡃの国㝿会㆟参

加により、ࣂࢧᕞの経験が国㝿的に共有され、効果的に成果㐩成に㈉⊩している。プロジ

 

ェクト活動のỴᐃ的な㐜れは⏕ࡌておらず、技術⛣㌿もၥ㢟なࡃ実施され、コスト・ࣃー

 。ーマンスは高い࢛ࣇ

 

 クト: 中⛬ᗘより高いࣃン࢖（4）

ୖ఩┠標はおおࡡࡴ㐩成されるࡇとがண᝿される。具体的な効果は C/P 機関の⬟ຊ㛤発

と࢖ࣃロࢵトプロジェクト活動の成果において確認できる。㈇の࢖ンࣃクトࡸண期できな

い㈇の࢖ンࣃクトは確認されていない。 

 

（5）ᣢ⥆ᛶ: 中⛬ᗘより高い 

政⟇・ไᗘ的ᣢ⥆ᛶ及び技術的ᣢ⥆ᛶは高い。しかしながら、⤌⧊的ᣢ⥆ᛶ及び㈈政的

ᣢ⥆ᛶについては、ண⟬、ே員、㈨※の確ಖに関し、ண がᅔ㞴なࡇとから͆中⛬ᗘ͇と

ホ౯した。 

 

3-3 プロジェクトのಁ進せᅉ 

 NROの調整⬟ຊのᙉ໬と関ಀ機関の間で認識されているࣜーࢲーシࢵプ。 

 プロジェクト活動（≉に、➨୕国研修）の実施での UMS 大Ꮫの計画・⟶理⬟ຊのࣂࢧ

高さ。 

 国㝿会㆟ࡸ研修に適ษな高⣭官൉をᡓ␎的に㑅ฟするࡇとで、ࣜ ーࢲーシࢵプ/ࢽ࢖シア

と、例えば、UMSのࡇたࡗト࣡ークのᵓ⠏を行ࢵࢿ᪥本との、ࡃのᙉ໬だけでなࣈ࢕ࢸ

๪Ꮫ㛗（๪プロジェクト࢖ࢲレクࢱー）の໭ᾏ㐨࡬のゼၥが࠶る。 

 本邦研修の実施が C/P機関⫋員のࣔ࣋ࢳーションを高めたࡇと。 

 ≉に、ࣂࢧᕞ国ู研修に現地コ࢕ࢸࢽ࣑ࣗが参加するࡇとで、⏕≀多ᵝᛶと⏕ែ⣔ಖ඲

の意識と機⬟をᙉ໬したࡇと。 

 

3-4 プロジェクトの㜼ᐖせᅉ 

 SBSの㛶㆟承認が㐜ᘏしたࡇと。 

 LKSW地域の἞Ᏻ≧ἣのᝏ໬。 

 プロジェクト活動に関୚する C/P機関の㝈られた⫋員数。 

 C/P機関࡬の㝈ᐃ的なண⟬配ᕸ（≉に、C/P機関のඃඛᗘが高ࡃないプロジェクト活動࡬

の⫋員の配置とண⟬の配分）。 

 

3-5 ⤖ㄽ 

プロジェクト期間前༙に数ࠎのไ⣙とᅔ㞴に┤㠃したものの、プロジェクト活動は╔実

に進捗し、プロジェクト⤊了時までにプロジェクト┠標がおおࡡࡴ㐩成できるࡇとを確認

した。プロジェクトは、ࣂࢧᕞ住民の⏕≀多ᵝᛶと⏕ែ⣔ಖ඲に関する意識をྥୖし、C/P

機関がࣂࢧᕞのᣢ⥆的㛤発という共通┠標にྥけて༠ാするୖで㔜せなᙺ๭を果たした。 
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プロジェクトは、現地における調整のᙺ๭、及び、本邦研修と短期専門家等現地ᢞ入の

有機的な支援を通ࡌて、C/P機関の⬟ຊ㛤発に大きࡃ㈉⊩した。その⤖果、C/P機関の技術

的及び⤌⧊的⬟ຊは大きୖྥࡃした。  

うした⤖果は、C/P機関のプロジェクトと༠ຊするᙉい意ᚿに加えて、プロジェクト活ࡇ

動࡬の✚ᴟ的な関୚によࡗてもたらされたもので࠶るࡇとは≉➹される࡭きで࠶る。 

ୖグのホ౯⤖果から、調ᰝᅋは、プロジェクトはᙜึの計画通り 2017 ᖺ 6 ᭶ 30 ᪥をも

 。きとุ᩿する࡭て⤊了すࡗ

 

3-6 ᥦゝ 

(1) C/P機関 

 プロジェクト関ಀ機関はᘬき⥆き、知的ᣐ点としてࣂࢧᕞの⏕≀多ᵝᛶ・⏕ែ⣔ಖ඲に

ᚑ事し、国内እにࣂࢧᕞの知識・経験をᬑ及する。 

 プロジェクト関ಀ機関は、ࣂࢧᕞの⏕≀多ᵝᛶ・⏕ែ⣔ಖ඲とともにࣜࢢーン経῭・㛤

発をಁ進するୖで、民間との連携をᙉࡃする。 

 ᣢ⥆的に㈨㔠を確ಖするために、プロジェクト関ಀ機関は、ᕞ政ᗓண⟬に౫Ꮡせず、ᘬ

⥆きእ㒊㈨㔠動員にດめる。 

 

(2) ㎰ᴗᒁ 

 ㎰ᴗᒁは、௚の機関と༠ຊし、ᘬき⥆き࢖ࣃロࢵト・࢖ࢧトの活動を支援する。 

 ㎰ᴗᒁは、地域住民の意ぢをࡃみୖࡆられるようなࢶールࠝ例えば参加ᆺ㎰ᮧ調ᰝ

（PRA）ࠞ を活用し、௚地域においても⏕計ྥୖ活動を᥎進する。また、ྠᒁは、入ᡭྍ

⬟な㈨※ࡸ地域≉有のᩥ໬を活用し、多ᵝな㎰⏘≀ࡸ௜加౯್をつけた〇ရの㛤発を地

域住民に指導する。 

 

(3) JICA 

 JICAは、知的ᣐ点としてのࣂࢧᕞの経験・情報の発ಙを支援するとともに、ࣂࢧᕞと᪥

本の地᪉政ᗓࡸ地域が⏕≀多ᵝᛶಖ඲について共にᏛ࡭るࢵࢿト࣡ークが⠏かれるよう

ᘬき⥆き支援する。 

 JICAは、⏕≀多ᵝᛶಖ඲分野において、ᘬき⥆きࣂࢧᕞのࣃートࢼーとしてさまࡊまな

ス࢟ー࣒を通しഃ㠃的に支援をしていࡃ。 

 

3-㸵 ᩍカ 

(1) プロジェクトࣇレー࣒࣡ークとプロジェクト⟶理 

 プロジェクトのᢞ入つᶍと期間を⪃៖して、㐩成ྍ⬟かつ具体的なプロジェクト┠標

を設ᐃする。さらに、ᚲせにᛂࡌ、ᰂ㌾にプロジェクト┠標をྵめた PDMのぢ┤し・

修ṇをする。 
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 JICAは、⏕≀多ᵝᛶಖ඲分野において、ᘬき⥆きࣂࢧᕞのࣃートࢼーとしてさまࡊまな

ス࢟ー࣒を通しഃ㠃的に支援をしていࡃ。 

 

3-㸵 ᩍカ 

(1) プロジェクトࣇレー࣒࣡ークとプロジェクト⟶理 

 プロジェクトのᢞ入つᶍと期間を⪃៖して、㐩成ྍ⬟かつ具体的なプロジェクト┠標

を設ᐃする。さらに、ᚲせにᛂࡌ、ᰂ㌾にプロジェクト┠標をྵめた PDMのぢ┤し・

修ṇをする。 

 

 プロジェクト活動・指標はプロジェクトがコントロールできるものとする。例えば、

登録申請プロセスを支援できるが登録承認を支援できない。 

 多数の C/Pを対象としかつ活動分野・地域が多岐にわたる場合は、詳細活動計画（PO）

を作成し、具体的な PO（実施主体者、活動内容及び活動時期）を明確にし、プロジェ

クト調整委員会において各自の進捗情報を共有・確認、調整する。 

 

(2) 研修・短期専門家派遣の活用及び留意点 

 本邦研修と専門家を有機的に連携させる。例えば、研修員が研修で習得した技術・経験

を、専門家が現地適用のための指導をする、短期専門家が本邦研修で受入れ支援する等

の連携により、大きな成果が発現された。 

 研修員が研修期間中に作成するアクションプランに関し、プロジェクトの活動に有効な

計画を作成するよう事前に指導し、帰国後プロジェクトがその実施を支援する。 

 行政官のみならず、地域住民代表者が本邦研修に参加する機会を設ける。本邦研修を通

し、地域住民が知識・経験を得るとともに、行政官と地域住民のお互いの理解が深めら

れる。ただし、より高い効果のためには、現地語（マレー語）通訳の配置が望ましい。 

 

                                                                    -了‐ 
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Summary Results of the Terminal Evaluation Study 

I. Outline of the Project 
Country: Malaysia Project title: 

Project on Sustainable Development for Biodiversity and 

Ecosystems Conservation in Sabah 
Issues/Sector: Nature Conservation Cooperation scheme: Technical Cooperation 
Division in Charge: 
Global Environment Dept. 

Estimated Total Cost:  
Approx. 222 million yen 

  
Period of Cooperation:(R/D): 
July 1, 2013 – June 30, 2017 (four 
years) 

Implementing Organizations: 
・Sabah State Govt. Agencies (NRO, SaBC, SFD, SP, 

SWD, EPD, DID, etc.),   
・ Institute for Tropical Biology and Conservation, 
University of Malaysia, Sabah (ITBC-UMS) 
Related Organizations in Japan: 
Ministry of Environment 

1-1. Background of the Project 

Sabah is one of the few places on earth still blessed with mega-biodiversity, which is not only 

vital to sustainable socioeconomic development of the State, but also a treasure for all humankind. 

Conservation of its biodiversity and ecosystems is of utmost importance. 

JICA supported the Malaysian Federal and Sabah State Governments through the “Programme for 

Bornean Biodiversity and Ecosystems Conservation (BBEC) Phase 1 and 2” as technical 

cooperation projects under Japan’s Official Development Assistance (ODA). The Programme 

Purpose of BBEC/Phase 1 (February 2002 – January 2007) was “Comprehensive and sustainable 

approach for conservation is established,” while BBEC/Phase 2 (October 2007 – September 2012) 

aimed “A system for biodiversity and ecosystem conservation in Sabah is strengthened and Sabah 

State becomes capable of extending knowledge and skills on biodiversity conservation to other 

states of Malaysia and foreign countries.” 

The authorities concerned of the Government of Malaysia have set the implementation of Sabah 

Biodiversity Strategy as a next step to be taken and requested the Government of Japan for the 

“Project on Sustainable Development for Biodiversity and Ecosystems Conservation in Sabah 

(SDBEC).” 

 

1-2. Project Overview 

  The Project is being implemented according to PDM (version 4) modified on 30 June 2015. 

(1) Overall Goal 

  Sabah is known as the Asian Centre of Excellence for biodiversity conservation and sustainable 

development nationally and internationally. 
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 (2) Project Purpose 

Biodiversity and ecosystem conservation for sustainable development in Sabah is promoted with 

national and international recognition.  

 

 (3) Outputs 

Output1: Management system of biodiversity and ecosystem conservation in Sabah is 

strengthened. 

Output2: The Sabah's experiences in biodiversity and ecosystem conservation are shared 

nationally and internationally. 

 

 (4) Inputs (as of Terminal Evaluation) 

Japanese Side: 

-Long-term Experts: 4 persons in total 

 2 Chief Advisors    

 1 Project Coordinators and 1 Project Coordinator/Environmental Education 

-Short-term Expert: 36 persons in total 

- Trainees received in Japan: 62 persons in total (as of September, 2016) 

-Equipment Provision: Approx.55,6200 JPY  (1 Malaysia Ringgit =25.00 JPY) 

-Local Operational Cost: Approx. 49033 thousand JPY (as of September, 2016) 

Malaysia Side: 

- Counterpart Agencies: 15 different agencies  

- Land and facilities: Project office in NRO 

- Budget Execution of NRO: Approx. 3,600 US dollar  

 

II. Evaluation 
Terminal Evaluation Team 

Name Position Affiliation 
Ms. Misa KEMMIYA Leader Senior Deputy Director, Nature Environment Team 1, 

Forestry and Nature Conservation Group, Global 
Environment Department, JICA 

Ms. Reiko IITSUKA Cooperation 
Planning 

Officer, Nature Environment Team 1, Forestry and 
Nature Conservation Group, Global Environment 
Department, JICA 

Dr. Tetsuro HAMADA Evaluation 
Analysis 

Senior Consultant, A&M Consultant. Inc. 
 

Period of Evaluation: 30 Oct – 17 Nov. 2016 Type of Evaluation: Terminal Evaluation 
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III. Results of Evaluation 

3-1. Achievements 

(1) Outputs 

Output 1: Four out of six indicators have been achieved and two indicators are to be achieved.  

Indicator 1-1: To be achieved (Management plan for Crocker Range Biosphere Reserve (CRBR) 

and its annual plan were finalised and will be approved by the end of the Project.) 

Indicator 1-1-1:To be achieved (Level of satisfaction of project site beneficiaries will be 

assessed.) 

Indicator 1-1-2: Achieved (Majority of CEPA TOR participants obtained knew knowledge and 

improved their awareness.) 

Indicator 1-2: Achieved (Majority of CEPA kit training participants confirmed to be more 

concerned about environment and changed their behavior.) 

Indicator 1-3: Achieved (Knowledge of target group has been enhanced by the project activities.) 

Indicator 1-4: Achieved (The revised SBS monitoring system was launched on 11 October 2016.) 

 

Output 2: All of indicators have been achieved.  

Indicator 2-1: Achieved (More than five (5) documents have been prepared.) 

Indicator 2-2: Achieved (Two International Symposiums on Conservation and Management of 

Wetlands (ISCMW) in 2014 and 2016 were co-organized and national CRBR 

Seminar was organized in December 2015.) 

Indicator 2-3: Achieved (C/Ps have participated in more than two international seminars, ect.) 

Indicator 2-4: Achieved (70 persons in total have participated in TCTP.) 

Indicator 2-5: Achieved (92-95% of participants showed their satisfaction to TCTP.) 

Indicator 2-6: Achieved (NRO became the first official International Partnership for the Satoyama 

Initiative (IPSI) member in Malaysia and National Committee of wetlands in 

Malaysia is formed under Ministry of Natural Resources and Environment 

(MoNRE.) 

Indicator 2-7: Achieved (SBS formulated in 2014 has been incorporated in the National Policy on 

Biological Diversity in Malaysia.) 

 

(2) Project Purpose: Three indicators out of four have been achieved and one is to be achieved. 

Indicator 1: Achieved (Revised SBS was prepared and approved through support from the 

Project.) 

Indicator 2: To be achieved (SBS will be monitored through monitoring system and reported.) 

Indicator 3: Achieved (National Policy on Biological Diversity in Malaysia refers to SBS for 

gazetting protected areas and the Tagal. Sabah State Government will host IPSI 

－ iii －



－ iv －
 

regional workshop for Asia in April 2017 and will share its experience and 

knowledge.) 

Indicator 4: Achieved (CRBR was declared by ICC for MAB programme under UNESCO in June 

2014 and Kota Kinabalu (KK) Wetland is waiting for designation as a Ramsar 

convention site.) 

 

(3) Overall Goal: Four indicators are established to measure the level of achievement.  

The indicators of 1 to 3 are designed to measure the degree of fulfillment by collecting necessary 

information in 5 years after the end of the Project. In respect to Indicator 4, It is expected that 

Sabah’s contribution to the achievement of Aichi Target will be mentioned in the report for 

CBD-COP 13 in Mexico in 2016. 

 

3-2. Evaluation Results by Five (5) Evaluation Criteria 

Results of Terminal Evaluation by the five (5) evaluation criteria are summarized below. 

 

(1) Relevance: High 

 The Project is consistent with the Malaysian national development plan “11th Malaysia Plan” 

as well as the Sabah state’s development plan “Direction of Sabah State Development and 

Advancement” and “Sabah’s Strategic Long Term Action Plan.” 

 The Project is consistent with Japan’s ODA policy. 

 The Project responded to necessity of capacity development of the target group for 

sustainable development and appropriately reflected in the current PDM (version 4). 

 

(2) Effectiveness: Medium high 

Project Purpose is most likely to be achieved. The relationship between Outputs and Project 

Purpose is logically connected in the current PDM (version 4) due to adjustment by the Mid-Term 

Review. 

 

(3) Efficiency: High 

Inputs from both Malaysia and Japanese sides have been appropriate in terms of quality, quality 

and timeline to contribute to the implementation of planned activities. Responding to the request 

from the Malaysian Government, the present Project Coordinator has playing a role of 

environmental education expert as well. The C/P agencies have applied technologies and knowledge 

obtained from the training courses in Japan to their own work. The increase in the total cost was 

explained by the renovation of a community hall at one of pilot sites and the C/Ps’ participation in 

more international conferences. The activities at the pilot site were strengthened due to the 
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(3) Efficiency: High 

Inputs from both Malaysia and Japanese sides have been appropriate in terms of quality, quality 

and timeline to contribute to the implementation of planned activities. Responding to the request 

from the Malaysian Government, the present Project Coordinator has playing a role of 
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obtained from the training courses in Japan to their own work. The increase in the total cost was 

explained by the renovation of a community hall at one of pilot sites and the C/Ps’ participation in 

more international conferences. The activities at the pilot site were strengthened due to the 

 

renovation. The C/Ps joined more international conferences than originally anticipated and this 

effectively led to achievements of outputs. The significant delay of the Project activities is not 

identified and technology transfer is conducted without any difficulties. Cost-performance is high. 

 

(4) Impact: Medium high 

Overall Goal is most likely to be achieved. The tangible effects are observed on capacity 

development of C/P agencies and outcome of the pilot project activities. No negative impact and 

unexpected negative impact are identified. 

 

(5) Sustainability: Medium high 

Policy/institutional aspects and Technical aspect are “high”. Organizational aspect and Financial 

aspect are “medium” due to uncertainty of budget, manpower and resources. 

 

3-3. Major supporting factors to achieve the Project Purpose 

 Enhancement of NRO's coordination capacity and its recognized leadership among the 

stakeholders.  

 High capacity of planning and management of UMS in implementation of the Project 

activities, particularly implementation of TCTP. 

 Strategic selection of appropriate senior officials for trainings and international meetings for 

enhancing their leaderships and initiatives as well as developing networks in Japan, for 

example the visit of Vice-chancellor of UMS (Deputy Project Director) to Hokkaido in Japan.  

 Extension of technical trainings in Japan as motivation for staffs of the C/P agencies. 

 Involvement of local communities in Regional-focused trainings for Sabah, which enhanced 

their empowerment and awareness for biodiversity and ecosystem conservation.  

 

3-4. Major hampering factors to achieve the Project Purpose 

 Delay in obtaining approval of SBS from the Cabinet. 

 Unfavorable security situation in the Lower Kinabatangan and Segama Wetland (LKSW) 

area. 

 Limited number of staffs in the C/P agencies involving in the Project activities. 

 Limited financial allocation to the C/P agencies (Particularly the Project activities that are 

not the C/P agencies’ prioritized activities).  

 

3-5. Conclusion 

The Team confirmed that the Project has been carried out satisfactory and it is most likely to 

achieve Project Purpose by the end of the Project even though the Project encountered several 
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constraints and difficulties in the first half of the Project period. The Project has improved awareness 

of peoples in Sabah for biodiversity and ecosystem conservation, and played an important role to 

encourage various C/P agencies to collaborate towards the common goal of sustainable development 

in Sabah State.  

The Project has greatly contributed to capacity development of the C/P agencies particularly 

through technical trainings in Japan and inputs from short-term experts. Accordingly, the C/P 

agencies have sufficiently improved their technical and institutional capacities.  

It should be noted that these results are attributed to the strong willingness of the C/P agencies to 

cooperate with the Project and their initiatives for the Project activities. 

Judging from the above findings, it is concluded that the Project should be terminated on 30 June, 

2017 as planned. 

 

3-6. Recommendations 

(1) Counterpart Agencies 

 C/P Agencies will continue to engage in the conservation of biodiversity and ecosystems in 

Sabah as the Asian Centre of Excellence for biodiversity conservation and sustainable 

development. They will also continue to disseminate and share such knowledge and 

experience nationally and internationally especially through NRO and UMS.  

 C/P agencies are expected to strengthen collaboration with private sector in order to promote 

Green Development and Economy for conservation of biodiversity and ecosystems in Sabah. 

  For sustainable financing, C/P agencies will continue to make efforts to mobilize external 

financial resources rather than relying on the State Government budget.  

 

(2) Department of Agriculture 

 DOA will continue to support activities at the pilot sites under collaboration with other 

relevant C/Ps.  

 By utilizing tools such as PRA, DoA will promote the livelihood improvement activities to 

other villages. For development and value-add of agricultural products, DOA will guide the 

local communities to diversify the products based on the available local resources and 

cultures. 

  

(3) JICA 

 JICA will continue to be a partner of Sabah for the conservation of biodiversity and 

ecosystems. 

 JICA will continuously support Sabah as COE to disseminate their information and 

experiences as well as to facilitate Sabah’s network with Japanese sites, areas, local 
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governments for mutual learning on biodiversity conservation.  

 

3-7. Lessons Learned 

(1) Project Framework and Project Management  

 To set a concrete and achievable project purpose and review/revise the PDM if necessary. 

 To design project activities and indicators which C/Ps and JICA experts can directly engage 

or/and support. 

 To develop and share a detailed Plan of Operation among C/Ps. 

 

(2) Utilization of trainings in Japan and JICA short-term experts 

 To utilize trainings in Japan and short-term experts to maximize impact. 

 To utilize action plans of JICA trainees to the Project implementation. 

 To include the representatives of local community in training with government 

officials.                                                                   

                   

-End- 
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第㸯❶ ⤊஢᫬ホ౯のᴫせ 

 

⫼ᬒ㸯－㸯

マレーシア・サバ州ࠊࡣ࡟ᮾ༡アジア᭱㧗ᓠのࢼ࢟バࣝᒣࡸアジア࢘ࢰの生ᜥࡿࡍప地

⇕ᖏ林ࠊỶỈᇦのマングローࣈ林➼ࠊୡ⏺的࡟多様な生態系࡜生物┦ࡀぢࠊࡋ࠿ࡋࠋࡿࢀࡽ

大規模ఆ᥇ࡸアࣈラࣖシプランࢸーシࣙン開発➼ࠊྠࡾࡼ࡟ 州の森林㠃✚ࡣ 1970 ᖺ௦࡜ẚ

㍑ࠊ࡚ࡋ⣙ 3 ศの い࡚ࡋ㢧ᅾ化ࡶỈ㉁ở⃮➼の環境ຎ化ࡸᅵተởᰁࠊたࡲࠋたࡋῶᑡ࡟ 2

環境のຎ↛⮬ࠊࡣ地ᇦఫẸࡴ営ࢆ㧗いఏ⤫的な生活ࡀ㈨※への౫Ꮡᗘ↛⮬ࠊの⤖ᯝࡇࠋࡿ

化࡟కいࠊ生活ᇶ┙࡚ࢀࡉ࠿⬣ࡀいࠋࡿ 

⊂立⾜政法ே国際協力機ᵓ（Japan International Cooperation Agency㸸JICA）ࠊࡣサバ州の

生物多様性保全࡟対࡚ࡋ⤫ྜ的ࡴ⤌ࡾྲྀ࡟ためࠊ࡟サバ州政ᗓࡸ国立サバ大学（Universiti 

Malaysia Sabah㸸UMS）➼࡟ࡶ࡜࡜技術協力プロジェクトࣝ࣎ࠕネ࢜生物多様性・生態系保

全プログラム（Bornean Biodiversity and Ecosystems Conservation㸸BBEC）ࠖ ェࣇ）たࡋᐇ᪋ࢆ

ーࢬ 持続ྍ⬟なアプロࡘ࠿サバ州の生物多様性保全のためのໟᣓ的ࠕࡣ࡛ BBEC 1ࠋ（2ࠊ1

ーࢳのᵓ⠏ࠖࢆ┠ᶆࠊ࡚ࡋ࡜研✲機関のయไᙉ化ࠊ研✲ᡂᯝの発⾲ࠊ協ാ保ㆤ༊管理のᴫ

ᛕࡾྲྀࢆධࢀたクロッ࢝ーᒣ⬦公園管理計画の策ᐃ及びᐇ᪋ࠊセ࢞マ河ୗὶᇦ野生生物保

全༊のᥦ᱌ࠊఫẸ参加型࢚コࢶーリࢬムのヨ⾜ࠊ環境教育活動のᐇ㊶ࠊ国際セࢼ࣑ーの開

ദ➼ࢆ支᥼ࡋたࠋBBEC 2 ࡛ࠕࡣサバ州ࡿࡅ࠾࡟生物多様性保全のためのయไᙉ化ࠊ࡜マレ

ーシア国ෆእへの▱㆑・᝟ሗ発ಙのᣐⅬ化ࠖࢆ┠ᶆࠊ࡚ࡋ࡜サバ州生物多様性センターの

ṇᘧ⤌⧊化ࠕࠊサバ州生物多様性戦略（Sabah Biodiversity Strategy㸸SBS）ࠖ の策ᐃ‽ഛࠊク

ロッ࢝ーᒣ⬦公園及び࿘㎶ᇦの国連教育科学文化機関（United Nations Educational, Scientific 

and Cultural Organization㸸UNESCO）ࠕே࡜生物ᅪ（Man and Biosphere㸸MAB）計画ࠖへの

Ⓩ録⏦ㄳࠊセ࢞マ河ୗὶᇦ野生生物保全༊のⓏ録ࢼ࢟ࠊバタン࢞ン・セ࢞マ河ୗὶᇦ‵地

（Lower Kinabatangan and Segama Wetland㸸LKSW）のラムサーࣝ᮲⣙へのⓏ録及び管理計画

の策ᐃࠊ生物多様性保全࡟ಀࡿ第三国研修（Third Country Training Programme㸸TCTP）のᐇ

᪋➼ࢆ支᥼ࡋたࠋ 

2011 ᖺ 8 ᭶ࠊマレーシア政ᗓࠊࡽ࠿SBS 策ᐃᚋのᐇ᪋支᥼ࠊラムサーࣝ᮲⣙Ⓩ録‵地ࡸ

UNESCO MAB Ⓩ録ணᐃ地ࡌࡣࢆめࡿࡍ࡜保ㆤ༊及びバッ࢓ࣇー・ࢰーンの⤫ྜ管理のಁ

㐍ࠊ第三国研修ࢆ㏻ࡌたᮾ༡アジアㅖ国連 （ྜAssociation of Southeast Asian Nations㸸ASEAN）

地ᇦへの生物多様性࡟ಀࡿ⤒㦂ඹ᭷ࢆෆᐜࡿࡍ࡜ᚋ⥅の技術協力プロジェクトࡀせㄳࠊࢀࡉ

2013 ᖺࡾࡼᮏプロジェクトࡀ開ጞࢀࡉたࠋ 

 

┠ⓗ㸯－２

ୖ㏙の⫼ᬒࢆ㋃ࠊ࠼ࡲ௨ୗࢆ┠的࡚ࡋ࡜⤊஢᫬ホ౯ࢆᐇ᪋ࡋたࠋ 
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(1) 討議議事録（R/D）࡟グ㍕のᙜึ計画ࠊ⌧⾜のプロジェクト・デザイン・マトリックス

（PDM）の Version 4ࠊ及び活動計画（PO）࡟ᚑࠊ࡚ࡗプロジェクトの㐩ᡂ≧ἣࢆ☜ㄆࡍ

 ࠋ࡜ࡇࡿ

(2) プロジェクトࢆホ౯ 5㡯┠（ጇᙜ性ࠊ᭷ຠ性ࠊຠ⋡性ࠊインࣃクトࠊ持続性）の観Ⅼ࠿

 ࠋ࡜ࡇࡿࡍホ౯ࡽ

(3) プロジェクト⤊஢ᚋ࡟プロジェクトࡁ࡭ࡿྲྀࡀ活動࡜㐍ᤖ࡟関࡚ࡋᥦゝࠋ࡜ࡇ࠺⾜ࢆ 

(4) プロジェクトᐇ᪋ࡽ࠿教カࢆᢳฟࠋ࡜ࡇࡿࡍ 

(5) ⤊஢᫬ホ౯ሗ࿌書䛃䜢సᡂ䛧、協議議事録ࠋ࡜ࡇࡿࡍྡ⨬࡟ 

 

⤊஢᫬ホ౯ㄪᰝᅋのᵓ成㸯－３

⤊஢᫬ホ౯調査ᅋ（௨ୗࠕࠊ調査ᅋࠖ࡜グࡍ）ࠊࡣୗ⾲࡛示ࡋた࣓ンバーࡽ࠿ᡂࠋࡿ 

Ặྡ ศ㔝 属ᒓ

ぢᐑ ⨾᪩ ⥲ᣓ/ᅋ㛗 JICA 地球環境㒊森林・⮬↛環境グࣝープ ⮬↛環境第୍ࢳーム௻画ᙺ

㣤ሯ ௧Ꮚ 協力௻画 JICA 地球環境㒊森林・⮬↛環境グࣝープ ⮬↛環境第୍ࢳームᑓ㛛კク

὾⏣ ဴ㑻 ホ౯ศᯒ A&M コンサࣝタント（᭷） 

 

ㄪᰝ᪥⛬࡜୺せ㠃ㄯ⪅㸯－㸲

マレーシア࡛の⌧地調査2016ࠊࡣᖺ 10᭶ 30᪥ࡽ࠿ 2016ᖺ 11᭶ 17᪥࡚ࡅ࠿࡟ᐇ᪋ࡋたࠋ

⌧地調査᪥⛬のヲ⣽ࡣ௜ᒓ㈨ᩱྠྜࠕホ౯調査ሗ࿌書（ⱥ文）ࠖ Appendix 1࡟示ࡋたࠋ୺せ

㠃ㄯ⪅リストࡣ Appendix 2࡟示ࡋたࠋ 

 

⤊஢᫬ホ౯のᡭἲ㸯－５

プロジェクトの⤊஢᫬ホ౯ࠗࡣ᪂ JICA 事業ホ౯࢞イࢻライン第 ࡍᐇ᪋࡚ࡗᚑ࡟࠘∧ 1

ホ (iii)ࠊ㐍ᤖ≧ἣ࡜㐩ᡂᗘ (ii) ࠊᐇ᪋プロセス (i)ࠊのഃ㠃ࡘ三ࢆプロジェクトࡣ調査ᅋࠋࡿ

౯ 5㡯┠のどⅬ（ࠕጇᙜ性 ᭷ຠ性ࠕࠖ ຠ⋡性ࠕࠖ クトࣃインࠕࠖ 持続性ࠕࠖ  ࠋࡿࡍホ౯ࡽ࠿ࠖ（

プロジェクトの⤊஢᫬ホ౯のため࡟タᐃࢀࡉた㉁ၥ࡜指ᶆࠊࡣ௜ᒓ㈨ᩱ Appendix 3のホ

౯グリッ࡟ࢻグ㍕ࡋたࠋ 

データ཰㞟のためࠊ࡟調査ᅋࠊࡎࡲࡣ文⊩調査ࢆ⾜いࠊ続い࡚ࠊプロジェクト࡟関ಀࡍ

 UMS⇕ᖏ生物学保全研✲ᡤ（Institute for Tropical Biology andࠊサバ州政ᗓ機関⫋員ࡿ

Conservation㸸ITBC）ࠊ関連㒆事務ᡤࣃࠊイロットプロジェクトのサイトの JKK会㛗（村ⴠ

἞Ᏻ・開発委員会㸸Jawatankuasa Kemajuan dan Keselamatan Kampung）࡟対࡚ࡋ㉁ၥ⚊ࡼ࡟

プロジェクトࡸ᪥ᮏேᑓ㛛ᐙࠊࡣ調査ᅋࠊ࡟ࡽࡉࠋたࡋᐇ᪋ࢆインタビࣗー調査࡜調査ࡿ

関ಀ⪅（⌧地 NGOࠊUNDPの国連機関な࡟（࡝対ࡾྲྀ⪺ࡿࡍ調査ࡗ⾜ࢆたࡲࠋたࠊ調査ᅋ

ࢆイロットプロジェクトのサイトのどᐹࣃࡣ 2ᗘࢃ࡟たࡗ⾜ࡾたࠋ  

ୖグの調査⤖ᯝ࡟ᇶ࡙ࠊࡁ調査ᅋࡣᐇ᪋プロセス࡜プロジェクトの㐩ᡂ≧ἣࢆ査ᐃࠊࡋ

௨ୗ࡟示ࡍホ౯ 5㡯┠࡟ᇶ࡙ࡁプロジェクトࢆホ౯ࡋたࠋ 
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ホ ౯ 㡯 ┠ ᐃ⩏

ጇᙜ性

プロジェクトの┠指࡚ࡋいࡿຠᯝ（プロジェクト┠ᶆୖࡸ఩┠ᶆ）ཷࡀ┈⪅の

᪥ᮏ࡜対㇟地ᇦࠊ࠿㐺ษ࡚ࡋ࡜課題のゎỴ策ࡸၥ題ࠊ࠿ࡿい࡚ࡋ⮴ྜ࡟ࢬーࢽ

ഃの政策࡜のᩚྜ性ࠊ࠿ࡿ࠶ࡣプロジェクトの戦略・アプローࡣࢳጇᙜࠊ࠿公

的㈨㔠࡛ࡿ࠶政ᗓ開発᥼ຓ（ODA）࡛ᐇ᪋ࡿࡍᚲせ࠿ࡿ࠶ࡀな࡜࡝いࡗたࠕ᥼

ຓプロジェクトのṇᙜ性・ᚲせ性ࠖࢆၥ࠺どⅬࠋ

᭷ຠ性
プロジェクトのᐇ᪋ࠊࡾࡼ࡟ᮏᙜࡣࡃࡋࡶ⪅┈ཷ࡟♫会への౽┈ࡶࡀたࢀࡉࡽ

࡚いࡿの࠿（ࡿ࠶いࡶࡣたࡿࢀࡉࡽの࠿）ࢆၥ࠺どⅬࠋ

ຠ⋡性
୺࡟プロジェクトのコスト及びຠᯝの関ಀࠊࡋ┠╔࡟㈨※ࡀ᭷ຠ࡟活⏝࡚ࢀࡉ

い࠿ࡿ（ࡿ࠶い࠿ࡿࢀࡉࡣ）ࢆၥ࠺どⅬࠋ

インࣃクト
プロジェクトのᐇ᪋ࡶࡾࡼ࡟たࡾࡼࠊࡿࢀࡉࡽ㛗ᮇ的ࠊ㛫᥋的ຠᯝࡸἼ及ຠᯝ

ࠋࡴྵࡶたṇ・㈇のຠᯝ・ᙳ㡪ࡗ࠿なࡋணᮇࠊの際ࡇࠋどⅬࡿぢࢆ

持続性
協力ࡀ⤊஢ࠊࡶ࡚ࡋプロジェクト࡛発ゝࡋたຠᯝࡀ持続࡚ࡋいࡿ࠶）࠿ࡿいࡣ

持続のぢ㎸ࢆ（࠿ࡿ࠶ࡣࡳၥ࠺どⅬࠋ

－ 3 －



－ 4 －

 

 
 

第㸰❶ プロジェクトのᴫせ 

 

プロジェクト࣭࣐࣭ࣥ࢖ࢨࢹトࣜクࢫ（PDM）２－㸯

PDMࡣプロジェクトのᯟ⤌ࢆࡳ規ᐃࡿࡍ計画⾲࡛ࠋࡿ࠶⌧⾜ PDM (Version 4) ࠊࡣ୰㛫

レビࣗー調査ᅋ（2015ᖺ 6᭶ 11᪥㹼7᭶ 1᪥）の調査⤖ᯝのᥦゝ2015ࠊࡅཷࢆᖺ 6᭶ 30

᪥࡟ᢎㄆ࡚ࢀࡉいࠋࡿ௒ᅇの⤊஢᫬ホ౯ࡣ௜ᒓ㈨ᩱの Appendix 4࡟示࡚ࢀࡉいࡿ PDM 

(Version 4) ࡟ᇶ࡙い࡚ᐇ᪋ࠋࡿࡍ 

 

プロジェクトのᯟ⤌２－２ࡳ

プロジェクトᮇ㛫 2013ᖺ 7᭶ 1᪥㹼2017ᖺ 6᭶ 30᪥（4ᖺ㛫） 

プロジェクトサイト 

（サバ州） 

ラムサーࣝ᮲⣙Ⓩ録‵地࡛ࡿ࠶ LKSW及びࡑのୖὶᇦ（⣙ 300୓ ha）の

コア࢚リア及びバッ࢓ࣇー・ࢰーン 

UNESCOのMAB計画のୗ࡟Ⓩ録࡚ࢀࡉいࡿクロッ࢝ーᒣ⬦生物ᅪ保Ꮡ

地ᇦ（CRBR）のコア࢚リアࠊバッ࢓ࣇー・ࢰーンࠊトランジシࣙン࢚

リア（⣙ 35୓ ha） 

ター䝀䝑トグ䝹ープ 

関ಀ州政ᗓ機関の⫋員 

 イロット・サイトの地ᇦఫẸࣃ

UMSの研✲⪅ࠊローࣝ࢝NGO 

実施機関 

サバ州政府機関䠖ኳ↛㈨※ᗇ䠄NRO）、サバ州⏕≀ከᵝᛶ䝉ンター䠄SaBC）、

サバ州᳃ᯘᒁ䠄SFD）、サバ州බᅬᒁ䠄SPs）、サバ州㔝⏕⏕≀ᒁ䠄SWD）、⎔

ቃಖㆤᒁ䠄EPD）、℺₅᤼Ỉᒁ䠄DID）、ᅵᆅ 㔞ᒁ䠄LSD）、㎰業ᒁ䠄DOA）、

サバ⁺業ᒁ䠄DFS）、サバ州ほගᒁ䠄STB）、州政府⤒῭ィ⏬䝴ニ䝑ト

䠄UPEN）、郡事務属䠄Tuaran, Tambunan, Penampang 及び Keningau 郡） 

ITBC/UMS 

 

プロジェクトのせ⣙２－３

(1) ୖ఩┠ᶆ 

ෆᐜ 
サバ州ࡀ生物多様性保全࡜持続ྍ⬟な開発1のアジアࡿࡅ࠾࡟୰᰾的ᣐⅬࡋ࡜

࡚国ෆ的・国際的ࠋࡿࢀࡽ▱࡟ 

指ᶆ 

1.（協力⤊஢ᚋ）5ᖺ௨ෆ࡟ᑡな20ྡࡶ࡜ࡃの研✲⪅ࡀ生物多様性及び持続ྍ⬟

な開発の研✲のため࡟サバ州ࢆゼၥࠋࡿࡍ 

2.（協力⤊஢ᚋ）5ᖺ௨ෆࠊ࡟ᑡなࡘ5ࡶ࡜ࡃの࣓デ࢕アࡀ生物多様性保全࡜持

続ྍ⬟な開発のሗ㐨のため࡟サバ州ࢆゼࠋࡿࢀ  

                                                        
῭⤒・ᐃ地ᇦのఫẸの持続的な♫会≉ࠊ࡟生態系の保全のため࡜生物多様性ࠊࡣ࡜持続ྍ⬟な開発ࠖࠕの文⬦࡛のࡇ 1
活動の᥎㐍ࢆ指ࠋࡍ 

－ 4 －
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な開発の研✲のため࡟サバ州ࢆゼၥࠋࡿࡍ 

2.（協力⤊஢ᚋ）5ᖺ௨ෆࠊ࡟ᑡなࡘ5ࡶ࡜ࡃの࣓デ࢕アࡀ生物多様性保全࡜持

続ྍ⬟な開発のሗ㐨のため࡟サバ州ࢆゼࠋࡿࢀ  

                                                        
῭⤒・ᐃ地ᇦのఫẸの持続的な♫会≉ࠊ࡟生態系の保全のため࡜生物多様性ࠊࡣ࡜持続ྍ⬟な開発ࠖࠕの文⬦࡛のࡇ 1
活動の᥎㐍ࢆ指ࠋࡍ 

 

 
 

3.（協力⤊஢ᚋ）5ᖺ௨ෆࠊ࡟ᑡなࡶ࡜ࡃ 5⦅の生物多様性保全࡜持続ྍ⬟な開

発࡟関ࡿࡍサバ州の⤒㦂・ྲྀ⤌࡟ಀࡿㄽ文ࠊࡀ国際的なᑓ㛛ㄅ࡟ᥖ㍕ࠋࡿࢀࡉ 

4. マレーシア政ᗓࡀసᡂࡿࡍឡ▱┠ᶆの㐩ᡂ࡟関ࡿࡍሗ࿌書࡟サバ州の㈉⊩

 ࠋࡿࢀࡉᙧ࡛グ㍕ࡿ࠼ぢ࡟┠ࡀ

 

(2) プロジェクト┠ᶆ 

ෆᐜ 
国ෆ的・国際的ㄆ▱の࡟࡜ࡶサバ州ࡿࡅ࠾࡟持続ྍ⬟な開発のための生物多様

性・生態系保全ࡀ᥎㐍ࠋࡿࢀࡉ 

指ᶆ 

1. プロジェクト活動ࡀSBSのᐇ᪋࡟㈉⊩ࠋࡿࡍ 

2. SBSの㐍ᤖ≧ἣࡀᐃᘧ化ࢀࡉたᡭ法࡛ࣔࢽターࠊࢀࡉBiodiversity Council及び

Chief Minister࡟ሗ࿌ࠋࡿࢀࡉ 

3. 生物多様性・生態系保全࡟関ࡿࡍサバ州の▱ぢࡀ国ෆ的・国際的࡟Ⰻい事౛

 ࠋࡿࢀࡉ↷参࡚ࡋ࡜

4. 生物多様性保全࡟関ࡿࡍ国際的なᯟ⤌ࡳのୗ࡛ࠊ᪂規サイトࡀᑡなࡶ࡜ࡃ

 ࠋࡿࢀࡉᣑᙇࡀ᪤ᏑサイトࡣࡃࡋࡶࠊࡿࢀࡉᡤⓏ録࢝1

ୖ఩┠ᶆの

ためのእ㒊

᮲௳ 

生物多様性・生態系保全࡟関ࡿࡍマレーシア及びサバ州の政策ࡀ㒔ྜのⰋいᙧ

࡛⥅続ࠋࡿࡍ 

 

(3) ᡂᯝ 

ෆᐜ 指ᶆ プロジェクト┠ᶆ

のためのእ㒊᮲௳ 

ᡂᯝ 1:  

サバ州ࡅ࠾࡟

生物多様ࡿ

性・生態系保

全の管理シス

ࡉᙉ化ࡀムࢸ

 ࠋࡿࢀ

1-1. CRBRの管理計画及びᖺḟ事業計画ࡀ州政ᗓ࡟ᢎㄆ

（ࡿࡅ࠾࡟サイト）イロットࣃ（プロジェクトの）ࠊࢀࡉ

活動及びᗈሗ教育ၨ発活動（CEPA）のᢞධࡀなࠋࡿࢀࡉ 

௦᭰生計活動ࠊࡀイロット・サイトの⿻┈ఫẸࣃ  1-1-1

㊊‶࡟ேᮦ育ᡂ活動ࡿࡼ࡟プロジェクトࡴྵࢆ

 ࠋࡿࡍ

1-1-2  CRBRࡿࡅ࠾࡟ CEPA࢟ット研修の対㇟⪅のࠊ保

全࡟対ࡿࡍព㆑ࠋࡿࡍୖྥࡀ 

JICAの支᥼ࡿࡍ関

連プロジェクトࡀ

計画㏻ࡾᐇ᪋ࢀࡉ

 ࠋࡿ

 
1-2. LKSWࡿࡅ࠾࡟ CEPA࢟ット研修の対㇟⪅のࠊ保全

 ࠋࡿࡍୖྥࡀព㆑ࡿࡍ対࡟

1-3. ⿻┈グࣝープの生物多様性・生態系保全࡟関ࡿࡍ▱

㆑ࡀ㧗ࠋࡿࡲ 

1-4. SBSࣔࢽタリングシスࢸムࡀᵓ⠏ࠋࡿࢀࡉ 

 

－ 5 －



－ 6 －

 

 
 

ᡂᯝ 2:  

生物多様性・

生態系保全࡟

関ࡿࡍサバ州

の⤒㦂ࡀ国ෆ

的・国際的࡟

ඹ᭷ࠋࡿࢀࡉ 

2-1.サバ州の⤒㦂࡟関ࡿࡍ文書ࡀᑡなࡶ࡜ࡃ 5 ⦅సᡂࡉ

 ࠋࡿࢀ

2-2. ᑡなࡶ࡜ࡃ஧ࡘの国ෆ㸭国際セࢼ࣑ー࣡ࠊークシࣙ

ップࠊ会議ࢆ開ദࠋࡿࡍ 

の国ࡘ஧ࡶ࡜ࡃᑡなࡀート（C/P）機関ࣃンター࢘࢝.2-3

際セࢼ࣑ー࣡ࠊークシࣙップࠊ会議࡟参加ࠋࡿࡍ 

2-4. ᑡなࡶ࡜ࡃ ࡽ࠿ᾏእࡀ50ྡ TCTP࡟参加ࠋࡿࡍ 

2-5. ᑡなࡶ࡜ࡃ 90%の参加⪅ࡀ TCTP࡟関࡚ࡋ‶㊊ࢆ⾲

᫂ࠋࡿࡍ 

2-6. 国ෆእのネット࣡ークࢆ㏻࡚ࡌ生物多様性・生態系

保全のため▱㆑ࡀඹ᭷ࠋࡿࢀࡉ 

2-7. 2014 ᖺ࡟సᡂࡿࢀࡉマレーシアの National 

Biodiversity Strategy࡟ SBSのᴫᛕࡾ┒ࡀ㎸ࠋࡿࢀࡲ 

 

(4) 活動 

ᡂᯝ 活動ෆᐜ ᡂᯝのためのእ㒊᮲

௳ 

ᡂᯝ 1:  

サバ州ࡅ࠾࡟

生物多様ࡿ

性・生態系保

全の管理シス

ࡉᙉ化ࡀムࢸ

 ࠋࡿࢀ

1-1. SBSのᚲせなᨵᐃ・修ṇࢆ支᥼ࠋࡿࡍ SBSࡀ㛶議஢ゎࢀࡉ

 ࠋࡿ

 

UNESCO 的⤊᭱ࡀ

࡟ CRBR のㄆᐃࢆ

  ࠋ࠺⾜

C/P 機関へのண⟬㓄ศ

 ࠋないࡋῶᑡ࡟大ᖜࡀ

 

政ᗓ࡚ࡗࡼ࡟㐺ᙜな

C/P ᐃᮇࠊࢀࡉ⨨㓄ࡀ

的࡟会議及びプロジ

ェクト活動࡟ᚑ事ࡍ

 ࠋࡿ

1-2. SBSのࣔࢽタリングシスࢸムࢆ開発࢛ࣇ）ࡿࡍー

マットࠊሗ࿌࢕ࣇࠊーࢻバック）ࠋ 

1-3. CRBR の管理計画・ᖺḟ事業計画のసᡂࢽࣔ࡜

ターࢆ支᥼ࠋࡿࡍ 

1-4. C/P機関及び௚の関ಀ⪅࡜の⥅続的な協力関ಀࢆ

㏻ࠊࡌサバ州࠾࡟い࡚ JICAの支᥼࡚࡭ࡍࡿࡍの環境

技術・⮬↛保全プロジェクト2࡟協力ࠊࡋ会ྜ・▱ぢ

ඹ᭷ࢆᐃᮇ的ࠋ࠺⾜࡟ 

1-5. 管理計画のᐇ᪋ࡿࡅ࠾࡟㈨㔠調㐩のためのプロ

グラムࠊ᥼ຓ機関࡜協調ࠝࡿࡍ 国連開発計画（UNDP）ࠊ

地球環境࢓ࣇシリ࢕ࢸ（GEF）ࠊEU funded REDD+な

 ࠋࠞ࡝

1-6. 生計ྥୖ及び㈋ᅔ⦆࿴のため連㑥ࠊ州ࠊ地᪉政ᗓ

                                                        
 地球規模課題対応国際科学技術協力（Science and Technology Research (1ࠋࡿ࠶௨ୗ࡛ࡣのプロジェクトࡽࢀࡑ 2

Partnership for Sustainable Development㸸SATREPS）㸸஑州ᕤ業大学ࠊマレーシア・プトラ大学及びサバ大学ࠕࡿࡼ࡟生
物多様性保全のためのࣃームἜ⏘業ࡿࡼ࡟グリーン⤒῭の᥎㐍プロジェクト （ࠖ2013 ᖺ㹼2017 ᖺ）2ࠊ) ⲡの᰿技術協
力事業（JPP）㸸ඵዪᕷ࡜（ᰴ）バンࣈーࢸクࠕࡿࡼ࡟ࣀᒣ௝ᘧᖹ❔Ⅳ化法ࡿࡼ࡟バイ࢜マスⅣ化技術研修事業 （ࠖ2012
ᖺ㹼2015 ᖺ）3ࠊ) ⲡの᰿技術協力事業（JPP）㸸㓗農学園大学ࢼ࢟ࠕࡿࡼ࡟バタン࢞ン川ୗὶᇦの生物多様性保全のた
めのఫẸ参加型村ࡋࡇ࠾プロジェクト （ࠖ2012ᖺ㹼2016ᖺ） 

－ 6 －



－ 7 －

 

 
 

ᡂᯝ 2:  

生物多様性・

生態系保全࡟

関ࡿࡍサバ州

の⤒㦂ࡀ国ෆ

的・国際的࡟

ඹ᭷ࠋࡿࢀࡉ 

2-1.サバ州の⤒㦂࡟関ࡿࡍ文書ࡀᑡなࡶ࡜ࡃ 5 ⦅సᡂࡉ

 ࠋࡿࢀ

2-2. ᑡなࡶ࡜ࡃ஧ࡘの国ෆ㸭国際セࢼ࣑ー࣡ࠊークシࣙ

ップࠊ会議ࢆ開ദࠋࡿࡍ 

の国ࡘ஧ࡶ࡜ࡃᑡなࡀート（C/P）機関ࣃンター࢘࢝.2-3

際セࢼ࣑ー࣡ࠊークシࣙップࠊ会議࡟参加ࠋࡿࡍ 

2-4. ᑡなࡶ࡜ࡃ ࡽ࠿ᾏእࡀ50ྡ TCTP࡟参加ࠋࡿࡍ 

2-5. ᑡなࡶ࡜ࡃ 90%の参加⪅ࡀ TCTP࡟関࡚ࡋ‶㊊ࢆ⾲

᫂ࠋࡿࡍ 

2-6. 国ෆእのネット࣡ークࢆ㏻࡚ࡌ生物多様性・生態系

保全のため▱㆑ࡀඹ᭷ࠋࡿࢀࡉ 

2-7. 2014 ᖺ࡟సᡂࡿࢀࡉマレーシアの National 

Biodiversity Strategy࡟ SBSのᴫᛕࡾ┒ࡀ㎸ࠋࡿࢀࡲ 

 

(4) 活動 

ᡂᯝ 活動ෆᐜ ᡂᯝのためのእ㒊᮲

௳ 

ᡂᯝ 1:  

サバ州ࡅ࠾࡟

生物多様ࡿ

性・生態系保

全の管理シス

ࡉᙉ化ࡀムࢸ

 ࠋࡿࢀ

1-1. SBSのᚲせなᨵᐃ・修ṇࢆ支᥼ࠋࡿࡍ SBSࡀ㛶議஢ゎࢀࡉ

 ࠋࡿ

 

UNESCO 的⤊᭱ࡀ

࡟ CRBR のㄆᐃࢆ

  ࠋ࠺⾜

C/P 機関へのண⟬㓄ศ

 ࠋないࡋῶᑡ࡟大ᖜࡀ

 

政ᗓ࡚ࡗࡼ࡟㐺ᙜな

C/P ᐃᮇࠊࢀࡉ⨨㓄ࡀ

的࡟会議及びプロジ

ェクト活動࡟ᚑ事ࡍ

 ࠋࡿ

1-2. SBSのࣔࢽタリングシスࢸムࢆ開発࢛ࣇ）ࡿࡍー

マットࠊሗ࿌࢕ࣇࠊーࢻバック）ࠋ 

1-3. CRBR の管理計画・ᖺḟ事業計画のసᡂࢽࣔ࡜

ターࢆ支᥼ࠋࡿࡍ 

1-4. C/P機関及び௚の関ಀ⪅࡜の⥅続的な協力関ಀࢆ

㏻ࠊࡌサバ州࠾࡟い࡚ JICAの支᥼࡚࡭ࡍࡿࡍの環境

技術・⮬↛保全プロジェクト2࡟協力ࠊࡋ会ྜ・▱ぢ

ඹ᭷ࢆᐃᮇ的ࠋ࠺⾜࡟ 

1-5. 管理計画のᐇ᪋ࡿࡅ࠾࡟㈨㔠調㐩のためのプロ

グラムࠊ᥼ຓ機関࡜協調ࠝࡿࡍ 国連開発計画（UNDP）ࠊ

地球環境࢓ࣇシリ࢕ࢸ（GEF）ࠊEU funded REDD+な

 ࠋࠞ࡝

1-6. 生計ྥୖ及び㈋ᅔ⦆࿴のため連㑥ࠊ州ࠊ地᪉政ᗓ

                                                        
 地球規模課題対応国際科学技術協力（Science and Technology Research (1ࠋࡿ࠶௨ୗ࡛ࡣのプロジェクトࡽࢀࡑ 2

Partnership for Sustainable Development㸸SATREPS）㸸஑州ᕤ業大学ࠊマレーシア・プトラ大学及びサバ大学ࠕࡿࡼ࡟生
物多様性保全のためのࣃームἜ⏘業ࡿࡼ࡟グリーン⤒῭の᥎㐍プロジェクト （ࠖ2013 ᖺ㹼2017 ᖺ）2ࠊ) ⲡの᰿技術協
力事業（JPP）㸸ඵዪᕷ࡜（ᰴ）バンࣈーࢸクࠕࡿࡼ࡟ࣀᒣ௝ᘧᖹ❔Ⅳ化法ࡿࡼ࡟バイ࢜マスⅣ化技術研修事業 （ࠖ2012
ᖺ㹼2015 ᖺ）3ࠊ) ⲡの᰿技術協力事業（JPP）㸸㓗農学園大学ࢼ࢟ࠕࡿࡼ࡟バタン࢞ン川ୗὶᇦの生物多様性保全のた
めのఫẸ参加型村ࡋࡇ࠾プロジェクト （ࠖ2012ᖺ㹼2016ᖺ） 

 

 
 

及び国際的ᯟ⤌ࡽ࠿ࡳのᚲせな技術的㈨㔠的㈨※の

動員࠺⾜ࢆためࠊ関ಀ機関ࢆ支᥼ࠋࡿࡍ 

 

 

 

 

 

 

 

๓ᥦ᮲௳: 

 ࠋࡋな࡟≉

1-7. 地᪉政ᗓࠊNGOࠊ関連機関࡜協調ࠊࡋ農業のྥ

ಶே事業ࠊムࢬーリࢶコ࢚ࠊ⏝持続ྍ⬟なᅵ地฼ࠊୖ

のᕷሙ参ධࢆ㏻ࠊ࡚ࡌඹྠయࢆᇶᮏࡋ࡜た保全のため

の生計ྥୖࢆᐇ㦂的ࠋ࠺⾜࡟ 

1-8. 大規模開発プロジェクト࡚ࡗࡼ࡟ᘬࡁ㉳ࢀࡉࡇ

関連࠺⾜ࡀ関ಀ機関ࠊためࡿࡍ࿴⦅ࢆ㈇の環境ᙳ㡪ࡿ

法௧のᇳ⾜ࢆ支᥼ࠋࡿࡍ 

1-9. 地ᇦఫẸࠊ地᪉政ᗓ機関ࠊNGOࠊ関ಀ機関ࢆ対

࡟㇟ CEPA࡟関ࡿࡍ研修ࢆᐇ᪋ࠋࡿࡍ 

1-10. SEEP（Sabah Environmental Education Policy）の

 ࠋࡿࡍ支᥼ࢆタリングࢽࣔ

1-11. 保全ࠊ࡜環境◚ቯ࡟⤖び࠿ࡘない⤒῭活動のた

めの河川管理࡟関ࡿࡍ規ᐃᯟ⤌ࡳのᨵゞ及び法ᇳ⾜

 ࠋ࠺⾜ࢆᥦゝ࡚ࡋ関࡟

ᡂᯝ 2:  

生物多様性・

生態系保全࡟

関ࡿࡍサバ州

の⤒㦂ࡀ国ෆ

的・国際的࡟

ඹ᭷ࠋࡿࢀࡉ 

2-1. サバ州の⤒㦂ࢆᐃ╔ࡿࡏࡉため文書・文⊩のᙧ࡟

 ࠋࡿࡍᐇ᪋ࢆ㏣加の調査ࡤࢀ࠶ᚲせ࡛ࠊめ࡜ࡲ

2-2. 生物多様性（保全）のためのྍ⬟な㈨㔠調㐩の௙

 Payment for Ecologicalࠊࡕ༶）࠺⾜ࢆ調査ࡿࡍ関࡟ࡳ⤌

Services (PES)ࠊbiodiversity accounting, rationalization of 

incentives and taxes for sustainable development  ࠊ

REDD+ࠊCSR and strengthening of the Biodiversity 

Centre Fundなࠋ（࡝ 

2-3. TCTPの௻画ࠊᐇ᪋ࢽࣔࠊターࠊホ౯࢛ࣇࠊロー

アップࠋ࠺⾜ࢆ 

2-4. ᚲせࡤࢀ࠶ࡀ連㑥政ᗓ࡜協調ࠊࡋサバ州の⤒㦂࡟

関ࡿࡍ▱ぢඹ᭷ࢆᅗࡿため国ෆࡲたࡣ国際会議ࠊシン

ࡽࢀࡇࡣࡃࡋࡶࠊ研修➼の開ദࠊーࢼ࣑セࠊム࢘ジ࣏

への参加ࠋ࠺⾜ࢆ 

2-5. 全国レࣝ࣋の政策策ᐃプロセス࡟サバ州の⤒㦂

 ࠋࡿࡍඹ᭷ࢆ

2-6. ✚ᴟ的なᗈሗࠊሗ㐨戦略࡟関࡚ࡋ関ಀ機関ࢆ支᥼

 ࠋࡿࡍ
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第㸱❶ プロジェクトのᐇ⦼࡜ᐇ᪋プロセス 

 

ᢞධ３－㸯

(1)  マレーシアഃࡽ࠿のᢞධ 

  マレーシアഃࡽ࠿のᢞධのᴫせࢆ௨ୗの⾲࡟示ࡋたࠋ 

ே員の㓄⨨ 

プロジェクトࢲイレクター サバ州ᐁᡣ㛗ᐁ 

๪プロジェクトࢲイレクター サバ大学๪学㛗 

プロジェクトマネージࣕー NRO 㛗ᐁ 

C/P 機関（⣙ 15） 州政ᗓ機関関機関ࠊITBC/UMS 

᪋タᥦ౪ NRO ෆࡿ࠶࡟プロジェクト事務ᡤ及びᚲせタഛ 

NROのண⟬支ฟ 

（ྜ計: 3,602⡿ࣝࢻ） 

2013ᖺ 571.61⡿ࣝࢻ <⌧物の౪୚>: 

ᇳ務ᐊࠊ機ᮦࠊ会議ᐊࡑࠊの௚ 2014ᖺ 1,100.24⡿ࣝࢻ 

2015ᖺ 1214.01⡿ࣝࢻ 

2016ᖺ* 716.21⡿ࣝࢻ 

* 2016ᖺ 9᭶⌧ᅾ 

 

(2)  ᪥ᮏഃࡽ࠿のᢞධ 

  ᪥ᮏഃࡽ࠿のᢞධのᴫせࢆ௨ୗの⾲࡟示ࡋたࠋ 

ᑓ㛛ᐙ

ὴ㐵 

 

㛗ᮇᑓ㛛ᐙ 

（ྜ計 4ྡ） 

2 ᪂ᪧࢳーࣇ・アࢻバイザー 

1 ᪧ業務調ᩚ 

1 ᪂業務調ᩚ/環境教育 

▷ᮇᑓ㛛ᐙ 

（ྜ計 36ྡ） 

CRBR管理（4）  ᅵተศᯒ（3） 

㔛ᒣ管理（3） ᅵተ᩿㠃開発（2） 

コ࢕ࢸࢽ࣑ࣗ開発（4） ࢼ࢟バࣝᒣⓏᒣ㐨☜ㄆ調査（3） 

持続的リーࢲーシップ（2） 生物多様性戦略ࣔࢽタリング（1） 

持続的ᅵ地管理（2） 環境教育（1） 

ラムサーࣝ᮲⣙‵地管理計画

 タリング（1）ࢽࣔ

㇟㦵᱁修᚟/༤物㤋ᒎ示（1） 

ᮏ㑥研修 

    （ྜ計 62ྡ） 

2013ᖺ 20 ྡ  

2014ᖺ 18ྡ 

2015ᖺ 17ྡ 

2016ᖺ 7ྡ（2016ᖺ 9᭶⌧ᅾ） 

機ᮦ౪୚ 
ྜ計 22,248 リンࢠ（RM）（ラップトップ・コンࣗࣆーター3 ࠊྎ

GPS 1機ࠊᅵተศᯒ機 1ྎ）（ྜ計 600,696෇㸸1リンࢠ㸻27෇） 

－ 8 －



－ 9 －

 

 
 

第㸱❶ プロジェクトのᐇ⦼࡜ᐇ᪋プロセス 

 

ᢞධ３－㸯

(1)  マレーシアഃࡽ࠿のᢞධ 

  マレーシアഃࡽ࠿のᢞධのᴫせࢆ௨ୗの⾲࡟示ࡋたࠋ 

ே員の㓄⨨ 

プロジェクトࢲイレクター サバ州ᐁᡣ㛗ᐁ 

๪プロジェクトࢲイレクター サバ大学๪学㛗 

プロジェクトマネージࣕー NRO 㛗ᐁ 

C/P 機関（⣙ 15） 州政ᗓ機関関機関ࠊITBC/UMS 

᪋タᥦ౪ NRO ෆࡿ࠶࡟プロジェクト事務ᡤ及びᚲせタഛ 

NROのண⟬支ฟ 

（ྜ計: 3,602⡿ࣝࢻ） 

2013ᖺ 571.61⡿ࣝࢻ <⌧物の౪୚>: 

ᇳ務ᐊࠊ機ᮦࠊ会議ᐊࡑࠊの௚ 2014ᖺ 1,100.24⡿ࣝࢻ 

2015ᖺ 1214.01⡿ࣝࢻ 

2016ᖺ* 716.21⡿ࣝࢻ 

* 2016ᖺ 9᭶⌧ᅾ 

 

(2)  ᪥ᮏഃࡽ࠿のᢞධ 

  ᪥ᮏഃࡽ࠿のᢞධのᴫせࢆ௨ୗの⾲࡟示ࡋたࠋ 

ᑓ㛛ᐙ

ὴ㐵 

 

㛗ᮇᑓ㛛ᐙ 

（ྜ計 4ྡ） 

2 ᪂ᪧࢳーࣇ・アࢻバイザー 

1 ᪧ業務調ᩚ 

1 ᪂業務調ᩚ/環境教育 

▷ᮇᑓ㛛ᐙ 

（ྜ計 36ྡ） 

CRBR管理（4）  ᅵተศᯒ（3） 

㔛ᒣ管理（3） ᅵተ᩿㠃開発（2） 

コ࢕ࢸࢽ࣑ࣗ開発（4） ࢼ࢟バࣝᒣⓏᒣ㐨☜ㄆ調査（3） 

持続的リーࢲーシップ（2） 生物多様性戦略ࣔࢽタリング（1） 

持続的ᅵ地管理（2） 環境教育（1） 

ラムサーࣝ᮲⣙‵地管理計画

 タリング（1）ࢽࣔ

㇟㦵᱁修᚟/༤物㤋ᒎ示（1） 

ᮏ㑥研修 

    （ྜ計 62ྡ） 

2013ᖺ 20 ྡ  

2014ᖺ 18ྡ 

2015ᖺ 17ྡ 

2016ᖺ 7ྡ（2016ᖺ 9᭶⌧ᅾ） 

機ᮦ౪୚ 
ྜ計 22,248 リンࢠ（RM）（ラップトップ・コンࣗࣆーター3 ࠊྎ

GPS 1機ࠊᅵተศᯒ機 1ྎ）（ྜ計 600,696෇㸸1リンࢠ㸻27෇） 

 

 
 

ᅾእ事業ᙉ化㈝

（49,033,901෇） 

2013ᖺ 364,801.75 リンࢠ（11,301,558෇） 

2014ᖺ 514,286.00 リンࢠ（16,626,866෇） 

2015ᖺ 556,180.95 リンࢠ（16,746,608෇） 

2016ᖺ 163,314.64 リンࢠ（4,358,8678෇）（2016ᖺ 9᭶⌧ᅾ） 

 

άື３－２

ᡂᯝ 1及びᡂᯝ ࢀࡒࢀࡑࠊ࡟ためࡿࡍฟ⏘ࢆ2 11の活動࡜ 6の活動のᐇ᪋ࡀ計画࡚ࢀࡉ

いࠋࡿ⤊஢᫬ホ౯の᫬Ⅼ࡛ࠊࡣᡂᯝ 1の 11の活動のࡕ࠺භࡘの活動ࡣ᏶஢ࠊ஬ࡘの活動ࡣ

ᐇ᪋୰࡛ࡗ࠶た୍ࠋ᪉ࠊᡂᯝ 2 のභࡘの活動のࡕ࠺三ࡘの活動ࡣ᏶஢ࡘ୍ࠊࡋの活動࡯ࡣ

  ࠋたࡗ࠶ᐇ᪋୰࡛ࡣの活動ࡘ஧ࠊࡾ࠾࡚ࡋ᏶஢࡝ࢇ࡜

ᡂᯝ ᡂᯝ࡜1 2のྛ活動のᐇ᪋≧ἣࢆ௨ୗ࡟示ࠋࡍ 

 

(1) ᡂᯝ 1の活動 

ᡂᯝ  ࠋたࡋ示࡟⾲ୗࢆための活動のᐇ᪋≧ἣࡿࡍฟ⏘ࢆ1

ᡂᯝ 1: サバ州ࡿࡅ࠾࡟生物多様性・生態系保全の管理シスࢸムࡀᙉ化ࠋࡿࢀࡉ 

活動  ᐇ᪋≧ἣ 

1-1. SBS のᚲせなᨵᐃ・修ṇࢆ支᥼ࡍ

 ࠋࡿ

ᐇ᪋῭ࡳ 

ᨵᐃࡴྵࢆタリングไᗘࢽࣔ SBS ࡀプロジェクトࡣ

ዎ⣙ࡋた ERE コンサࣝタントグࣝープ࡚ࡗࡼ࡟స

ᡂࢀࡉたࠋᨵᐃ SBSの公ᘧ発⾲ࡣ 2016ᖺ 10᭶ 11᪥

 ࠋたࢀࢃ⾜࡟

1-2. SBS のࣔࢽタリングシスࢸムࢆ開

発࢛ࣇ）ࡿࡍーマットࠊሗ࿌࢕ࣇࠊー

 ࠋ（バックࢻ

1-3. CRBRの管理計画・ᖺḟ事業計画の

సᡂࢽࣔ࡜ターࢆ支᥼ࠋࡿࡍ 

ᐇ᪋῭ࡳ 

管理計画/ᖺḟ事業計画᭱ࡣ⤊化ࢀࡉたࠋプロジェク

ト⤊஢࡛ࡲの㛶議ᢎㄆࡿࢀࡉணᐃ࡛ࠋࡿ࠶ 

1-4. 機関及び௚の関ಀ⪅࡜の⥅続的な

協力関ಀࢆ㏻ࠊࡌサバ州࠾࡟い࡚ JICA

の支᥼࡚࡭ࡍࡿࡍの環境技術・⮬↛保

全プロジェクト࡟協力ࠊࡋ会ྜ・▱ぢ

ඹ᭷ࢆᐃᮇ的ࠋ࠺⾜࡟ 

⥅続୰ 

プロジェクトࡣ௚の JICA プロジェクト（SATREPS 

及びⲡの᰿技協）ࠊ࡜協ാࡿࡍためࢀࡒࢀࡑࠊ࡟の

活動の㐍ᤖࢆඹ᭷࡚ࡋいࠋࡿ౛ࠊࡤ࠼河川環境教育

プログラム（REEP）活動ࡣ 2013ᖺ࡟ Sandakan ࡛ࠊ

2014ᖺ࡟ Papar࡛2016ࠊᖺ࡟ Penampang࡛⾜ࡗたࠋ  

1-5. 管理計画のᐇ᪋ࡿࡅ࠾࡟㈨㔠調㐩

のためのプログラムࠊ᥼ຓ機関࡜協調

+EU funded REDDࠊUNDP/GEF）ࡿࡍ

なࠋ（࡝ 

⥅続୰ 

NROࡣ 2016ᖺ࡟ UNDP࡜ PESࢸࢆーマࡋ࡜た会議

࣓ PESࠊ࡚ࡌ㏻ࢆNROࠊࡣプロジェクトࠋたࡋ開ദࢆ

連࡟ためࡿࡍ模⣴ࢆための協力ࡿࡍ๰タࢆムࢬࢽ࢝

  ࠋࡿい࡚ࡋ࡟ᐦࢆ⤡

  

－ 9 －



－ 10 －

 

 
 

1-6. 生計ྥୖ及び㈋ᅔ⦆࿴のため連

㑥ࠊ州ࠊ地᪉政ᗓ及び国際的ᯟ⤌ࡽ࠿

のᚲせな技術的㈨㔠的㈨※の動員ࢆ⾜

 ࠋࡿࡍ支᥼ࢆ関ಀ機関ࠊため࠺

⥅続୰ 

DOAࡸ SPsな࡝の関連機関ࠊࡣプロジェクトࢆ㏻ࡋ

⾜ࢆ技術支᥼࡚ࡋ対࡟Tudan 村のఫẸグࣝープࠊ࡚

ࡣプロジェクトࠋたࡁ࡚ࡗ Tudan 村ࡿࡅ࠾࡟

ITBC/UMS の生計ྥୖの調査プロジェクト࡟協力ࡋ

ᢎㄆ࡚ࡗࡼ࡟連㑥政ᗓࡣのプロジェクトࡇࠋたࡁ࡚

 ࠋࡿい࡚ࢀࡉ

1-7. 地᪉政ᗓࠊNGOࠊ関連機関࡜協調

ࠊ⏝持続ྍ⬟なᅵ地฼ࠊ農業のྥୖࠊࡋ

ಶே事業のᕷሙ参ධࠊムࢬーリࢶコ࢚

た保全のࡋ࡜ᇶᮏࢆඹྠయࠊ࡚ࡌ㏻ࢆ

ための生計ྥୖࢆᐇ㦂的ࠋ࠺⾜࡟ 

⥅続୰ 

プロジェクトࡣ Tudan 村࡜ Sintuong-Tuong/Kiporing

村࠾࡟い࡚ࠊ関ಀ機関࡜協調ࠊࡋ参加型農村調査

（PRA）࡜᱓᱂ᇵの࠺ࡼなコ࣋ࢆ࢕ࢸࢽ࣑ࣗースࡋ࡜

た保全のための生計ྥୖ活動ࢆᐇ㦂的ࡁ࡚ࡗ⾜࡟

たࠋ 

1-8. 大規模開発プロジェクト࡚ࡗࡼ࡟

ᘬࡁ㉳ࡿࢀࡉࡇ㈇の環境ᙳ㡪ࢆ⦆࿴ࡍ

関連法௧のᇳ࠺⾜ࡀ関ಀ機関ࠊためࡿ

 ࠋࡿࡍ支᥼ࢆ⾜

⥅続୰ 

プロジェクトࡣ C/P 機関ࡀプロジェクトのサイト࡟

たࡶࡀクトࣃ生物多様性保全への㈇のインࠊい࡚࠾

  ࠋたࡁ࡚ࡋ支᥼ࢆのࡿࡍターࢽࣔ࡟࠺ࡼないࡏࡽ

1-9. 地ᇦఫẸࠊ地᪉政ᗓ機関ࠊNGOࠊ

関ಀ機関ࢆ対㇟࡟ CEPA 研修ࡿࡍ関࡟

 ࠋࡿࡍᐇ᪋ࢆ

ᐇ᪋῭ࡳ 

プロジェクトࡣサバ州࡛国ู研修（CEPAࡴྵࢆ）ࢆ

࡜関ಀ機関ࠊࡣプロジェクトࠊたࡲࠋたࡗ⾜ CEPA ࢟

ット研修ࢆඹྠᐇ᪋ࡋたࠋ 

1-10. 環境教育政策（SEEP）のࣔࢽタ

リングࢆ支᥼ࠋࡿࡍ 

ᐇ᪋῭ࡳ 

EPDࡣコンサࣝタントࢆ㓄⨨ࠊࡋSEEPࢽࣔࢆターࡋ

ࢀࡉᥦฟࡀたᥦゝࡋసᡂࡀコンサࣝタントࠊࡾ࠾࡚

たࠋ  

1-11. 保全ࠊ࡜環境◚ቯ࡟⤖び࠿ࡘない

⤒῭活動のための河川管理࡟関ࡿࡍ規

ᐃᯟ⤌のᨵゞ及び法ᇳ⾜࡟関࡚ࡋᥦゝ

 ࠋ࠺⾜ࢆ

ᐇ᪋῭ࡳ 

調査ሗ࿌書ࠕEconomics of River Basin Management 

toward Sustainable Development for Biodiversity and 

Ecosystems Conservation in Sabahࠖ࡟ᇶ࡙ࠊࡁᑗ᮶の

規ᐃᯟ⤌࡟ࡳ関ࡿࡍᥦゝࡗ⾜ࢆたࠋලయ౛ࠊ࡚ࡋ࡜

Ỉ౑⏝ࡿ࠿࠿࡟保全㈝⏝のᑟධࡀᣲࠋࡿࢀࡽࡆ 

  

－ 10 －



－ 11 －

 

 
 

1-6. 生計ྥୖ及び㈋ᅔ⦆࿴のため連

㑥ࠊ州ࠊ地᪉政ᗓ及び国際的ᯟ⤌ࡽ࠿

のᚲせな技術的㈨㔠的㈨※の動員ࢆ⾜

 ࠋࡿࡍ支᥼ࢆ関ಀ機関ࠊため࠺

⥅続୰ 

DOAࡸ SPsな࡝の関連機関ࠊࡣプロジェクトࢆ㏻ࡋ

⾜ࢆ技術支᥼࡚ࡋ対࡟Tudan 村のఫẸグࣝープࠊ࡚

ࡣプロジェクトࠋたࡁ࡚ࡗ Tudan 村ࡿࡅ࠾࡟

ITBC/UMS の生計ྥୖの調査プロジェクト࡟協力ࡋ

ᢎㄆ࡚ࡗࡼ࡟連㑥政ᗓࡣのプロジェクトࡇࠋたࡁ࡚

 ࠋࡿい࡚ࢀࡉ

1-7. 地᪉政ᗓࠊNGOࠊ関連機関࡜協調

ࠊ⏝持続ྍ⬟なᅵ地฼ࠊ農業のྥୖࠊࡋ

ಶே事業のᕷሙ参ධࠊムࢬーリࢶコ࢚

た保全のࡋ࡜ᇶᮏࢆඹྠయࠊ࡚ࡌ㏻ࢆ

ための生計ྥୖࢆᐇ㦂的ࠋ࠺⾜࡟ 

⥅続୰ 

プロジェクトࡣ Tudan 村࡜ Sintuong-Tuong/Kiporing

村࠾࡟い࡚ࠊ関ಀ機関࡜協調ࠊࡋ参加型農村調査

（PRA）࡜᱓᱂ᇵの࠺ࡼなコ࣋ࢆ࢕ࢸࢽ࣑ࣗースࡋ࡜

た保全のための生計ྥୖ活動ࢆᐇ㦂的ࡁ࡚ࡗ⾜࡟

たࠋ 

1-8. 大規模開発プロジェクト࡚ࡗࡼ࡟

ᘬࡁ㉳ࡿࢀࡉࡇ㈇の環境ᙳ㡪ࢆ⦆࿴ࡍ

関連法௧のᇳ࠺⾜ࡀ関ಀ機関ࠊためࡿ

 ࠋࡿࡍ支᥼ࢆ⾜

⥅続୰ 

プロジェクトࡣ C/P 機関ࡀプロジェクトのサイト࡟

たࡶࡀクトࣃ生物多様性保全への㈇のインࠊい࡚࠾

  ࠋたࡁ࡚ࡋ支᥼ࢆのࡿࡍターࢽࣔ࡟࠺ࡼないࡏࡽ

1-9. 地ᇦఫẸࠊ地᪉政ᗓ機関ࠊNGOࠊ

関ಀ機関ࢆ対㇟࡟ CEPA 研修ࡿࡍ関࡟

 ࠋࡿࡍᐇ᪋ࢆ

ᐇ᪋῭ࡳ 

プロジェクトࡣサバ州࡛国ู研修（CEPAࡴྵࢆ）ࢆ

࡜関ಀ機関ࠊࡣプロジェクトࠊたࡲࠋたࡗ⾜ CEPA ࢟

ット研修ࢆඹྠᐇ᪋ࡋたࠋ 

1-10. 環境教育政策（SEEP）のࣔࢽタ

リングࢆ支᥼ࠋࡿࡍ 

ᐇ᪋῭ࡳ 

EPDࡣコンサࣝタントࢆ㓄⨨ࠊࡋSEEPࢽࣔࢆターࡋ

ࢀࡉᥦฟࡀたᥦゝࡋసᡂࡀコンサࣝタントࠊࡾ࠾࡚

たࠋ  

1-11. 保全ࠊ࡜環境◚ቯ࡟⤖び࠿ࡘない

⤒῭活動のための河川管理࡟関ࡿࡍ規

ᐃᯟ⤌のᨵゞ及び法ᇳ⾜࡟関࡚ࡋᥦゝ

 ࠋ࠺⾜ࢆ

ᐇ᪋῭ࡳ 

調査ሗ࿌書ࠕEconomics of River Basin Management 

toward Sustainable Development for Biodiversity and 

Ecosystems Conservation in Sabahࠖ࡟ᇶ࡙ࠊࡁᑗ᮶の

規ᐃᯟ⤌࡟ࡳ関ࡿࡍᥦゝࡗ⾜ࢆたࠋලయ౛ࠊ࡚ࡋ࡜

Ỉ౑⏝ࡿ࠿࠿࡟保全㈝⏝のᑟධࡀᣲࠋࡿࢀࡽࡆ 

  

 

 
 

(2) ᡂᯝ 2の活動 

ᡂᯝ  ࠋたࡋ示࡟⾲ୗࢆための活動のᐇ᪋≧ἣࡿࡍฟ⏘ࢆ2

ᡂᯝ 2: 生物多様性・生態系保全࡟関ࡿࡍサバ州の⤒㦂ࡀ国ෆ的・国際的࡟ඹ᭷ࠋࡿࢀࡉ 

活動  ᐇ᪋≧ἣ 

2-1. サバ州の⤒㦂ࢆᐃ╔ࡿࡏࡉため文

書・文⊩のᙧ࡜ࡲ࡟めࠊᚲせ࡛ࡤࢀ࠶㏣

加の調査ࢆᐇ᪋ࠋࡿࡍ 

 ᏶஢࡝ࢇ࡜࡯

プロジェクト࡛ࡲࢀࡇࠊࡣ 14⦅の文⊩/㈨ᩱ࡜ࡲࢆめ

࡟࡛ࡲプロジェクト⤊஢ࠊࡾ࠾ 4 ⦅の文⊩/㈨ᩱྲྀࢆ

 ࠋࡿい࡚ࡗな࡜࡜ࡇࡿめ࡜ࡲࡾ

2-2. 生物多様性（保全）のためのྍ⬟な

㈨㔠調㐩の௙⤌࡟ࡳ関ࡿࡍ調査࠺⾜ࢆ

（༶ࠊࡕPESࠊbiodiversity accountingࠊ

rationalization of incentives ࠊ taxes for 

sustainable developmentࠊREDD+ࠊCSR and 

strengthening of the Biodiversity Centre 

Fundなࠋ（࡝ 

ᐇ᪋῭ࡳ 

プロジェクトࡣコスタリ࡟࢝ PES のスタデࢶ࢕アー

 Study on Economics of River Basinࠕࠊたࡲࠋたࡗ⾜ࢆ

Management for Sustainable Development on 

Biodiversity and Ecosystems Conservation in Sabah のࠖ調

査ሗ࿌書ࢆసᡂࡋたࠋPES ࡟ᚑ事࡚ࡋいࡿ 4 ྡの⫋

員ࡀ᪥ᮏ࡛の研修ࠕTraining for Realizing a Society in 

Harmony with Natureࠖ࡟参加ࡋたࠋ  

2-3. TCTP の௻画ࠊᐇ᪋ࢽࣔࠊターࠊホ

౯࢛ࣇࠊローアップࠋ࠺⾜ࢆ 

ᐇ᪋῭ࡳ 

プロジェクトࡣ関連機関࡜協ാࠊ࡚ࡋ第三国研修ࢆ

௻画ࠊᐇ᪋ࠊホ౯ࣔࠊࡋジࣗーࣝ（研修計画）ࢆ開

発ࡋた࢛ࣇࠋローアップ調査ࢆ 2013 ᖺ 10 ᭶࢞࢘࡟

ン࡜ࢲタンザࢽア2014ࠊᖺ࡟スリラン2015ࠊ࢝ᖺ࡟

 ࠋたࡋジア࡛ᐇ᪋࣎ン࢝࡜ムࢼト࣋

2-4. ᚲせࡤࢀ࠶ࡀ連㑥政ᗓ࡜協調ࠊࡋサ

バ州の⤒㦂࡟関ࡿࡍ▱ぢඹ᭷ࢆᅗࡿため

国ෆࡲたࡣ国際会議ࠊシン࣏ジ࢘ムࠊセ

ࡽࢀࡇࡣࡃࡋࡶࠊ研修➼の開ദࠊーࢼ࣑

への参加ࠋ࠺⾜ࢆ 

⥅続୰ 

プロジェクトࡣ 2015ᖺ 12᭶࡟ CRBRセࢼ࣑ーࢆ開

ദࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍSabah Wetlands Conservation Society

ム（ISCMW）（2014࢘ジ࣏国際‵地シン࡜ ᖺ 10 ᭶

࡜ 2016ᖺ 9᭶）ࢆඹྠ開ദࡋたࡲࠋたࠊプロジェク

トࠊࡣ国際会ྜ/シン࣏ジ࢘ム/セࢼ࣑ー➼࡟ 16 ᅇ௨

ୖ参加ࡋたࠋプロジェクトࡣ NRO SATOYAMA ࡀ

イࢽシアࣈ࢕ࢸ国際ࣃートࢼーシップ（IPSI）アジア

地ᇦ࣡ークシࣙップࢆ 2017ᖺ 4᭶࡟開ദࡿࡍのࢆ支

᥼ࠋࡿࡍ 

2-5. 全国レࣝ࣋の政策策ᐃプロセス࡟

サバ州の⤒㦂ࢆඹ᭷ࠋࡿࡍ 

⥅続୰ 

NRO࣡ࡣークシࣙップ（関ಀ⪅会ྜ࡜戦略᱌会ྜ）

ࢆ 2ᅇ開ദ2014 ࠊࡋᖺ 12᭶ 12᪥࡟クアラࣝンプー

࡛ࣝ開ദࢀࡉた MY BioD セࢼ࣑ー（୺題㸸 
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成ᯝ３－３

ྛᡂᯝの㐩ᡂᗘࢀࡒࢀࡑࠊࡣのᡂᯝ࡟タᐃࢀࡉた指ᶆの㐩ᡂ≧ἣ࡚ࡗࡼ࡟ ᐃࠋࡿࢀࡉ

ᡂᯝ 1の大㒊ศの指ᶆࡣ㐩ᡂࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉ指ᶆの㐩ᡂᗘの査ᐃࠊࡣ౛ࠊࡤ࠼指ᶆ ࡣ1-1-1࡛

プロジェクトࡿࢀࢃ⾜࡚ࡗࡼ࡟ணᐃ࡛ࠋࡿ࠶ᡂᯝ 2の指ᶆ࡚࡭ࡍࡣ㐩ᡂ࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

ᡂᯝ ᡂᯝ࡜1 2の㐩ᡂ≧ἣࢆୗグ࡟示ࡋたࠋ 

ᡂᯝ 1: サバ州ࡿࡅ࠾࡟生物多様性・生態系保全の管理シスࢸムࡀᙉ化ࠋࡿࢀࡉ 

指ᶆ 㐩ᡂ≧ἣ 

1-1. CRBRの管理計画及びᖺḟ事業計画

プロジェク）ࠊࢀࡉᢎㄆ࡟州政ᗓࡀ

トの）ࣃイロット（サイトࡿࡅ࠾࡟）

活動及びCEPA活動のᢞධࡀなࢀࡉ

 ࠋࡿ

イロット・サイトの⿻┈ఫẸࣃ .1-1-1
プロジࡴྵࢆ௦᭰生計活動ࠊࡀ

ェクトࡿࡼ࡟ேᮦ育ᡂ活動࡟‶

㊊ࠋࡿࡍ 

1-1-2. CRBR ࡿࡅ࠾࡟ CEPA ット研࢟

修の対㇟⪅のࠊ保全࡟対ࡿࡍព

㆑ࠋࡿࡍୖྥࡀ 

㐩ᡂணᐃ 

CRBR管理計画及びᖺḟ事業計画の技術会ྜࡣ

2015 ᖺ௨㝆ࠊ開ദࡽࢀࡇࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉの計画ࡣ

2016ᖺ 11᭶᭱࡟⤊化ࢀࡉたࠋ௒ᚋࠊSabah Water 

Resource Council࡟ᥦฟࠊࢀࡉプロジェクト⤊஢ࡲ

ணᐃࡿࢀࡉい࡚ᢎㄆ࠾࡟サバ州政ᗓの㛶議࡟࡛

 ࠋࡿ࠶࡛

指ᶆ 1-1-1 イロット・サイトのࣃࠊࡣ࡚ࡋ関࡟

⿻┈ఫẸの‶㊊ᗘࡣ査ᐃࡿࢀࡉணᐃ࡛ࠋࡿ࠶ 

指ᶆ EPAの業務指示書（TOR）ࠊࡣ࡚ࡋ関࡟1-1-2

研修の参加⪅への㉁ၥ⚊調査ࠊࡤࢀࡼ࡟大多ᩘの

参加⪅ࡀ᪂▱㆑ࢆ⩦ᚓࠊࡋ環境ព㆑ࡋୖྥࡀたࠋ 

1-2. LKSWࡿࡅ࠾࡟ CEPA࢟ット研修の

対㇟⪅のࠊ保全࡟対ࡿࡍព㆑ࡍୖྥࡀ

 ࠋࡿ

㐩ᡂ῭ࡳ 

CEPA ࡟ット研修への参加⪅への㉁ၥ⚊調査࢟

ព㆑のྥࡿࡍ対࡟環境࡟⪅大多ᩘの参加ࠊࡤࢀࡼ

 ࠋࡿい࡚ࢀࡉㄆ☜ࡀ࡜ࡇたࡗ࠶ࡀ動ኚᐜ⾜࡜ୖ

1-3. ⿻┈グࣝープの生物多様性・生態系

保全࡟関ࡿࡍ▱㆑ࡀ㧗ࠋࡿࡲ 

㐩ᡂ῭ࡳ 

プロジェクト活動ࢆ㏻ࠊ࡚ࡌターࢤットグࣝー

プの▱㆑ࡋୖྥࡀたࡀ࡜ࡇ☜ㄆ࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

1-4. SBSࣔࢽタリングシスࢸムࡀᵓ⠏ࡉ

 ࠋࡿࢀ

㐩ᡂ῭ࡳ 

ᨵᐃ SBSࣔࢽタリングシスࢸムࡀసᡂࠊࢀࡉ公

ᘧ࡟ 2016ᖺ 10᭶ 11᪥ࡽ࠿ጞ動ࡋたࠋ 

Mainstreaming biodiversity: Challenges and 

Opportunities）࠾࡟い࡚ SBSのᴫ略ࢆ発⾲ࡋたࠋ 

2-6. ✚ᴟ的なᗈሗࠊሗ㐨戦略࡟関࡚ࡋ関

ಀ機関ࢆ支᥼ࠋࡿࡍ 

ᐇ᪋῭ࡳ 

プロジェクトࡣ EPD ࡀ環境教育プログラム⏝のビ

デࠕ࢜Environmental Education in Sabah ࠖࢆసᡂࠊࡋ

サバのイࢽシアࢆࣈ࢕ࢸ⤂௓ࡿࡍのࢆ支᥼ࡋたࠋ 
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成ᯝ３－３

ྛᡂᯝの㐩ᡂᗘࢀࡒࢀࡑࠊࡣのᡂᯝ࡟タᐃࢀࡉた指ᶆの㐩ᡂ≧ἣ࡚ࡗࡼ࡟ ᐃࠋࡿࢀࡉ

ᡂᯝ 1の大㒊ศの指ᶆࡣ㐩ᡂࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉ指ᶆの㐩ᡂᗘの査ᐃࠊࡣ౛ࠊࡤ࠼指ᶆ ࡣ1-1-1࡛

プロジェクトࡿࢀࢃ⾜࡚ࡗࡼ࡟ணᐃ࡛ࠋࡿ࠶ᡂᯝ 2の指ᶆ࡚࡭ࡍࡣ㐩ᡂ࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

ᡂᯝ ᡂᯝ࡜1 2の㐩ᡂ≧ἣࢆୗグ࡟示ࡋたࠋ 

ᡂᯝ 1: サバ州ࡿࡅ࠾࡟生物多様性・生態系保全の管理シスࢸムࡀᙉ化ࠋࡿࢀࡉ 

指ᶆ 㐩ᡂ≧ἣ 

1-1. CRBRの管理計画及びᖺḟ事業計画

プロジェク）ࠊࢀࡉᢎㄆ࡟州政ᗓࡀ

トの）ࣃイロット（サイトࡿࡅ࠾࡟）

活動及びCEPA活動のᢞධࡀなࢀࡉ

 ࠋࡿ

イロット・サイトの⿻┈ఫẸࣃ .1-1-1

プロジࡴྵࢆ௦᭰生計活動ࠊࡀ

ェクトࡿࡼ࡟ேᮦ育ᡂ活動࡟‶

㊊ࠋࡿࡍ 

1-1-2. CRBR ࡿࡅ࠾࡟ CEPA ット研࢟

修の対㇟⪅のࠊ保全࡟対ࡿࡍព

㆑ࠋࡿࡍୖྥࡀ 

㐩ᡂணᐃ 

CRBR管理計画及びᖺḟ事業計画の技術会ྜࡣ

2015 ᖺ௨㝆ࠊ開ദࡽࢀࡇࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉの計画ࡣ

2016ᖺ 11᭶᭱࡟⤊化ࢀࡉたࠋ௒ᚋࠊSabah Water 

Resource Council࡟ᥦฟࠊࢀࡉプロジェクト⤊஢ࡲ

ணᐃࡿࢀࡉい࡚ᢎㄆ࠾࡟サバ州政ᗓの㛶議࡟࡛

 ࠋࡿ࠶࡛

指ᶆ 1-1-1 イロット・サイトのࣃࠊࡣ࡚ࡋ関࡟

⿻┈ఫẸの‶㊊ᗘࡣ査ᐃࡿࢀࡉணᐃ࡛ࠋࡿ࠶ 

指ᶆ EPAの業務指示書（TOR）ࠊࡣ࡚ࡋ関࡟1-1-2

研修の参加⪅への㉁ၥ⚊調査ࠊࡤࢀࡼ࡟大多ᩘの

参加⪅ࡀ᪂▱㆑ࢆ⩦ᚓࠊࡋ環境ព㆑ࡋୖྥࡀたࠋ 

1-2. LKSWࡿࡅ࠾࡟ CEPA࢟ット研修の

対㇟⪅のࠊ保全࡟対ࡿࡍព㆑ࡍୖྥࡀ

 ࠋࡿ

㐩ᡂ῭ࡳ 

CEPA ࡟ット研修への参加⪅への㉁ၥ⚊調査࢟

ព㆑のྥࡿࡍ対࡟環境࡟⪅大多ᩘの参加ࠊࡤࢀࡼ

 ࠋࡿい࡚ࢀࡉㄆ☜ࡀ࡜ࡇたࡗ࠶ࡀ動ኚᐜ⾜࡜ୖ

1-3. ⿻┈グࣝープの生物多様性・生態系

保全࡟関ࡿࡍ▱㆑ࡀ㧗ࠋࡿࡲ 

㐩ᡂ῭ࡳ 

プロジェクト活動ࢆ㏻ࠊ࡚ࡌターࢤットグࣝー

プの▱㆑ࡋୖྥࡀたࡀ࡜ࡇ☜ㄆ࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

1-4. SBSࣔࢽタリングシスࢸムࡀᵓ⠏ࡉ

 ࠋࡿࢀ

㐩ᡂ῭ࡳ 

ᨵᐃ SBSࣔࢽタリングシスࢸムࡀసᡂࠊࢀࡉ公

ᘧ࡟ 2016ᖺ 10᭶ 11᪥ࡽ࠿ጞ動ࡋたࠋ 

Mainstreaming biodiversity: Challenges and 

Opportunities）࠾࡟い࡚ SBSのᴫ略ࢆ発⾲ࡋたࠋ 

2-6. ✚ᴟ的なᗈሗࠊሗ㐨戦略࡟関࡚ࡋ関

ಀ機関ࢆ支᥼ࠋࡿࡍ 

ᐇ᪋῭ࡳ 

プロジェクトࡣ EPD ࡀ環境教育プログラム⏝のビ

デࠕ࢜Environmental Education in Sabah ࠖࢆసᡂࠊࡋ

サバのイࢽシアࢆࣈ࢕ࢸ⤂௓ࡿࡍのࢆ支᥼ࡋたࠋ 

 

 
 

 

ᡂᯝ 2: 生物多様性・生態系保全࡟関ࡿࡍサバ州の⤒㦂ࡀ国ෆ的・国際的࡟ඹ᭷ࠋࡿࢀࡉ 

指ᶆ 㐩ᡂ≧ἣ 

2-1. サバ州の⤒㦂࡟関ࡿࡍ文書

ࡶ࡜ࡃᑡなࡀ 5⦅సᡂࠋࡿࢀࡉ 

㐩ᡂ῭ࡳ 

2013ᖺのアジア公園会議（᪥ᮏ）ࡸ 2014ᖺのୡ⏺公園

会議（࢜ーストラリア）ࡿࡅ࠾࡟コ࢕ࢸࢽ࣑ࣗ฼⏝ࢰー

ン（CUZ）のᑟධなࡴྵࢆ࡝ 5 ⦅௨ୖの文書ࢆサバ州の

⤒㦂࡟ᇶ࡙ࡁసᡂࡋたࠋ 

2-2. ᑡなࡶ࡜ࡃ஧ࡘの国ෆ㸭国

際セࢼ࣑ー࣡ࠊ ークシࣙップࠊ会

議ࢆ開ദࠋࡿࡍ 

㐩ᡂ῭ࡳ 

Sabah Wetlands Conservation Society࡜ 2014ᖺ࡜ 2016ᖺ

࡟ ISCMW CRBRࠊࡋඹྠ開ദࢆ の国ෆセࢼ࣑ーࢆ 2015

ᖺ 12᭶࡟開ദࡋたࠋ 

ᑡࡀート機関ࣃンター࢘࢝ .2-3

なࡶ࡜ࡃ ࠊー࣡ࢼ࣑の国際セࡘ2

ークシࣙップࠊ会議࡟参加ࠋࡿࡍ 

㐩ᡂ῭ࡳ 

C/P機関ࡣ 2013ᖺの᪥ᮏ࡛開ദࢀࡉたアジア公園会議

た第୍ᅇアジア生物文化多様ࢀࡉ᪥ᮏ࡛開ദ࡟2016ᖺࡸ

性国際会議な࡝の஧ࡘ௨ୖの国際セࢼ࣑ー࣡ࠊークシࣙ

ップࠊ会議࡟参加ࡋたࠋ 

2-4. ᑡなࡶ࡜ࡃ ࡽ࠿ᾏእࡀ50ྡ

TCTP࡟参加ࠋࡿࡍ 

㐩ᡂ῭ࡳ 

第三国研修ྜ࡟計 ࡟た（2013ᖺࡋ参加ࡀ70ྡ ࠊ13ྡ

2014ᖺ࡟ ࡟2015ᖺࠊ20ྡ ࡟2016ᖺࠊ17ྡ  ࠋ（20ྡ

2-5. ᑡなࡶ࡜ࡃ 90%の参加⪅ࡀ

TCTP࡟関࡚ࡋ‶㊊ࢆ⾲᫂ࠋࡿࡍ 

㐩ᡂ῭ࡳ 

㉁ၥ⚊調査の⤖ᯝࠊࡤࢀࡼ࡟第三国研修参加⪅の 92㹼

2016ࠋたࡋ⟆ᅇ࡜㊊‶ࡀ95% ᖺの‶㊊ᗘࡣプロジェクト

 ࠋࡿ࠶調査ணᐃ࡛࡚ࡗࡼ࡟

2-6. 国ෆእのネット࣡ークࢆ㏻

生物多様性・生態系保全のた࡚ࡌ

め▱㆑ࡀඹ᭷ࠋࡿࢀࡉ 

㐩ᡂ῭ࡳ 

NROࡣマレーシア࡛᭱ึの IPSIの公ᘧ会員࡜なࡗたࠋ

IPSIのアジア地ᇦ会ྜࡀ 2017ᖺ 4᭶࡟開ദணᐃ࡛ࠋࡿ࠶

‵マレーシア国ᐙ࡟ ኳ↛㈨※環境┬（MoNRE）ࠊたࡲ

地員会ࡀタ⨨ࢀࡉたࠋ 

2-7. 2014ᖺ࡟సᡂࡿࢀࡉマレー

シアの National Biodiversity 

Strategy࡟SBSのᴫᛕࡾ┒ࡀ㎸ࡲ

 ࠋࡿࢀ

㐩ᡂ῭ࡳ 

2014ᖺ࡟策ᐃࢀࡉた SBSのᴫᛕࠕࡀマレーシア生物多

様性国ᐙ戦略 ࠊࡤ࠼౛ࠋࡿい࡚ࢀࡉ཯ᫎ࡟（2016-2025ࠖ）

保ㆤ༊のᐁሗᥖ㍕のための法ไ化計画ࠕࡸタ࢞ーࣝ （ࠖ生

物多様性ࢆ保全ࡋなࡽࡀ持続的࡟౑⏝ࡿࡍఏ⤫的ไᗘ）

のᑟධなࡀ࡝ゝ及࡚ࢀࡉいࠋࡿ 
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プロジェクト┠ᶆ３－㸲

プロジェクト┠ᶆの㐩ᡂᗘࠊࡣタᐃࢀࡉたᅄࡘの指ᶆの㐩ᡂᗘ࡚ࡗࡼ࡟ ᐃࠋࡿࢀࡉ指

ᶆ 指ᶆࠊ1 3及び指ᶆ 指ᶆࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉ㐩ᡂࡣ4 プロジェクࠋࡿࢀࡉ௒ᚋ㐩ᡂࡣい࡚ࡘ࡟2

ト┠ᶆの㐩ᡂ≧ἣࢆୗ⾲࡟示ࡋたࠋ 

プロジェクト┠ᶆ㸸国ෆ的・国際的ㄆ▱の࡟࡜ࡶサバ州ࡿࡅ࠾࡟持続ྍ⬟な開発のための生物

多様性・生態系保全ࡀ᥎㐍ࠋࡿࢀࡉ 

指ᶆ 㐩ᡂᗘ  

1. プロジェクト活動ࡀSBSのᐇ᪋࡟

㈉⊩ࠋࡿࡍ 

㐩ᡂ῭ࡳ 

∧ᨵᐃࡴྵࢆムࢸタリングシスࢽࣔ SBS ࡣプロジ

ェクトの支᥼ࡾࡼ࡟సᡂࢀࡉたࡲࠋたࠊプロジェクト

ຠᯝ的な協࡜࢕ࢸࢽ࣑ࣗ地コ⌧ࡿࡍ㞄᥋࡟保ㆤ༊ࠊࡣ

力活動ࢆヨ㦂的࡟ᐇ᪋࡛࡜ࡇࡿࡍ SBS のᐇ᪋࡟㈉⊩

 ࠋࡿい࡚ࡋ

2. SBSの㐍ᤖ≧ἣࡀᐃᘧ化ࢀࡉたᡭ

法࡛ࣔࢽターࠊࢀࡉBiodiversity 

Council及びChief Minister࡟ሗ࿌ࢀࡉ

 ࠋࡿ

㐩ᡂணᐃ 

௒ࠊの࡛ࡿい࡚ࢀࡉ開発ࡣムࢸタリングシスࢽࣔ

ᚋࠊSBSの㐍ᤖ≧ἣࢽࣔࡣターࢽࣔࠊࢀࡉタリング⤖

ᯝࠊࡣ㐺ᐅࠊሗ࿌ࡿࢀࡉணᐃ࡛ࠋࡿ࠶ 

3. 生物多様性・生態系保全࡟関ࡿࡍサ

バ州の▱ぢࡀ国ෆ的・国際的࡟Ⰻい事

౛࡚ࡋ࡜参↷ࠋࡿࢀࡉ 

㐩ᡂ῭ࡳ 

マレーシア国ᐙ生物多様性政策ࠕ ࡣ（2016-2025ࠖ）

SBSࢆ保ㆤ༊指ᐃࡿ࠿࠿࡟法ไ化計画࡚ࡋ࡜ゝ及࡚ࡋ

いࡲࠋࡿたࠕࠊタ࢞ーࣝࠖࡣ生物多様性ࢆ保全ࡋなࡀ

ࠋࡿい࡚ࡋゝ及࡚ࡋ࡜ఏ⤫的ไᗘࡿࡍ⏝౑࡟持続的ࡽ

୍᪉ࠊサバ州政ᗓࡣ IPSIのアジア地ᇦ会ྜࢆ 2017ᖺ

4᭶࡟開ദࠊࡋサバ州の⤒㦂࡜▱㆑ࢆඹ᭷ࡿࡍணᐃ࡛

 ࠋࡿ࠶

4. 生物多様性保全࡟関ࡿࡍ国際的な

ᯟ⤌ࡳのୗ࡛ࠊ᪂規サイトࡀᑡな࡜ࡃ

ࡶ ᪤ᏑサࡣࡃࡋࡶࠊࡿࢀࡉᡤⓏ録࢝1

イトࡀᣑᙇࠋࡿࢀࡉ 

㐩ᡂ῭ࡳ 

CRBRࡣ 2014ᖺ 6᭶࡟ UNESCO のMAB計画の୍

国際調ᩚ委員会࡟生物ᅪ保Ꮡ地ᇦ（BR）ࡿ࠶࡛ࡘ

（ICC）࡚ࡗࡼ࡟ㄆᐃࠊࢀࡉコタࢼ࢟バࣝ‵地ࡣラム

サーࣝ᮲⣙‵地へのⓏ録ࢆᚅ࡚ࡗいࠋࡿ 
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プロジェクト┠ᶆ３－㸲

プロジェクト┠ᶆの㐩ᡂᗘࠊࡣタᐃࢀࡉたᅄࡘの指ᶆの㐩ᡂᗘ࡚ࡗࡼ࡟ ᐃࠋࡿࢀࡉ指

ᶆ 指ᶆࠊ1 3及び指ᶆ 指ᶆࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉ㐩ᡂࡣ4 プロジェクࠋࡿࢀࡉ௒ᚋ㐩ᡂࡣい࡚ࡘ࡟2

ト┠ᶆの㐩ᡂ≧ἣࢆୗ⾲࡟示ࡋたࠋ 

プロジェクト┠ᶆ㸸国ෆ的・国際的ㄆ▱の࡟࡜ࡶサバ州ࡿࡅ࠾࡟持続ྍ⬟な開発のための生物

多様性・生態系保全ࡀ᥎㐍ࠋࡿࢀࡉ 

指ᶆ 㐩ᡂᗘ  

1. プロジェクト活動ࡀSBSのᐇ᪋࡟

㈉⊩ࠋࡿࡍ 

㐩ᡂ῭ࡳ 

∧ᨵᐃࡴྵࢆムࢸタリングシスࢽࣔ SBS ࡣプロジ

ェクトの支᥼ࡾࡼ࡟సᡂࢀࡉたࡲࠋたࠊプロジェクト

ຠᯝ的な協࡜࢕ࢸࢽ࣑ࣗ地コ⌧ࡿࡍ㞄᥋࡟保ㆤ༊ࠊࡣ

力活動ࢆヨ㦂的࡟ᐇ᪋࡛࡜ࡇࡿࡍ SBS のᐇ᪋࡟㈉⊩

 ࠋࡿい࡚ࡋ

2. SBSの㐍ᤖ≧ἣࡀᐃᘧ化ࢀࡉたᡭ

法࡛ࣔࢽターࠊࢀࡉBiodiversity 

Council及びChief Minister࡟ሗ࿌ࢀࡉ

 ࠋࡿ

㐩ᡂணᐃ 

௒ࠊの࡛ࡿい࡚ࢀࡉ開発ࡣムࢸタリングシスࢽࣔ

ᚋࠊSBSの㐍ᤖ≧ἣࢽࣔࡣターࢽࣔࠊࢀࡉタリング⤖

ᯝࠊࡣ㐺ᐅࠊሗ࿌ࡿࢀࡉணᐃ࡛ࠋࡿ࠶ 

3. 生物多様性・生態系保全࡟関ࡿࡍサ

バ州の▱ぢࡀ国ෆ的・国際的࡟Ⰻい事

౛࡚ࡋ࡜参↷ࠋࡿࢀࡉ 

㐩ᡂ῭ࡳ 

マレーシア国ᐙ生物多様性政策ࠕ ࡣ（2016-2025ࠖ）

SBSࢆ保ㆤ༊指ᐃࡿ࠿࠿࡟法ไ化計画࡚ࡋ࡜ゝ及࡚ࡋ

いࡲࠋࡿたࠕࠊタ࢞ーࣝࠖࡣ生物多様性ࢆ保全ࡋなࡀ

ࠋࡿい࡚ࡋゝ及࡚ࡋ࡜ఏ⤫的ไᗘࡿࡍ⏝౑࡟持続的ࡽ

୍᪉ࠊサバ州政ᗓࡣ IPSIのアジア地ᇦ会ྜࢆ 2017ᖺ

4᭶࡟開ദࠊࡋサバ州の⤒㦂࡜▱㆑ࢆඹ᭷ࡿࡍணᐃ࡛

 ࠋࡿ࠶

4. 生物多様性保全࡟関ࡿࡍ国際的な

ᯟ⤌ࡳのୗ࡛ࠊ᪂規サイトࡀᑡな࡜ࡃ

ࡶ ᪤ᏑサࡣࡃࡋࡶࠊࡿࢀࡉᡤⓏ録࢝1

イトࡀᣑᙇࠋࡿࢀࡉ 

㐩ᡂ῭ࡳ 

CRBRࡣ 2014ᖺ 6᭶࡟ UNESCO のMAB計画の୍

国際調ᩚ委員会࡟生物ᅪ保Ꮡ地ᇦ（BR）ࡿ࠶࡛ࡘ

（ICC）࡚ࡗࡼ࡟ㄆᐃࠊࢀࡉコタࢼ࢟バࣝ‵地ࡣラム

サーࣝ᮲⣙‵地へのⓏ録ࢆᚅ࡚ࡗいࠋࡿ 

  

 

 
 

ୖ఩┠ᶆ３－５

⌧᫬Ⅼ࡛のୖ఩┠ᶆの㐩ᡂ≧ἣࢆୗ⾲࡟示ࡋたࠋ 

ୖ఩┠ᶆ㸸サバ州ࡀ生物多様性保全࡜持続ྍ⬟な開発のアジアࡿࡅ࠾࡟୰᰾的ᣐⅬ࡚ࡋ࡜国ෆ

的・国際的ࠋࡿࢀࡽ▱࡟ 

指ᶆ 㐩ᡂᗘ 

1.（協力⤊஢ᚋ）5ᖺ௨ෆ࡟ᑡな20ྡࡶ࡜ࡃ

の研✲⪅ࡀ生物多様性及び持続ྍ⬟な開発

の研✲のため࡟サバ州ࢆゼၥࠋࡿࡍ  

指ᶆ 指ᶆࡽ࠿1 プロジェクトࠊࡣ࡚ࡋ関࡟3

⤊஢ᚋ 5ᖺ௨ෆ࡟ᚲせな᝟ሗࢆ཰㞟࡜ࡇࡿࡍ

࡛㐩ᡂᗘࢆ ᐃ࡟࠺ࡼࡿࡍデザイン࡚ࢀࡉい

  ࠋࡿ

 

2.（協力⤊஢ᚋ）5ᖺ௨ෆࠊ࡟ᑡなࡶ࡜ࡃ஬

⬟持続ྍ࡜生物多様性保全ࡀア࢕の࣓デࡘ

な開発のሗ㐨のため࡟サバ州ࢆゼࠋࡿࢀ  

3. （協力⤊஢ᚋ）5 ᖺ௨ෆࠊ࡟ᑡなࡶ࡜ࡃ 5

⦅の生物多様性保全࡜持続ྍ⬟な開発࡟関ࡍ

国際的ࠊࡀㄽ文ࡿಀ࡟⤌ྲྀ・サバ州の⤒㦂ࡿ

なᑓ㛛ㄅ࡟ᥖ㍕ࠋࡿࢀࡉ 

4. マレーシア政ᗓࡀసᡂࡿࡍឡ▱┠ᶆの㐩ᡂ

ࡿ࠼ぢ࡟┠ࡀ⫣サバ州の㈉࡟ሗ࿌書ࡿࡍ関࡟

ᙧ࡛グ㍕ࠋࡿࢀࡉ 

ឡ▱┠ᶆの㐩ᡂ࡟対ࡿࡍサバ州の㈉⊩ࠊࡣ≉

ᶆ┠࡟ ࡉシコ࡛開ദ࣓࢟࡟2016ᖺࠊࡋ関࡟11

生物多様性᮲⣙第ࡿࢀ 13ᅇ⥾⣙国会議

（CBD-COP13）のマレーシア政ᗓのሗ࿌書࡛

ゝ及ࡀ࡜ࡇࡿࢀࡉᮇᚅ࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

 

ᐇ᪋プロ３ࢫࢭ－㸴

 

(1)  プロジェクト管理యไ 

2013ᖺ 6᭶ 14᪥ࢀࡉྡ⨬࡟た R/D࡟ᇶ࡙ࡃプロジェクト運営委員会（Project Steering 

Committee㸸PSC）及びプロジェクト管理委員会（Project Management Committee㸸PMC）

のయไ࡜機⬟ࢆḟ㡫のᅗᩚ࡟理ࡋたࠋ 
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PSC会ྜ2013ࠊ࡛ࡲࢀࡇࡣᖺ 12᭶ 17᪥2014ࠊᖺ 10᭶ 24᪥2015ࠊᖺ 6᭶ 30᪥の 3ᅇ

開ദࢀࡉた（ᖺ࡟ 1ᅇの࣌ース）ࠋPMC会ྜࡣ R/D ࡟グ㍕࡚ࢀࡉい࡟࠺ࡼࡿ ࡟᭶ẖ࢝3

開ദࡁ࡚ࢀࡉたࠋPSC会ྜ及び PMC会ྜ࠾࡟い࡚ࠊプロジェクトの㐍ᤖ࡜ᨵၿࡁ࡭ࡍ課

題ࡀඹ᭷ࢀࡉ ྛ委員会の࣓ンバー࡛議ㄽࢀࡉたࠊ࡟ࡽࡉࠋプロジェクトࠊࡣ᝟ሗඹ᭷の

ためࠊ࡟᭶ 1ᅇࠊ᭶౛活動ሗ࿌書ࢆసᡂࠊࡋ関ಀ機関࡟㓄ᕸ࡚ࡋいࠋࡿ 

 

(2)  プロジェクトᐇ᪋యไ 

ᮏプロジェクトのᐇ᪋機関ࠊࡣ㒆事務ᡤࡴྵࢆサバ州政ᗓ機関及び ITBC/UMS࡛ࠋࡿ࠶

サバ州政ᗓ機関ࡣ࡟ NROࠊSaBCࠊSPsࠊSFDࠊSWDࠊDIDࠊEPDࠊDOAࠊSTBࠊLSDࠊFiA

➼のྛ機関ࠋࡿࢀࡲྵࡀ୰㛫レビࣗー調査࠾࡟い࡚ࠊプロジェクト活動ࡿࡅ࠾࡟ C/P 機

関のᢸᙜࡀ᫂☜化ྜࢀࡉពࢀࡉたࠋプロジェクトの୺せ活動のᢸᙜ C/P 機関ࢆ௨ୗ࡟せ

⣙ࡋたࠋ 

୺せ活動 ୺せᢸᙜ機関 

- SBSのᐇ᪋࡟ಀࡿ国際・国ෆの関ಀ機関の調ᩚ 

- LKSW管理計画及び CRBR 管理計画のᐇ᪋࡟ಀࡿ関ಀ機関の調

ᩚ 

- LKSW 地ᇦのバッ࢓ࣇー・ࢰーンࡿࡅ࠾࡟活動のᐇ᪋・管理ࠊ

関ಀ機関の調ᩚ 

- CRBR地ᇦのバッ࢓ࣇー・ࢰーンࠊトランジシࣙン࢚リアࡅ࠾࡟

 関ಀ機関の調ᩚࠊ活動のᐇ᪋・管理ࡿ

NRO 

- CRBR 地ᇦのコア࢚リアࡿࡅ࠾࡟活動のᐇ᪋・管理（環境教育

活動ࡴྵࢆ） 

SPs 

- LKSW 地ᇦのコア࢚リアࡿࡅ࠾࡟活動のᐇ᪋・管理（環境教育 SFD 

プロジェクトダイレクター プロジェクトマネージャー

(サバ州官房長官) (NRO長官)
副プロジェクトダイレクター 書記 NRO
(サバ大学副学長)
プロジェクトマネージャー

(NRO長官)
メンバー メンバー

連邦政府

サバ州政府

日本側 全ICA専門家
JICAマレーシア事務属

副議長

書記

マレーシア側
マレーシア側

ITBC-UMS、サバ州政府機
関、郡事務属

日本側

チーフアドバイザー及び業務
調整員

プロジェクト運営委員会  (PSC) プロジェクト管理委員会  (PMC)

(プロジェクトの全般的な運営管理と実施に係
る責任）

(プロジェクト活動の進捗モニタリング)

議長 議長

－ 16 －



－ 17 －

 

 
 

 
PSC会ྜ2013ࠊ࡛ࡲࢀࡇࡣᖺ 12᭶ 17᪥2014ࠊᖺ 10᭶ 24᪥2015ࠊᖺ 6᭶ 30᪥の 3ᅇ

開ദࢀࡉた（ᖺ࡟ 1ᅇの࣌ース）ࠋPMC会ྜࡣ R/D ࡟グ㍕࡚ࢀࡉい࡟࠺ࡼࡿ ࡟᭶ẖ࢝3

開ദࡁ࡚ࢀࡉたࠋPSC会ྜ及び PMC会ྜ࠾࡟い࡚ࠊプロジェクトの㐍ᤖ࡜ᨵၿࡁ࡭ࡍ課

題ࡀඹ᭷ࢀࡉ ྛ委員会の࣓ンバー࡛議ㄽࢀࡉたࠊ࡟ࡽࡉࠋプロジェクトࠊࡣ᝟ሗඹ᭷の

ためࠊ࡟᭶ 1ᅇࠊ᭶౛活動ሗ࿌書ࢆసᡂࠊࡋ関ಀ機関࡟㓄ᕸ࡚ࡋいࠋࡿ 

 

(2)  プロジェクトᐇ᪋యไ 

ᮏプロジェクトのᐇ᪋機関ࠊࡣ㒆事務ᡤࡴྵࢆサバ州政ᗓ機関及び ITBC/UMS࡛ࠋࡿ࠶

サバ州政ᗓ機関ࡣ࡟ NROࠊSaBCࠊSPsࠊSFDࠊSWDࠊDIDࠊEPDࠊDOAࠊSTBࠊLSDࠊFiA

➼のྛ機関ࠋࡿࢀࡲྵࡀ୰㛫レビࣗー調査࠾࡟い࡚ࠊプロジェクト活動ࡿࡅ࠾࡟ C/P 機

関のᢸᙜࡀ᫂☜化ྜࢀࡉពࢀࡉたࠋプロジェクトの୺せ活動のᢸᙜ C/P 機関ࢆ௨ୗ࡟せ

⣙ࡋたࠋ 

୺せ活動 ୺せᢸᙜ機関 

- SBSのᐇ᪋࡟ಀࡿ国際・国ෆの関ಀ機関の調ᩚ 

- LKSW管理計画及び CRBR 管理計画のᐇ᪋࡟ಀࡿ関ಀ機関の調

ᩚ 

- LKSW 地ᇦのバッ࢓ࣇー・ࢰーンࡿࡅ࠾࡟活動のᐇ᪋・管理ࠊ

関ಀ機関の調ᩚ 

- CRBR地ᇦのバッ࢓ࣇー・ࢰーンࠊトランジシࣙン࢚リアࡅ࠾࡟

 関ಀ機関の調ᩚࠊ活動のᐇ᪋・管理ࡿ

NRO 

- CRBR 地ᇦのコア࢚リアࡿࡅ࠾࡟活動のᐇ᪋・管理（環境教育

活動ࡴྵࢆ） 

SPs 

- LKSW 地ᇦのコア࢚リアࡿࡅ࠾࡟活動のᐇ᪋・管理（環境教育 SFD 

プロジェクトダイレクター プロジェクトマネージャー

(サバ州官房長官) (NRO長官)
副プロジェクトダイレクター 書記 NRO
(サバ大学副学長)
プロジェクトマネージャー

(NRO長官)
メンバー メンバー

連邦政府

サバ州政府

日本側 全ICA専門家
JICAマレーシア事務属

副議長

書記

マレーシア側
マレーシア側

ITBC-UMS、サバ州政府機
関、郡事務属

日本側

チーフアドバイザー及び業務
調整員

プロジェクト運営委員会  (PSC) プロジェクト管理委員会  (PMC)

(プロジェクトの全般的な運営管理と実施に係
る責任）

(プロジェクト活動の進捗モニタリング)

議長 議長

 

 
 

活動ࡴྵࢆ） 

 イロット活動 DOAࣃ -

- ᝟ሗ発ಙ・▱ぢඹ᭷活動 NRO/ITBC 

 

(3)  プロジェクトのᡂᯝ物 

プロジェクト活動࡜ᡂᯝ⏘ฟのᐇ᪋プロセス࠾࡟い࡚ࠊ多✀多様なሗ࿌書ࡸ㈨ᩱࡀస

ᡂࠊࢀࡉターࢤットグࣝープ࡚ࡗࡼ࡟ᖜᗈࡅཷࡃධ࡚ࢀࡽࢀいࠋࡿプロジェクトᡂᯝ物

のリストࡣ௜ᒓ㈨ᩱྠྜࠕホ౯調査ሗ࿌書（ⱥ文）ࠖ の Appendix 6࡟示ࡋたࠋ 
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第㸲❶ ホ౯⤖ᯝ 

 

ጇᙜᛶ㸲－㸯

プロジェクトのጇᙜ性ࡣ ͆㧗い  ࠋ͇

 

(1)  マレーシア開発政策࡜のᩚྜ性 

プロジェクトࠊࡣマレーシアの国ᐙ開発計画ࠊサバ州の開発計画及び生物多様性・生態

系保全࡟関連ࡋた政策࡚ࡋ⮴ྜ࡟いࠋࡿ 

⌧⾜のマレーシアの国ᐙ開発計画࡛ࠕࡿ࠶第 11 ḟマレーシア計画（ࠖ11th Malaysia Plan）ࠖ

（2016 ᖺ㹼2020 ᖺ）࠾࡟い࡚ࠊ国ᐙࢆ㧗ᡤᚓ⤒῭へ㌿᥮ࡿࡍため࡟භࡘの戦略的┠的ࢆ

≉ᐃࡑࠊࡾ࠾࡚ࡋの୍ࠕࡀࡘ持続性࡜レジリアンスのためのグリーン⤒῭の᥎㐍ࠖ࡜なࡗ

࡚いࡲࠋࡿたࠊサバ州の開発計画࡛ࠕࡿ࠶サバ州開発及び発ᒎの指㔪（Way forward of Sabah 

State Development and Advancement）ࠖ ࠶࡛ࡘの୍ࡑࠊࢀࡉ示ࡀᰕ・ࢲのアジェンࡘභࠊࡣ࡛

㐩ᡂࢆ開発῭⤒ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉᑟධࡀングࠖのᴫᛕࢽーࢰࠕい࡚࠾࡟ࠖࢲアジェン῭⤒ࠕࡿ

ࡉ示ࡀ࡜ࡇࡿࡍ保Ꮡࢆᐃの地ᇦ≉࡟㈨※保全のため↛⮬ࡿ࠼支ࢆ೺全な生態系ࠊࡽࡀなࡋ

࡚ࡗ๎࡟の指㔪ࡇࠋࡿい࡚ࢀ SBS ࡸ SEEP➼ྛࡴྵࢆ✀の生物多様性・生態系保全࡟関ࡍ

サバ州の戦略的㛗ᮇ⾜動ࠕᅾసᡂ୰の⌧ࠊたࡲࠋࡿい࡚ࢀࡉฟࡕᡴࡀプログラムࡸ政策ࡿ

計画（Sabah’s Strategic Long Term Action Plan）ࠖ（2016 ᖺ㹼2035 ᖺ）࠾࡟い࡚ࠊサバ州の開

発ࠊ῭⤒ࢆ♫会ࠊ環境㠃ࡽ࠿᥎㐍࡜ࡇࡿࡍ及び SBS ྠࡀ計画のᐇ᪋ࢶーࣝの୍࡚ࡋ࡜ࡘ఩

 ࠋࡿい࡚ࢀࡉ᫂グࡀ࡜ࡇࡿい࡚ࢀࡽࡅ࡙⨨

 

(2)  サバ州政ᗓの開発ࢽー࡜ࢬのᩚྜ性 

ୖグの計画・政策のୗࠊサバ州政ᗓࡣ生物多様性・生態系保全࡜฼⏝࡟関ࡿࡍໟᣓ的政

策࡚ࡋ࡜ SBS の策ᐃࢆᅗࠊࡾBBEC ࣇェーࢬ ࡀなࡋ࠿ࡋࠋたࡋ支᥼ࢆの策ᐃࡑい࡚࠾࡟ 2

ࡣ州政ᗓࠊࡽ SBS ࢆ㐺ษ࡟ᐇ᪋・ࣔࢽタリングࡿࡍための⬟力ᙉ化ࢆᚲせࠊࡾ࠾࡚ࡋ࡜ᮏ

プロジェクトࡣ州政ᗓ関ಀ機関の調ᩚᐇ᪋⬟力ᙉ化ࢆ㏻࡚ࡋ SBS のᐇ᪋࡟㈉⊩ࢆ࡜ࡇࡿࡍ

┠指࡚ࡋいࠊ࡚ࡗࡼࠋࡿᮏプロジェクトࡣサバ州政ᗓの開発ࢽー࡚ࡋ⮴ྜ࡜ࢬいࠋࡿ 

 

(3)  ᪥ᮏの対マレーシア ODA政策࡜のᩚྜ性 

ᮏプロジェクトࠊࡣ᪥ᮏの対マレーシア᥼ຓ政策࡚ࡋ⮴ྜࡶ࡟いࠋࡿ 

᪥ᮏ政ᗓのࠕ対マレーシア国ู᥼ຓ᪉㔪 （ࠖ2012 ᖺ 4 ᭶策ᐃ）及び JICAのࠕ国ูศᯒ࣌

ーࣃーࠖの཮᪉࠾࡟い࡚ࠊ᥼ຓのᇶᮏ᪉㔪ࠕ࡚ࡋ࡜協力ࣃートࢼー࡚ࡋ࡜の関ಀᵓ⠏ ᮾࠕࠖ

アジアの地ᇦ協力の᥎㐍ࠖࡀᥖࠊࡾ࠾࡚ࢀࡽࡆ㔜Ⅼศ野の୍ࠕ࡚ࡋ࡜ࡘඛ㐍国ධࡅྥ࡟ࡾ

たᆒ⾮のࢀ࡜た発ᒎの支᥼ࠖࡀᣲ࡚ࢀࡽࡆいࡇࠋࡿのࠊ࡟࠺ࡼプロジェクトࡣ᪥ᮏ政ᗓの

政策࡜ JICAの᪉㔪࡟ἢ࡚ࡗいࠋࡿ 

－ 18 －



－ 19 －

 

 
 

第㸲❶ ホ౯⤖ᯝ 

 

ጇᙜᛶ㸲－㸯

プロジェクトのጇᙜ性ࡣ ͆㧗い  ࠋ͇

 

(1)  マレーシア開発政策࡜のᩚྜ性 

プロジェクトࠊࡣマレーシアの国ᐙ開発計画ࠊサバ州の開発計画及び生物多様性・生態

系保全࡟関連ࡋた政策࡚ࡋ⮴ྜ࡟いࠋࡿ 

⌧⾜のマレーシアの国ᐙ開発計画࡛ࠕࡿ࠶第 11 ḟマレーシア計画（ࠖ11th Malaysia Plan）ࠖ

（2016 ᖺ㹼2020 ᖺ）࠾࡟い࡚ࠊ国ᐙࢆ㧗ᡤᚓ⤒῭へ㌿᥮ࡿࡍため࡟භࡘの戦略的┠的ࢆ

≉ᐃࡑࠊࡾ࠾࡚ࡋの୍ࠕࡀࡘ持続性࡜レジリアンスのためのグリーン⤒῭の᥎㐍ࠖ࡜なࡗ

࡚いࡲࠋࡿたࠊサバ州の開発計画࡛ࠕࡿ࠶サバ州開発及び発ᒎの指㔪（Way forward of Sabah 

State Development and Advancement）ࠖ ࠶࡛ࡘの୍ࡑࠊࢀࡉ示ࡀᰕ・ࢲのアジェンࡘභࠊࡣ࡛

㐩ᡂࢆ開発῭⤒ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉᑟධࡀングࠖのᴫᛕࢽーࢰࠕい࡚࠾࡟ࠖࢲアジェン῭⤒ࠕࡿ

ࡉ示ࡀ࡜ࡇࡿࡍ保Ꮡࢆᐃの地ᇦ≉࡟㈨※保全のため↛⮬ࡿ࠼支ࢆ೺全な生態系ࠊࡽࡀなࡋ

࡚ࡗ๎࡟の指㔪ࡇࠋࡿい࡚ࢀ SBS ࡸ SEEP➼ྛࡴྵࢆ✀の生物多様性・生態系保全࡟関ࡍ

サバ州の戦略的㛗ᮇ⾜動ࠕᅾసᡂ୰の⌧ࠊたࡲࠋࡿい࡚ࢀࡉฟࡕᡴࡀプログラムࡸ政策ࡿ

計画（Sabah’s Strategic Long Term Action Plan）ࠖ（2016 ᖺ㹼2035 ᖺ）࠾࡟い࡚ࠊサバ州の開

発ࠊ῭⤒ࢆ♫会ࠊ環境㠃ࡽ࠿᥎㐍࡜ࡇࡿࡍ及び SBS ྠࡀ計画のᐇ᪋ࢶーࣝの୍࡚ࡋ࡜ࡘ఩

 ࠋࡿい࡚ࢀࡉ᫂グࡀ࡜ࡇࡿい࡚ࢀࡽࡅ࡙⨨

 

(2)  サバ州政ᗓの開発ࢽー࡜ࢬのᩚྜ性 

ୖグの計画・政策のୗࠊサバ州政ᗓࡣ生物多様性・生態系保全࡜฼⏝࡟関ࡿࡍໟᣓ的政

策࡚ࡋ࡜ SBS の策ᐃࢆᅗࠊࡾBBEC ࣇェーࢬ ࡀなࡋ࠿ࡋࠋたࡋ支᥼ࢆの策ᐃࡑい࡚࠾࡟ 2

ࡣ州政ᗓࠊࡽ SBS ࢆ㐺ษ࡟ᐇ᪋・ࣔࢽタリングࡿࡍための⬟力ᙉ化ࢆᚲせࠊࡾ࠾࡚ࡋ࡜ᮏ

プロジェクトࡣ州政ᗓ関ಀ機関の調ᩚᐇ᪋⬟力ᙉ化ࢆ㏻࡚ࡋ SBS のᐇ᪋࡟㈉⊩ࢆ࡜ࡇࡿࡍ

┠指࡚ࡋいࠊ࡚ࡗࡼࠋࡿᮏプロジェクトࡣサバ州政ᗓの開発ࢽー࡚ࡋ⮴ྜ࡜ࢬいࠋࡿ 

 

(3)  ᪥ᮏの対マレーシア ODA政策࡜のᩚྜ性 

ᮏプロジェクトࠊࡣ᪥ᮏの対マレーシア᥼ຓ政策࡚ࡋ⮴ྜࡶ࡟いࠋࡿ 

᪥ᮏ政ᗓのࠕ対マレーシア国ู᥼ຓ᪉㔪 （ࠖ2012 ᖺ 4 ᭶策ᐃ）及び JICAのࠕ国ูศᯒ࣌

ーࣃーࠖの཮᪉࠾࡟い࡚ࠊ᥼ຓのᇶᮏ᪉㔪ࠕ࡚ࡋ࡜協力ࣃートࢼー࡚ࡋ࡜の関ಀᵓ⠏ ᮾࠕࠖ

アジアの地ᇦ協力の᥎㐍ࠖࡀᥖࠊࡾ࠾࡚ࢀࡽࡆ㔜Ⅼศ野の୍ࠕ࡚ࡋ࡜ࡘඛ㐍国ධࡅྥ࡟ࡾ

たᆒ⾮のࢀ࡜た発ᒎの支᥼ࠖࡀᣲ࡚ࢀࡽࡆいࡇࠋࡿのࠊ࡟࠺ࡼプロジェクトࡣ᪥ᮏ政ᗓの

政策࡜ JICAの᪉㔪࡟ἢ࡚ࡗいࠋࡿ 

 

 
 

(4)  ターࢤットグࣝープのࢽー࡜ࢬのᩚྜ性 

  プロジェクトのターࢤットグࣝープࠊࡣR/D及び⌧⾜ PDM࠾࡟い࡚ࠊ関ಀ州政ᗓ機関の

⫋員ࣃࠊイロット・サイトの地ᇦఫẸࠊUMSの研✲⪅ࠊローࣝ࢝ NGO࡜ᐃ⩏ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉ

プロジェクトの┠的࡜活動ࡣᙼࡽのࢽー࡟࠺ࡼࡿࡍ⮴ྜ࡟ࢬ計画࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

 

(5)  ᪉法ㄽ࡚ࡋ࡜の㐺ษࡉ 

プロジェクトࠊࡣ持続的開発ための生物多様性࡜生態系保全ࢆ᥎㐍࡛ୖࡿࡍ課題࡜なࡗ

࡚いࡿターࢤットグࣝープの⬟力開発࡟対応࡚ࡋいࡲࠋࡿたࠊ⌧⾜の PDM (Version 4) ࡟㐺

ษࡶ࡟཯࡚ᫎࢀࡉいࠋࡿ 

 
᭷ຠᛶ㸲－２

プロジェクトの᭷ຠ性ࡣ“୰⛬ᗘࡾࡼ㧗い  ࠋ͇

 

(1)  プロジェクト┠ᶆ㐩ᡂのぢ㎸ࡳ 

ࡴྵࢆムࢸタリングシスࢽࣔ SBS࡜CRBRの管理計画/ᖺḟ事業計画の策ᐃࡀ㐜ࢀたࡶ࡟

関ࠊࡎࡽࢃプロジェクトࡣ୧計画ࡀ㛶議ᢎㄆࡿࢀࡉ๓ࠊࡽ࠿๓ಽ࡚ࡋࡋ活動ࢆᐇ᪋ࡁ࡚ࡋ

たࡑࠋの⤖ᯝࠊプロジェクトの三ᮏᰕ࡜఩⨨࡙ࡿࢀࡽࡅ(i) SBSᐇ᪋の支᥼ࠊ(ii) 持続的開発

のためのࣃイロットプロジェクト活動ࡴྵࢆ CRBR 管理計画の策ᐃࠊ(iii) 第三国研修な࡝

 ࠋࡿい࡚ࡋ⌧ᐇࡡࡴ࠾࠾ࢆのサバ州の⤒㦂のඹ᭷࡜たእ国ࡌ㏻ࢆ

 

プロジェクト┠ᶆ㸸国ෆ的・国際的ㄆ▱の࡟࡜ࡶサバ州ࡿࡅ࠾࡟持続ྍ⬟な開発のための

生物多様性・生態系保全ࡀ᥎㐍ࠋࡿࢀࡉ 

指ᶆ ⌧≧ 

1. プロジェクト活動ࡀSBSのᐇ᪋࡟㈉⊩ࠋࡿࡍ 㐩ᡂ῭ࡳ 

2. SBSの㐍ᤖ≧ἣࡀᐃᘧ化ࢀࡉたᡭ法࡛ࣔࢽターࠊࢀࡉBiodiversity 

Council及びChief Minister࡟ሗ࿌ࠋࡿࢀࡉ 
㐩ᡂணᐃ 

3. 生物多様性・生態系保全࡟関ࡿࡍサバ州の▱ぢࡀ国ෆ的・国際的࡟Ⰻ

い事౛࡚ࡋ࡜参↷ࠋࡿࢀࡉ 
㐩ᡂ῭ࡳ 

4. 生物多様性保全࡟関ࡿࡍ国際的なᯟ⤌ࡳのୗ࡛ࠊ᪂規サイトࡀᑡなࡃ

ࡶ࡜  ࠋࡿࢀࡉᣑᙇࡀ᪤ᏑサイトࡣࡃࡋࡶࠊࡿࢀࡉᡤⓏ録࢝1
㐩ᡂ῭ࡳ 

㐩ᡂのぢ㎸ࡳ 

⌧≧のྛ指ᶆの㐩ᡂᗘࠊࡽ࠿プロジェクト┠ᶆࡣプロジェクト⤊஢ࡡࡴ࠾࠾࡟࡛ࡲ㐩ᡂ

 ࠋࡿࢀࡉண᝿ࡀ࡜ࡇࡿࢀࡉ

 

(2) ㄽ理的ᩚྜ性࡜プロジェクト┠ᶆ㐩ᡂのためのእ㒊᮲௳ 

୰㛫レビࣗーࡿࡼ࡟ᥦゝ࡚ࡅཷࢆ PSC࡛ᢎㄆࢀࡉた PDM (Version 4) のኚ᭦ࠊࡾࡼ࡟ ᡂ

－ 19 －



－ 20 －

 

 
 

ᯝ࡜プロジェクト┠ᶆの㛫の関ಀࡣㄽ理的ྜᩚ࡟性࡚ࢀྲྀࡀいࠋࡿᡂᯝࡽ࠿プロジェクト

┠ᶆへのእ㒊᮲௳࡛ࠕࡿ࠶JICA の支᥼ࡿࡍ関連プロジェクトࡀ計画㏻ࡾᐇ᪋࡟ࠖࡿࢀࡉ関

ࡿࡍ関連ࠋた࠼୚ࢆ᫬ᙳ㡪୍࡟௳እ㒊᮲ࡾࡼ࡟サバ州ᮾ㒊࡛の἞Ᏻ≧ἣࠊࡣ࡚ࡋ SATREPS

プロジェクトࠕ生物多様性保全のためのࣃームἜ⏘業ࡿࡼ࡟グリーン⤒῭の᥎㐍プロジェ

クト （ࠖ2013ᖺ㹼2017ᖺ）のࣃイロット・サイトࢆ NROの全㠃的支᥼࡚ࡅཷࢆサバ州す㒊

ᴟめ࡚㧗ࡀ性⬟ྍࡿࢀࡉた‶ࡶ௒ᚋࠊࡾ࠶᭷ຠ࡛ࡶᅾ⌧ࡣ௳እ㒊᮲ࠊࡋ࠿ࡋࠋたࡋ動⛣࡟

いࠋ 

 

(3) プロジェクト┠ᶆ㐩ᡂのための㈉⊩せᅉ 

  ௨ୗࡀプロジェクト┠ᶆࢆ㐩ᡂ࡛ୖࡿࡍの୺せな㈉⊩せᅉ࡛ࠋࡿ࠶ 

 NROの調ᩚ⬟力のᙉ化࡜関ಀ機関の㛫࡛ㄆ㆑࡚ࢀࡉいࡿリーࢲーシップࠋ 

 プロジェクト活動（≉ࠊ࡟第三国研修）のᐇ᪋࡛の UMSの計画・管理⬟力の㧗ࠋࡉ 

 国際会議ࡸ研修࡟㐺ษな㧗⣭ᐁ൉ࢆ戦略的࡟㑅ฟࠊ࡛࡜ࡇࡿࡍリーࢲーシップ/イࢽ

シアࣈ࢕ࢸのᙉ化࡛ࡅࡔなࠊࡃ᪥ᮏ࡜のネット࣡ークのᵓ⠏ࡗ⾜ࢆたࠋ࡜ࡇ౛ࠊࡤ࠼

UMSの๪学㛗（๪プロジェクトࢲイレクター）の໭ᾏ㐨へのゼၥࠋࡿ࠶ࡀ  

 ᮏ㑥研修のᐇ᪋ࡀ C/P機関⫋員のࣔ࣋ࢳーシࣙンࢆ㧗めたࠋ࡜ࡇ 

 ≉ࠊ࡟サバ州国ู研修࡟⌧地コࡀ࢕ࢸࢽ࣑ࣗ参加ࠊ࡛࡜ࡇࡿࡍ生物多様性࡜生態系

保全のព㆑࡜機⬟ࢆᙉ化ࡋたࠋ࡜ࡇ 

 

(4) プロジェクト┠ᶆ㐩ᡂのための㜼ᐖせᅉ 

  ௨ୗࡀプロジェクト┠ᶆࢆ㐩ᡂ࡛ୖࡿࡍの୺せな㜼ᐖせᅉ࡛ࠋࡿ࠶ 

  SBSの㛶議ᢎㄆࡀ㐜ᘏࡋたࠋ࡜ࡇ 

  LKSW地ᇦの἞Ᏻ≧ἣのᝏ化ࠋ 

  プロジェクト活動࡟関୚ࡿࡍ C/P機関の㝈ࢀࡽた⫋員ᩘࠋ 

  C/P機関への㝈ᐃ的なண⟬㓄ᕸ（≉ࠊ࡟C/P機関のඃඛᗘࡀ㧗ࡃないプロジェクト活動

への⫋員の㓄⨨࡜ண⟬の㓄ศ）ࠋ 

  

－ 20 －



－ 21 －

 

 
 

ᯝ࡜プロジェクト┠ᶆの㛫の関ಀࡣㄽ理的ྜᩚ࡟性࡚ࢀྲྀࡀいࠋࡿᡂᯝࡽ࠿プロジェクト

┠ᶆへのእ㒊᮲௳࡛ࠕࡿ࠶JICA の支᥼ࡿࡍ関連プロジェクトࡀ計画㏻ࡾᐇ᪋࡟ࠖࡿࢀࡉ関

ࡿࡍ関連ࠋた࠼୚ࢆ᫬ᙳ㡪୍࡟௳እ㒊᮲ࡾࡼ࡟サバ州ᮾ㒊࡛の἞Ᏻ≧ἣࠊࡣ࡚ࡋ SATREPS

プロジェクトࠕ生物多様性保全のためのࣃームἜ⏘業ࡿࡼ࡟グリーン⤒῭の᥎㐍プロジェ

クト （ࠖ2013ᖺ㹼2017ᖺ）のࣃイロット・サイトࢆ NROの全㠃的支᥼࡚ࡅཷࢆサバ州す㒊

ᴟめ࡚㧗ࡀ性⬟ྍࡿࢀࡉた‶ࡶ௒ᚋࠊࡾ࠶᭷ຠ࡛ࡶᅾ⌧ࡣ௳እ㒊᮲ࠊࡋ࠿ࡋࠋたࡋ動⛣࡟

いࠋ 

 

(3) プロジェクト┠ᶆ㐩ᡂのための㈉⊩せᅉ 

  ௨ୗࡀプロジェクト┠ᶆࢆ㐩ᡂ࡛ୖࡿࡍの୺せな㈉⊩せᅉ࡛ࠋࡿ࠶ 

 NROの調ᩚ⬟力のᙉ化࡜関ಀ機関の㛫࡛ㄆ㆑࡚ࢀࡉいࡿリーࢲーシップࠋ 

 プロジェクト活動（≉ࠊ࡟第三国研修）のᐇ᪋࡛の UMSの計画・管理⬟力の㧗ࠋࡉ 

 国際会議ࡸ研修࡟㐺ษな㧗⣭ᐁ൉ࢆ戦略的࡟㑅ฟࠊ࡛࡜ࡇࡿࡍリーࢲーシップ/イࢽ

シアࣈ࢕ࢸのᙉ化࡛ࡅࡔなࠊࡃ᪥ᮏ࡜のネット࣡ークのᵓ⠏ࡗ⾜ࢆたࠋ࡜ࡇ౛ࠊࡤ࠼

UMSの๪学㛗（๪プロジェクトࢲイレクター）の໭ᾏ㐨へのゼၥࠋࡿ࠶ࡀ  

 ᮏ㑥研修のᐇ᪋ࡀ C/P機関⫋員のࣔ࣋ࢳーシࣙンࢆ㧗めたࠋ࡜ࡇ 

 ≉ࠊ࡟サバ州国ู研修࡟⌧地コࡀ࢕ࢸࢽ࣑ࣗ参加ࠊ࡛࡜ࡇࡿࡍ生物多様性࡜生態系

保全のព㆑࡜機⬟ࢆᙉ化ࡋたࠋ࡜ࡇ 

 

(4) プロジェクト┠ᶆ㐩ᡂのための㜼ᐖせᅉ 

  ௨ୗࡀプロジェクト┠ᶆࢆ㐩ᡂ࡛ୖࡿࡍの୺せな㜼ᐖせᅉ࡛ࠋࡿ࠶ 

  SBSの㛶議ᢎㄆࡀ㐜ᘏࡋたࠋ࡜ࡇ 

  LKSW地ᇦの἞Ᏻ≧ἣのᝏ化ࠋ 

  プロジェクト活動࡟関୚ࡿࡍ C/P機関の㝈ࢀࡽた⫋員ᩘࠋ 

  C/P機関への㝈ᐃ的なண⟬㓄ᕸ（≉ࠊ࡟C/P機関のඃඛᗘࡀ㧗ࡃないプロジェクト活動

への⫋員の㓄⨨࡜ண⟬の㓄ศ）ࠋ 

  

 

 
 

ຠ⋡ᛶ㸲－３

プロジェクトのຠ⋡性ࡣ ͆㧗い  ࠋ͇

 

(1)  ᡂᯝ㐩ᡂのぢ㎸ࡳ 

ᡂᯝ㐩ᡂのぢ㎸ࡘ࡟ࡳい࡚ୗ⾲࡟示ࡋたࠋ 

ᡂᯝ 1㸸サバ州ࡿࡅ࠾࡟生物多様性・生態系保全の管理シスࢸムࡀᙉ化ࠋࡿࢀࡉ 

指ᶆ ⌧≧  

1-1. CRBR の管理計画及びᖺḟ事業計画ࡀ州政ᗓ࡟ᢎㄆࠊࢀࡉ（プロジェ

クトの）ࣃイロット（サイトࡿࡅ࠾࡟）活動及び CEPA活動のᢞධࡀ

なࠋࡿࢀࡉ 

プロジࡴྵࢆ௦᭰生計活動ࠊࡀイロット・サイトの⿻┈ఫẸࣃ 1-1-1

ェクトࡿࡼ࡟ேᮦ育ᡂ活動࡟‶㊊ࠋࡿࡍ 

1-1-2 CRBR ࡿࡅ࠾࡟ CEPA ពࡿࡍ対࡟保全ࠊット研修の対㇟⪅の࢟

㆑ࠋࡿࡍୖྥࡀ 

㐩ᡂணᐃ 

1-2. LKSWࡿࡅ࠾࡟ CEPA࢟ット研修の対㇟⪅のࠊ保全࡟対ࡿࡍព㆑ྥࡀ

 ࠋࡿࡍୖ
㐩ᡂ῭ࡳ 

1-3. ⿻┈グࣝープの生物多様性・生態系保全࡟関ࡿࡍ▱㆑ࡀ㧗ࠋࡿࡲ 㐩ᡂ῭ࡳ 

1-4. SBSࣔࢽタリングシスࢸムࡀᵓ⠏ࠋࡿࢀࡉ 㐩ᡂ῭ࡳ 

㐩ᡂのぢ㎸ࡳ 

CRBR管理計画/ᖺḟ事業計画ࡣ㛶議ᢎㄆのため࡟ᥦฟࡿࢀࡉணᐃ࡛ࠋࡿ࠶SBSࣔࢽタリン

グシスࢸムࡣ 2016ᖺ 10᭶ 11᪥࡟公ᘧ࡟タ立ࠊࡋプロジェクトࡣプロジェクトᮇ㛫୰ࠊSBS

指ᶆࠋࡿい࡚ࡗな࡜࡜ࡇࡿࡍ査᳨ࢆムの✌ാ≧ἣࢸタリングシスࢽࣔ 1-1-1 ࣃࠊࡣ࡚ࡋ関࡟

イロット・サイトの⿻┈ఫẸの‶㊊ᗘࡣ༑ศ࡟㧗い࡜᥎ ࡛ࡶࡿࡁののࠊプロジェクトࠊࡣ

௒ᚋࠊᙼࡽの‶㊊ᗘࢆ査ᐃࡿࡍ計画࡛ࠊ࡚ࡋุ᩿ࡽ࠿ࡽࢀࡇࠋࡿ࠶ᡂᯝ ⤊プロジェクトࡣ1

஢࡟࡛ࡲ㐩ᡂࡀ࡜ࡇࡿࡍᮇᚅ࡛ࠋࡿࡁ 

 

ᡂᯝ 2㸸生物多様性・生態系保全࡟関ࡿࡍサバ州の⤒㦂ࡀ国ෆ的・国際的࡟ඹ᭷ࠋࡿࢀࡉ 

指ᶆ ⌧≧  

2-1. サバ州の⤒㦂࡟関ࡿࡍ文書ࡀᑡなࡶ࡜ࡃ 5⦅సᡂࠋࡿࢀࡉ 㐩ᡂ῭ࡳ 

2-2. ᑡなࡶ࡜ࡃ஧ࡘの国ෆ/国際セࢼ࣑ー࣡ࠊークシࣙップࠊ会議ࢆ開ദ

 ࠋࡿࡍ
㐩ᡂ῭ࡳ 

2-3. C/P機関ࡀᑡなࡶ࡜ࡃ஧ࡘの国際セࢼ࣑ー࣡ࠊークシࣙップࠊ会議࡟

参加ࠋࡿࡍ 
㐩ᡂ῭ࡳ 

2-4. ᑡなࡶ࡜ࡃ ࡽ࠿ᾏእࡀ50ྡ TCTP࡟参加ࠋࡿࡍ 㐩ᡂ῭ࡳ 

2-5. ᑡなࡶ࡜ࡃ 90%の参加⪅ࡀ TCTP࡟関࡚ࡋ‶㊊ࢆ⾲᫂ࠋࡿࡍ 㐩ᡂ῭ࡳ 

2-6. 国ෆእのネット࣡ークࢆ㏻࡚ࡌ生物多様性・生態系保全のため▱㆑ࡀ 㐩ᡂ῭ࡳ 
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ඹ᭷ࠋࡿࢀࡉ 

2-7. 2014ᖺ࡟సᡂࡿࢀࡉマレーシアのNational Biodiversity Strategy࡟ SBS

のᴫᛕࡾ┒ࡀ㎸ࠋࡿࢀࡲ 
㐩ᡂ῭ࡳ 

㐩ᡂのぢ㎸ࡳ 

ᡂᯝࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉ㐩ᡂ࡟᪤ࡀの指ᶆ࡚࡭ࡍ   ࠋࡿࡁุ࡛᩿ࡿい࡚ࡋ㐩ᡂࡣ2

 

(2)  ᢞධ࡜活⏝の≧ἣ 

  マレーシアഃ࡜᪥ᮏഃの཮᪉ࡽ࠿のᢞධࡣ計画ࢀࡉた活動ࢆᐇ᪋ࠊ࡛ୖࡿࡍ㉁ࠊ㔞ࠊタ

イ࣑ング࠾࡟い࡚ࡡࡴ࠾࠾㐺ษ࡛ࡗ࠶た୍ࠋ᪉࡛ࠊマレーシアഃࡽ࠿のせᮃへの対応ࡋ࡜

సᡂࡸ౪୚機ᮦࠋࡿい࡚ࡋ௵වࡶ環境教育ࡀ᪂業務調ᩚᑓ㛛ᐙࡽ࠿プロジェクトᚋ༙ࠊ࡚

㈨ᩱࡣプロジェクト活動ᐇ᪋のため࡟㐺ษ࡟管理ࢀࡉ活⏝࡚ࢀࡉいࠋࡿC/P機関ࡣᮏ㑥研修

࡛⩦ᚓࡋた▱㆑ࡸ技術ࢆ業務ᐇ᪋のため࡟㐺⏝࡚ࡋいྠࠋࡿ᫬ࠊ࡟ᑓ㛛性ࠊ▱㆑ࠊ᝟ሗな

 ࠋࡿい࡚ࢀࡉ⏝活࡟༑ศ࡟プロジェクト活動ᐇ᪋のためࡣ※地㈨⌧ࡴྵࢆ࡝

 

(3)  ᡂᯝ㐩ᡂのためのእ㒊᮲௳ 

እ㒊᮲௳のᐇ⌧≧ἣࡣୗ⾲࡟グ㏙ࡋたࠋ 

እ㒊᮲௳ ᐇ⌧≧ἣ 

SBSࡀ㛶議஢ゎࡽࢀࡇ ࠋࡿࢀࡉのእ㒊᮲௳ࠊࡣ୰㛫レビࣗー調査

ࠋたࢀࡉ༊ศ࡚ࡋ࡜௳๓ᥦ᮲ࠊい࡚࠾࡟

なࡀᚲせࡿࡍホ౯ࢆᐇ⌧≧ἣࠊ࡟ᨾࢀࡑ

いࡋุ᩿࡜たࠋ 

UNESCO MAB計画ICC᭱ࡀ⤊的࡟CRBRのBRㄆᐃ

 ࠋ࠺⾜ࢆ

C/P機関へのண⟬㓄ศࡀ大ᖜ࡟ῶᑡࡋないࠋ እ㒊᮲௳ࡣ⌧ᅾࡶ᭷ຠ࡛ࠊࡾ࠶௒ᚋࡶ‶

たྍࡿࢀࡉ⬟性ࡀᴟめ࡚㧗いࠋ 政ᗓ࡚ࡗࡼ࡟㐺ᙜなC/Pࡀ㓄⨨ࠊࢀࡉᐃᮇ的࡟会議

及びプロジェクト活動࡟ᚑ事ࠋࡿࡍ

 

(4)  ᐇ᪋プロセス 

調査ᅋࡣ⌧⾜の PO ࡣプロジェクト ࠋたࡋẚ㍑ࢆᐇ際のプロジェクト活動のᐇ᪋≧ἣ࡜

᪥ᮏഃの཮᪉の࡜サバ州ഃࠊࡀたࡋ㠃┤࡟ᅔ㞴࡜のไ⣙ࠎᩘ࡟プロジェクトᮇ㛫๓༙࡟≉

ດ力ࡾࡼ࡟プロジェクトᐇ᪋のためࡽࢀࡇ࡟の課題ࢆඞ᭹ࡁ࡚ࡋたࠋ⤖ᯝࠊ࡚ࡋ࡜ᐇ᪋プ

ロセスࡡࡴ࠾࠾ࡣ㡰調࡛ࠊࡾ࠶⤊஢᫬ホ౯ࠊ࡟࡛ࡲサバ州政ᗓの⾜政ᡭ続ࡁの㐜ࢆࢀ㝖い

 ࠋいない࡚ࢀࡉㄆ☜ࡣいプロジェクト活動の㐜ᘏࡋⴭࠊ࡚

 PSC会ྜࠊࡣ⤊஢᫬ホ౯࡟࡛ࡲ 3ᅇ（1ᖺ࡟ 1ᅇ） 開ദࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉC/P 機関࡜協ാࡋ

࡚㔜せなỴ᩿ࡁ࡚ࡗ⾜ࢆた୍ࠋ᪉ࠊPMC 会ྜࠊࡣプロジェクトの㐍ᤖࢽࣔࢆタリング

࡟ためࡿࡍ   ࠋたࡁ࡚ࢀࡉ開ദ࡟࡜ࡈ᭶࢝3

 プロジェクトのࣔࢽタリングࡣᐃᮇ的ࠊࢀࢃ⾜࡟プロジェクトసᡂの᭶౛活動ሗ࿌書ࡣ

関連 C/P 機関࡟㓄ᕸ࡚ࢀࡉいࡇࠋࡿの࠺ࡼなᐃᮇ的な᝟ሗඹ᭷ࠊࡣプロジェクトの㐍ᤖ
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ඹ᭷ࠋࡿࢀࡉ 

2-7. 2014ᖺ࡟సᡂࡿࢀࡉマレーシアのNational Biodiversity Strategy࡟ SBS

のᴫᛕࡾ┒ࡀ㎸ࠋࡿࢀࡲ 
㐩ᡂ῭ࡳ 

㐩ᡂのぢ㎸ࡳ 

ᡂᯝࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉ㐩ᡂ࡟᪤ࡀの指ᶆ࡚࡭ࡍ   ࠋࡿࡁุ࡛᩿ࡿい࡚ࡋ㐩ᡂࡣ2

 

(2)  ᢞධ࡜活⏝の≧ἣ 

  マレーシアഃ࡜᪥ᮏഃの཮᪉ࡽ࠿のᢞධࡣ計画ࢀࡉた活動ࢆᐇ᪋ࠊ࡛ୖࡿࡍ㉁ࠊ㔞ࠊタ

イ࣑ング࠾࡟い࡚ࡡࡴ࠾࠾㐺ษ࡛ࡗ࠶た୍ࠋ᪉࡛ࠊマレーシアഃࡽ࠿のせᮃへの対応ࡋ࡜

సᡂࡸ౪୚機ᮦࠋࡿい࡚ࡋ௵වࡶ環境教育ࡀ᪂業務調ᩚᑓ㛛ᐙࡽ࠿プロジェクトᚋ༙ࠊ࡚

㈨ᩱࡣプロジェクト活動ᐇ᪋のため࡟㐺ษ࡟管理ࢀࡉ活⏝࡚ࢀࡉいࠋࡿC/P機関ࡣᮏ㑥研修

࡛⩦ᚓࡋた▱㆑ࡸ技術ࢆ業務ᐇ᪋のため࡟㐺⏝࡚ࡋいྠࠋࡿ᫬ࠊ࡟ᑓ㛛性ࠊ▱㆑ࠊ᝟ሗな

 ࠋࡿい࡚ࢀࡉ⏝活࡟༑ศ࡟プロジェクト活動ᐇ᪋のためࡣ※地㈨⌧ࡴྵࢆ࡝

 

(3)  ᡂᯝ㐩ᡂのためのእ㒊᮲௳ 

እ㒊᮲௳のᐇ⌧≧ἣࡣୗ⾲࡟グ㏙ࡋたࠋ 

እ㒊᮲௳ ᐇ⌧≧ἣ 

SBSࡀ㛶議஢ゎࡽࢀࡇ ࠋࡿࢀࡉのእ㒊᮲௳ࠊࡣ୰㛫レビࣗー調査

ࠋたࢀࡉ༊ศ࡚ࡋ࡜௳๓ᥦ᮲ࠊい࡚࠾࡟

なࡀᚲせࡿࡍホ౯ࢆᐇ⌧≧ἣࠊ࡟ᨾࢀࡑ

いࡋุ᩿࡜たࠋ 

UNESCO MAB計画ICC᭱ࡀ⤊的࡟CRBRのBRㄆᐃ

 ࠋ࠺⾜ࢆ

C/P機関へのண⟬㓄ศࡀ大ᖜ࡟ῶᑡࡋないࠋ እ㒊᮲௳ࡣ⌧ᅾࡶ᭷ຠ࡛ࠊࡾ࠶௒ᚋࡶ‶

たྍࡿࢀࡉ⬟性ࡀᴟめ࡚㧗いࠋ 政ᗓ࡚ࡗࡼ࡟㐺ᙜなC/Pࡀ㓄⨨ࠊࢀࡉᐃᮇ的࡟会議

及びプロジェクト活動࡟ᚑ事ࠋࡿࡍ

 

(4)  ᐇ᪋プロセス 

調査ᅋࡣ⌧⾜の PO ࡣプロジェクト ࠋたࡋẚ㍑ࢆᐇ際のプロジェクト活動のᐇ᪋≧ἣ࡜

᪥ᮏഃの཮᪉の࡜サバ州ഃࠊࡀたࡋ㠃┤࡟ᅔ㞴࡜のไ⣙ࠎᩘ࡟プロジェクトᮇ㛫๓༙࡟≉

ດ力ࡾࡼ࡟プロジェクトᐇ᪋のためࡽࢀࡇ࡟の課題ࢆඞ᭹ࡁ࡚ࡋたࠋ⤖ᯝࠊ࡚ࡋ࡜ᐇ᪋プ

ロセスࡡࡴ࠾࠾ࡣ㡰調࡛ࠊࡾ࠶⤊஢᫬ホ౯ࠊ࡟࡛ࡲサバ州政ᗓの⾜政ᡭ続ࡁの㐜ࢆࢀ㝖い

 ࠋいない࡚ࢀࡉㄆ☜ࡣいプロジェクト活動の㐜ᘏࡋⴭࠊ࡚

 PSC会ྜࠊࡣ⤊஢᫬ホ౯࡟࡛ࡲ 3ᅇ（1ᖺ࡟ 1ᅇ） 開ദࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉC/P 機関࡜協ാࡋ

࡚㔜せなỴ᩿ࡁ࡚ࡗ⾜ࢆた୍ࠋ᪉ࠊPMC 会ྜࠊࡣプロジェクトの㐍ᤖࢽࣔࢆタリング

࡟ためࡿࡍ   ࠋたࡁ࡚ࢀࡉ開ദ࡟࡜ࡈ᭶࢝3

 プロジェクトのࣔࢽタリングࡣᐃᮇ的ࠊࢀࢃ⾜࡟プロジェクトసᡂの᭶౛活動ሗ࿌書ࡣ

関連 C/P 機関࡟㓄ᕸ࡚ࢀࡉいࡇࠋࡿの࠺ࡼなᐃᮇ的な᝟ሗඹ᭷ࠊࡣプロジェクトの㐍ᤖ

 

 
 

≧ἣのඹ㏻理ゎಁࢆ㐍࡛ୖࡿࡍຠᯝ的࡛ࡗ࠶たࠋ 

 プロジェクトࡀ᥇⏝ࡋたᡭ法ࡸ技術ࡣ C/P 機関࡟᭷ຠ࡛㐺ษ࡛ࠋࡿࢀࡽ࠼⪄࡜ࡿ࠶C/P

機関への技術⛣㌿ࠊࡣᮏ㑥研修ࡸ▷ᮇᑓ㛛ᐙὴ㐵ࢆ㏻ࠊ࡚ࡌၥ題なࡃᐇ᪋ࡁ࡚ࢀࡉたࠋ

ࡣた技術⛣㌿ࡋ࠺ࡇ C/P機関の技術的⬟力のᙉ化࡟大ࡃࡁ㈉⊩࡚ࡋいࠋࡿ 

クト㸲－㸲ࣃࣥ࢖

プロジェクトのインࣃクト͆ࡣ୰⛬ᗘࡾࡼ㧗い͇ࠋ  

 

(1)  ୖ఩┠ᶆ㐩ᡂのぢ㎸ࡳ 

ୖ఩┠ᶆ㐩ᡂのぢ㎸ࠊࡣࡳプロジェクト⤊஢ᚋࠊ࡟タᐃࢀࡉた指ᶆࡀ㐩ᡂ࠺࡝࠿ࡿࢀࡉ

 ࠋࡿࡍุ᩿࡛࡜ࡇࡿࡍᐃ ࢆ࠿

ୖ఩┠ᶆ㸸サバ州ࡀ生物多様性保全࡜持続ྍ⬟な開発のアジアࡿࡅ࠾࡟୰᰾的ᣐⅬ࡚ࡋ࡜

国ෆ的・国際的ࠋࡿࢀࡽ▱࡟ 

指ᶆ 

1.（協力⤊஢ᚋ）5ᖺ௨ෆ࡟ᑡなࡶ࡜ࡃ 20ྡの研✲⪅ࡀ生物多様性及び持続ྍ⬟な開発の

研✲のため࡟サバ州ࢆゼၥࠋࡿࡍ 

2.（協力⤊஢ᚋ）5 ᖺ௨ෆࠊ࡟ᑡなࡶ࡜ࡃ஬ࡘの࣓デ࢕アࡀ生物多様性保全࡜持続ྍ⬟な

開発のሗ㐨のため࡟サバ州ࢆゼࠋࡿࢀ 

3.（協力⤊஢ᚋ）5 ᖺ௨ෆࠊ࡟ᑡなࡶ࡜ࡃ 5 ⦅の生物多様性保全࡜持続ྍ⬟な開発࡟関ࡍ

 ࠋࡿࢀࡉᥖ㍕࡟国際的なᑓ㛛ㄅࠊࡀㄽ文ࡿಀ࡟⤌ྲྀ・サバ州の⤒㦂ࡿ

4. マレーシア政ᗓࡀసᡂࡿࡍឡ▱┠ᶆの㐩ᡂ࡟関ࡿࡍሗ࿌書࡟サバ州の㈉⊩࡟┠ࡀぢ࠼

 ࠋࡿࢀࡉᙧ࡛グ㍕ࡿ

㐩ᡂのぢ㎸ࡳ 

⤊஢᫬ホ౯᫬Ⅼ࡛の஧ࡘのᡂᯝ࡜プロジェクト┠ᶆの㐩ᡂ≧ἣࢆ⪃៖ࠊࡤࢀࡍ指ᶆ ࠊ2ࠊ1

プロジェクト⤊஢ᚋࡣ3 5ᖺ௨ෆ࡟㐩ᡂ࡛ࡿࡁぢ㎸ࠋࡿ࠶࡛ࡳ指ᶆ ࡟2016ᖺࠊ࡚ࡋ関࡟4

ࡿࢀࡉシコ࡛開ദ࣓࢟ CBD-COP 13のため࡟సᡂࡿࢀࡉマレーシア政ᗓのሗ࿌書の୰࡛ࠊ

ឡ▱┠ᶆの㐩ᡂ࡟対ࡿࡍサバ州の㈉⊩ࡀゝ及ࡀ࡜ࡇࡿࢀࡉᮇᚅ࡚ࢀࡉいࡇࠋࡿの࠺ࡼなぢ

㏻ୖࠊࡽ࠿ࡋ఩┠ᶆࡡࡴ࠾࠾ࡣ㐩ᡂࡀ࡜ࡇࡿࡍண᝿ࠋࡿࢀࡉ 

 

(2)  ୖ఩┠ᶆ㐩ᡂのためのእ㒊᮲௳ 

プロジェクト┠ᶆୖࡽ࠿఩┠ᶆへのእ㒊᮲௳ࠕࡣ生物多様性・生態系保全࡟関ࡿࡍマレ

ーシア及びサバ州の政策ࡀ㒔ྜのⰋいᙧ࡛⥅続ࡇࠋࡿ࠶࡛ࠖࡿࡍのእ㒊᮲௳ࠕࠊࡣጇᙜ性ࠖ

のホ౯㡯┠࡟グ㍕࡚ࡋいࠊ࡟࠺ࡼࡿ⌧ᅾࡶ᭷ຠ࡛ࠊࡾ࠶௒ᚋࡶ‶たྍࡿࢀࡉ⬟性ࡀᴟめ࡚

㧗いࠋ 

 

 

－ 23 －



－ 24 －

 

 
 

(3)  ṇ࡜㈇のインࣃクト 

⤊஢᫬ホ౯᫬Ⅼ࡟࡛ࡲ௨ୗのṇのインࣃクトࡀ観ᐹ࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

 ITBC/UMSの調査研✲プロジェクト “Environmental Conservation and Community Capacity 

Building at Kg. Tudan, Tuaran, Sabah: Utilizing Mulberry Tree in Tudan”ࣃࠊࡣイロットプロジ

ェクトのサイト࡛のプロジェクト活動の⤖ᯝ࡟ᇶ࡙ࡁ計画ࢀࡉたࡇࠋのプロジェクトࡣ

連㑥政ᗓࡾࡼᢎㄆࠊࢀࡉ⌧地の生計ྥୖのため࡟᱓࡟関ࡿࡍ研✲࡚ࡗ⾜ࢆいࠋࡿ   

 Babagon ྲྀỈ地ᇦࢆỈ㈨※保ㆤ༊࡜Ỉ㈨※保全༊ࡿࡍ࡜ための法ไ化のプロセスࡣ開

ጞ࡚ࢀࡉいࡣࢀࡇࠋࡿ NROのྲྀỈ管理プロジェクトのᐇ᪋ࢆ㏻ࡌたサバ州࡛のึめ࡚

のࢣース࡛ࠋࡿ࠶保全のಙクᇶ㔠ࡣ㛶議ᢎㄆ࡟ᇶ࡙ࡃ州レ࡚ࡋ࡜ࣝ࣋ NROのୗ࡟タ⨨

 ࠋたࢀࡉ

 生計ྥୖ活動のࣃイロット・サイト࡛ࡿ࠶ Tudan 村ࡣ持続的コ࢕ࢸࢽ࣑ࣗ開発の州の

ࣔデ࡚ࣝࡋ࡜ὀ┠࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

 ࣃイロットプロジェクト・サイト࡛⾜ࢀࢃた PRA ࡣ DOA の᭷ຠなࢶー࡚ࣝࡋ࡜ㄆ㆑

࡟௚の村ⴠࠊࡋ PRAࢆ㐺⏝࡚ࡋいࡃ計画࡛ࠋࡿ࠶ 

 PSC会ྜ（2015ᖺ 10᭶ 24᪥）のỴᐃ࡟ᚑいࠊSPsࡣ REEP ࢆ業務の୍環࡚ࡋ࡜ไᗘ

化ࠊࡋREEP ᐇ᪋のリーࢲーシップࡁ࡚ࡗྲྀࢆたࠋ 

௚᪉ࠊ⤊஢᫬ホ౯᫬Ⅼ࡟࡛ࡲ㈇のインࣃクトࡣ☜ㄆ࡚ࢀࡉいないࠋ 

 

(4)  ṇ࡜㈇のணᮇࢀࡉないຠᯝ 

1) ṇのணᮇࢀࡉないຠᯝ 

Tudan 村のዪ性グࣝープの࣓ンバーࣃࠊࡣイロットプロジェクト活動ࡽ࠿⩦ᚓࡋた

▱㆑ࢆ㏆㞄 3村の௚の࣓ンバー࡜ඹ᭷࡚ࡋいࠋࡿ 

2) ㈇のணᮇࢀࡉないຠᯝ 

㈇のணᮇࢀࡉないຠᯝࡣ☜ㄆ࡚ࢀࡉいないࡲࠋたࠊṇ࡜㈇の୧㠃࠾࡟い࡚ࠊジェン

 ࠋいない࡚ࢀࡉㄆ☜ࡣップのᣑ大ࣕࢠ㝵⣭㛫のࠊẸ᪘㛫ࠊー㛫ࢲ

 

ᣢ⥆ᛶ㸲－５

プロジェクトの持続性͆ࡣ୰⛬ᗘࡾࡼ㧗い  ࠋ͇

  

(1)  政策・ไᗘ的ഃ㠃: 㧗い 

マレーシアの国ᐙ開発計画ࠕ第 11 ḟマレーシア計画 （ࠖ2016 ᖺ㹼2020 ᖺ）及びサバ州

の開発計画ࠕサバ州開発及び発ᒎの指㔪ࠖࠕサバ州の戦略的㛗ᮇ⾜動計画（ࠖ2016 ᖺ㹼2035ᖺ）

プロジェクトᮇ㛫୰のࠋࡿ࠶ᴟ的࡛✚࡟生態系保全࡜生物多様性ࡣ NROのᙺ๭ࡣ関ಀ⪅の

㛫࡛Ⰻࡃㄆ㆑ࡇࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉのไᗘ的ᙺ๭ࡣプロジェクト⤊஢ᚋࡶ⥅続ࡀ࡜ࡇࡿࡍᮇᚅ࡛

 ࠋࡿࡁ

ୖグࠊ࡚ࡋุ᩿ࡽ࠿持続性の政策・ไᗘ的ഃ㠃͆ࡣ㧗い͇ࡋ࡜たࠋ  

－ 24 －



－ 25 －

 

 
 

(3)  ṇ࡜㈇のインࣃクト 

⤊஢᫬ホ౯᫬Ⅼ࡟࡛ࡲ௨ୗのṇのインࣃクトࡀ観ᐹ࡚ࢀࡉいࠋࡿ 
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ェクトのサイト࡛のプロジェクト活動の⤖ᯝ࡟ᇶ࡙ࡁ計画ࢀࡉたࡇࠋのプロジェクトࡣ

連㑥政ᗓࡾࡼᢎㄆࠊࢀࡉ⌧地の生計ྥୖのため࡟᱓࡟関ࡿࡍ研✲࡚ࡗ⾜ࢆいࠋࡿ   

 Babagon ྲྀỈ地ᇦࢆỈ㈨※保ㆤ༊࡜Ỉ㈨※保全༊ࡿࡍ࡜ための法ไ化のプロセスࡣ開

ጞ࡚ࢀࡉいࡣࢀࡇࠋࡿ NROのྲྀỈ管理プロジェクトのᐇ᪋ࢆ㏻ࡌたサバ州࡛のึめ࡚

のࢣース࡛ࠋࡿ࠶保全のಙクᇶ㔠ࡣ㛶議ᢎㄆ࡟ᇶ࡙ࡃ州レ࡚ࡋ࡜ࣝ࣋ NROのୗ࡟タ⨨

 ࠋたࢀࡉ

 生計ྥୖ活動のࣃイロット・サイト࡛ࡿ࠶ Tudan 村ࡣ持続的コ࢕ࢸࢽ࣑ࣗ開発の州の

ࣔデ࡚ࣝࡋ࡜ὀ┠࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

 ࣃイロットプロジェクト・サイト࡛⾜ࢀࢃた PRA ࡣ DOA の᭷ຠなࢶー࡚ࣝࡋ࡜ㄆ㆑

࡟௚の村ⴠࠊࡋ PRAࢆ㐺⏝࡚ࡋいࡃ計画࡛ࠋࡿ࠶ 

 PSC会ྜ（2015ᖺ 10᭶ 24᪥）のỴᐃ࡟ᚑいࠊSPsࡣ REEP ࢆ業務の୍環࡚ࡋ࡜ไᗘ

化ࠊࡋREEP ᐇ᪋のリーࢲーシップࡁ࡚ࡗྲྀࢆたࠋ 

௚᪉ࠊ⤊஢᫬ホ౯᫬Ⅼ࡟࡛ࡲ㈇のインࣃクトࡣ☜ㄆ࡚ࢀࡉいないࠋ 

 

(4)  ṇ࡜㈇のணᮇࢀࡉないຠᯝ 

1) ṇのணᮇࢀࡉないຠᯝ 

Tudan 村のዪ性グࣝープの࣓ンバーࣃࠊࡣイロットプロジェクト活動ࡽ࠿⩦ᚓࡋた

▱㆑ࢆ㏆㞄 3村の௚の࣓ンバー࡜ඹ᭷࡚ࡋいࠋࡿ 

2) ㈇のணᮇࢀࡉないຠᯝ 

㈇のணᮇࢀࡉないຠᯝࡣ☜ㄆ࡚ࢀࡉいないࡲࠋたࠊṇ࡜㈇の୧㠃࠾࡟い࡚ࠊジェン

 ࠋいない࡚ࢀࡉㄆ☜ࡣップのᣑ大ࣕࢠ㝵⣭㛫のࠊẸ᪘㛫ࠊー㛫ࢲ

 

ᣢ⥆ᛶ㸲－５

プロジェクトの持続性͆ࡣ୰⛬ᗘࡾࡼ㧗い  ࠋ͇

  

(1)  政策・ไᗘ的ഃ㠃: 㧗い 

マレーシアの国ᐙ開発計画ࠕ第 11 ḟマレーシア計画 （ࠖ2016 ᖺ㹼2020 ᖺ）及びサバ州

の開発計画ࠕサバ州開発及び発ᒎの指㔪ࠖࠕサバ州の戦略的㛗ᮇ⾜動計画（ࠖ2016 ᖺ㹼2035ᖺ）

プロジェクトᮇ㛫୰のࠋࡿ࠶ᴟ的࡛✚࡟生態系保全࡜生物多様性ࡣ NROのᙺ๭ࡣ関ಀ⪅の

㛫࡛Ⰻࡃㄆ㆑ࡇࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉのไᗘ的ᙺ๭ࡣプロジェクト⤊஢ᚋࡶ⥅続ࡀ࡜ࡇࡿࡍᮇᚅ࡛

 ࠋࡿࡁ

ୖグࠊ࡚ࡋุ᩿ࡽ࠿持続性の政策・ไᗘ的ഃ㠃͆ࡣ㧗い͇ࡋ࡜たࠋ  

 

 
 

 

(2)  ⤌⧊的ഃ㠃: ୰⛬ᗘ 

⌧ᅾのサバ州政ᗓのே員๐ῶ政策ࠊࡾࡼ࡟C/P 機関の⫋員ᩘࡣῶᑡ࡚ࡋいࠋࡿサバ州政ᗓ

の㝈ᐃ的な⫋員ᩘࡣプロジェクトຠᯝの持続性࡟ᙳ㡪ࢆ୚ࢀࡋࡶ࠿ࡿ࠼ない࡟ࢀࡇࠋ加࠼

ࡍ㐍᪼ࡣいࡿ࠶௵㌿࡟地఩ࡸ௚の㒊局ࠊࡣた技術⫋員ࡋᚓ⩦ࢆ技術ࡽ࠿プロジェクトࠊ࡚

  ࠋࡿࢀࡽ࠼⪄ࡶ࡜ࡇࡿ

  ࠋたࡋุ᩿࡜୰⛬ᗘ͇͆ࡣ持続性の⤌⧊的ഃ㠃ࠊࡽ࠿࡜ࡇたࡋ࠺ࡇ

 

(3)  ㈈政的ഃ㠃:  ୰⛬ᗘ 

㈈政的持続性ࡣプロジェクトຠᯝの持続性の㘽࡛᭱ࠋࡿ࠶㏆の⤒῭≧ἣのᝏ化ࠊࡾࡼ࡟

プロジェクトの持続性ࢆ☜保ࡿࡍため࡟サバ州政ᗓࡽ࠿༑ศなண⟬ฎ⨨ࢆᮇᚅࡣ࡜ࡇࡿࡍ

ᅔ㞴࡛ࠋࡿ࠶PES࡟関ࠊࡣ࡚ࡋBabagonྲྀỈ地ᇦࢆỈ㈨※保ㆤ༊࡜Ỉ㈨※保全༊ࡿࡍプロセ

スࡣ開ጞ୍ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉ⯡的なಙクᇶ㔠ࡶタ立ࢀࡉたࡋ࠿ࡋࠋなࠊࡽࡀ⌧ᅾのࠊࢁࡇ࡜管

理計画࡜活動計画ࡣ策ᐃࠊࡎࡽ࠾࡚ࢀࡉPES࣓ࢬࢽ࢝ムࡣ⌧ᐇ化࡚ࡋいないࠋ  

ୖグࠊ࡚ࡋุ᩿ࡽ࠿持続性の㈈政的ഃ㠃ࡣ୰⛬ᗘ࡜᥎ᐃࡋたࠋ 

 

(4)  技術的ഃ㠃: 㧗い 

๓㏙ࡋたࠊ࡟࠺ࡼプロジェクト࡚ࡗࡼ࡟⛣㌿ࢀࡉた技術࡜▱㆑ࡣ C/P 機関࡟対࡚ࡋෆᐜ

࡜ᮏ㑥研修ࡣC/P 機関ࠋたࡗ࠶い࡚㐺ษ࡛࠾࡟ᡭ法の཮᪉࡜ JICAᑓ㛛ᐙὴ㐵（㛗ᮇ࡜▷ᮇ）

的⧊⤌ࢆ㆑▱࡜た技術ࡋ࠺ࡇࡣC/P 機関ࠊ࡟ࡽࡉࠋࡿい࡚ࡋᚓ⩦ࢆ技術ࡃၥ題なࠊ࡚ࡌ㏻ࢆ

プࡾࡼ࡟㈨ᩱࡸた文書ࡋసᡂࡀプロジェクト㈨ᩱࡣC/P機関ࠊたࡲࠋࡿい࡚ࡋ⏝活࡟業務࡟

ロジェクトຠᯝࢆ᭦࡟ᬑ及ࡿࡍため࡟活⏝࡛ࠋࡿࡁ 

ࠋたࡋ ᥎࡜㧗い͇͆ࡣ持続性の技術的ഃ㠃ࠊ࡚ࡗࡀたࡋ  

－ 25 －



－ 26 －

 

 
 

第㸳❶ ⤖ㄽ࡜ᥦゝ 

 

⤖ㄽ５－㸯

プロジェクトᮇ㛫๓༙ࠎᩘ࡟のไ⣙࡜ᅔ㞴࡟┤㠃ࡋたࡶののࠊプロジェクト活動ࡣ╔ᐇ

ㄆ☜ࢆ࡜ࡇࡿࡁ㐩ᡂ࡛ࡡࡴ࠾࠾ࡀプロジェクト┠ᶆ࡟࡛ࡲプロジェクト⤊஢᫬ࠊࡋ㐍ᤖ࡟

C/Pࠊࡋୖྥࢆព㆑ࡿࡍ関࡟生態系保全࡜サバ州ఫẸの生物多様性ࠊࡣプロジェクトࠋたࡋ

機関ࡀサバ州の持続的開発࡜い࠺ඹ㏻┠ᶆ࡚ࡅྥ࡟協ാ࡛ୖࡿࡍ㔜せなᙺ๭ࢆᯝたࡋたࠋ 

プロジェクトࠊࡣ⌧地ࡿࡅ࠾࡟調ᩚのᙺ๭ࠊ及びࠊᮏ㑥研修࡜▷ᮇᑓ㛛ᐙ➼⌧地ᢞධの

᭷機的な支᥼ࢆ㏻ࠊ࡚ࡌC/P機関の⬟力開発࡟大ࡃࡁ㈉⊩ࡋたࡑࠋの⤖ᯝࠊ C/P機関の技

術的及び⤌⧊的⬟力ࡣ大ࡋୖྥࡃࡁたࠋ  

プロジェクト活ࠊ࡚࠼加࡟ᙉいពᚿࡿࡍ協力࡜C/P機関のプロジェクトࠊࡣた⤖ᯝࡋ࠺ࡇ

動への✚ᴟ的な関୚ࡶ࡚ࡗࡼ࡟たࢀࡉࡽたࡶの࡛ࠋࡿ࠶࡛ࡁ࡭ࡿࢀࡉ➹≉ࡣ࡜ࡇࡿ࠶

5㡯┠ホ౯ࡿࡼ࡟⤊஢᫬ホ౯の⤖ᯝࢆ௨ୗ࡟せ⣙ࡋたࠋ 

 

ホ౯㡯┠ ホ౯ せ⣙ 

ጇᙜ性 㧗い 
プロジェクトࠊࡣマレーシア/サバ州の開発政策࡜᪥ᮏの᥼ຓ政策࡟㐺ྜ

 ࠋࡿい࡚ࡋ対応ࡶ࡟ࢬーࢽットグࣝープのࢤターࠊたࡲࠊࡾ࠾࡚ࡋ

᭷ຠ性 ୰㧗 

プロジェクト┠ᶆࡡࡴ࠾࠾ࡣ㐩ᡂࡀ࡜ࡇࡿࢀࡉண᝿ࠋࡿࢀࡉ୰㛫レビ

ࣗー調査᫬のኚ᭦ࠊࡾࡼ࡟⌧⾜ PDM (Version 4) ࠾࡟い࡚ࠊᡂᯝ࡜プロジ

ェクト┠ᶆの㛫のㄽ理的ᩚྜ性ࡣ☜保࡚ࢀࡉいࠋࡿ  

ຠ⋡性 㧗い 

ᡂᯝࡣ㐩ᡂࡀ࡜ࡇࡿࡍᮇᚅ࡛ࠋࡿࡁプロジェクト活動のỴᐃ的な㐜ࡣࢀ

生࡚ࡌいなࠊࡃ技術⛣㌿ࡶၥ題なࡃᐇ᪋ࠊࢀࡉコスト・ࣃー࢛ࣇーマン

スࡣ㧗いࠋ   

インࣃクト ୰㧗 

ୖ఩┠ᶆࡡࡴ࠾࠾ࡣ㐩ᡂࡀ࡜ࡇࡿࢀࡉண᝿ࠋࡿࢀࡉලయ的なຠᯝࡣ C/P

機関の⬟力開発ࣃ࡜イロットプロジェクト活動のᡂᯝ࠾࡟い࡚☜ㄆ࡛ࡁ

 ࠋいない࡚ࢀࡉㄆ☜ࡣクトࣃない㈇のインࡁணᮇ࡛ࡸクトࣃ㈇のインࠋࡿ

持続性 ୰㧗 

政策・ไᗘ的持続性及び技術的持続性ࡣ㧗いࡋ࠿ࡋࠋなࠊࡽࡀ⤌⧊的持

続性及び㈈政的持続性ࡘ࡟い࡚ࠊࡣண⟬ࠊே員ࠊ㈨※の☜保࡟関ࠊࡋண

 ࠋたࡋホ౯࡜୰୰͇͆ࡽ࠿࡜ࡇᅔ㞴なࡀ 

* 5ẁ㝵ホ౯（㧗いࠊ୰㧗ࠊ୰୰ࠊ୰పࠊపい）࡚ࡗࡼ࡟ランク௜ࡗ⾜ࢆࡅたࠋ 

ୖグのホ౯⤖ᯝࠊࡽ࠿調査ᅋࠊࡣプロジェクトࡣᙜึの計画㏻ࡾ 2017ᖺ 6᭶ 30᪥ࡶࢆ

ࡿࡍ保☜ࢆプロジェクト⤊஢ᚋのプロジェクトຠᯝの持続性ࠋࡿࡍุ᩿࡜ࡁ࡭ࡍ஢⤊࡚ࡗ

ためࠊ࡟マレーシアഃ࡜᪥ᮏഃの཮᪉ࠊࡣプロジェクト⤊஢ᚋ࡟㸳㸫㸰⠇のᥦゝࢆ⪃៖ࡍ

   ࠋࡿ࠶࡛ࡁ࡭

 

－ 26 －



－ 27 －

 

 
 

第㸳❶ ⤖ㄽ࡜ᥦゝ 

 

⤖ㄽ５－㸯

プロジェクトᮇ㛫๓༙ࠎᩘ࡟のไ⣙࡜ᅔ㞴࡟┤㠃ࡋたࡶののࠊプロジェクト活動ࡣ╔ᐇ

ㄆ☜ࢆ࡜ࡇࡿࡁ㐩ᡂ࡛ࡡࡴ࠾࠾ࡀプロジェクト┠ᶆ࡟࡛ࡲプロジェクト⤊஢᫬ࠊࡋ㐍ᤖ࡟

C/Pࠊࡋୖྥࢆព㆑ࡿࡍ関࡟生態系保全࡜サバ州ఫẸの生物多様性ࠊࡣプロジェクトࠋたࡋ

機関ࡀサバ州の持続的開発࡜い࠺ඹ㏻┠ᶆ࡚ࡅྥ࡟協ാ࡛ୖࡿࡍ㔜せなᙺ๭ࢆᯝたࡋたࠋ 

プロジェクトࠊࡣ⌧地ࡿࡅ࠾࡟調ᩚのᙺ๭ࠊ及びࠊᮏ㑥研修࡜▷ᮇᑓ㛛ᐙ➼⌧地ᢞධの

᭷機的な支᥼ࢆ㏻ࠊ࡚ࡌC/P機関の⬟力開発࡟大ࡃࡁ㈉⊩ࡋたࡑࠋの⤖ᯝࠊ C/P機関の技

術的及び⤌⧊的⬟力ࡣ大ࡋୖྥࡃࡁたࠋ  

プロジェクト活ࠊ࡚࠼加࡟ᙉいពᚿࡿࡍ協力࡜C/P機関のプロジェクトࠊࡣた⤖ᯝࡋ࠺ࡇ

動への✚ᴟ的な関୚ࡶ࡚ࡗࡼ࡟たࢀࡉࡽたࡶの࡛ࠋࡿ࠶࡛ࡁ࡭ࡿࢀࡉ➹≉ࡣ࡜ࡇࡿ࠶

5㡯┠ホ౯ࡿࡼ࡟⤊஢᫬ホ౯の⤖ᯝࢆ௨ୗ࡟せ⣙ࡋたࠋ 

 

ホ౯㡯┠ ホ౯ せ⣙ 

ጇᙜ性 㧗い 
プロジェクトࠊࡣマレーシア/サバ州の開発政策࡜᪥ᮏの᥼ຓ政策࡟㐺ྜ

 ࠋࡿい࡚ࡋ対応ࡶ࡟ࢬーࢽットグࣝープのࢤターࠊたࡲࠊࡾ࠾࡚ࡋ

᭷ຠ性 ୰㧗 

プロジェクト┠ᶆࡡࡴ࠾࠾ࡣ㐩ᡂࡀ࡜ࡇࡿࢀࡉண᝿ࠋࡿࢀࡉ୰㛫レビ

ࣗー調査᫬のኚ᭦ࠊࡾࡼ࡟⌧⾜ PDM (Version 4) ࠾࡟い࡚ࠊᡂᯝ࡜プロジ

ェクト┠ᶆの㛫のㄽ理的ᩚྜ性ࡣ☜保࡚ࢀࡉいࠋࡿ  

ຠ⋡性 㧗い 

ᡂᯝࡣ㐩ᡂࡀ࡜ࡇࡿࡍᮇᚅ࡛ࠋࡿࡁプロジェクト活動のỴᐃ的な㐜ࡣࢀ

生࡚ࡌいなࠊࡃ技術⛣㌿ࡶၥ題なࡃᐇ᪋ࠊࢀࡉコスト・ࣃー࢛ࣇーマン

スࡣ㧗いࠋ   

インࣃクト ୰㧗 

ୖ఩┠ᶆࡡࡴ࠾࠾ࡣ㐩ᡂࡀ࡜ࡇࡿࢀࡉண᝿ࠋࡿࢀࡉලయ的なຠᯝࡣ C/P

機関の⬟力開発ࣃ࡜イロットプロジェクト活動のᡂᯝ࠾࡟い࡚☜ㄆ࡛ࡁ

 ࠋいない࡚ࢀࡉㄆ☜ࡣクトࣃない㈇のインࡁணᮇ࡛ࡸクトࣃ㈇のインࠋࡿ

持続性 ୰㧗 

政策・ไᗘ的持続性及び技術的持続性ࡣ㧗いࡋ࠿ࡋࠋなࠊࡽࡀ⤌⧊的持

続性及び㈈政的持続性ࡘ࡟い࡚ࠊࡣண⟬ࠊே員ࠊ㈨※の☜保࡟関ࠊࡋண

 ࠋたࡋホ౯࡜୰୰͇͆ࡽ࠿࡜ࡇᅔ㞴なࡀ 

* 5ẁ㝵ホ౯（㧗いࠊ୰㧗ࠊ୰୰ࠊ୰పࠊపい）࡚ࡗࡼ࡟ランク௜ࡗ⾜ࢆࡅたࠋ 

ୖグのホ౯⤖ᯝࠊࡽ࠿調査ᅋࠊࡣプロジェクトࡣᙜึの計画㏻ࡾ 2017ᖺ 6᭶ 30᪥ࡶࢆ

ࡿࡍ保☜ࢆプロジェクト⤊஢ᚋのプロジェクトຠᯝの持続性ࠋࡿࡍุ᩿࡜ࡁ࡭ࡍ஢⤊࡚ࡗ

ためࠊ࡟マレーシアഃ࡜᪥ᮏഃの཮᪉ࠊࡣプロジェクト⤊஢ᚋ࡟㸳㸫㸰⠇のᥦゝࢆ⪃៖ࡍ

   ࠋࡿ࠶࡛ࡁ࡭

 

 

 
 

提言５－２

ୖグの調査⤖ᯝࢆ㋃ࠊ࡚࠼ࡲ調査ᅋࡣ௨ୗの事㡯ࢆᥦゝࠋࡿࡍ 

 

(1) C/P機関 

 プロジェクト関ಀ機関ࠊࡣ▱的ᣐⅬࠊ࡚ࡋ࡜サバ州のᘬࡁ続ࡁ生物多様性・生態系

保全࡟ᚑ事ࠊࡋ国ෆእ࡟サバ州の▱㆑・⤒㦂ࢆᬑ及ࠋࡿࡍ 

 プロジェクト関ಀ機関ࠊࡣサバ州の生物多様性・生態系保全࡟ࡶ࡜࡜グリーン⤒῭・

開発ಁࢆ㐍ࠊ࡛ୖࡿࡍẸ㛫࡜の連ᦠࢆᙉࠋࡿࡍࡃ 

 持続的࡟㈨㔠ࢆ☜保ࡿࡍためࠊ࡟プロジェクト関ಀ機関ࠊࡣ州政ᗓண⟬࡟౫Ꮡࠊࡎࡏ

ᘬࡁ続ࡁእ㒊㈨㔠動員࡟ດめࠋࡿ 

 

(2) DOA 

 DOAࠊࡣ௚の機関࡜協力ࠊࡋᘬࡁ続ࣃࡁイロット・サイトの活動ࢆ支᥼ࠋࡿࡍ 

 DOAࠊࡣ地ᇦఫẸのពぢ࠺ࡼࡿࢀࡽࡆୖࡳࡃࢆなࢶーࣝ（౛ PRA）ࢆ活⏝ࠊࡋ௚地

ᇦ࠾࡟い࡚ࡶ生計ྥୖ活動ࢆ᥎㐍ࡲࠋࡿࡍたྠࠊ局ࠊࡣධᡭྍ⬟な㈨※ࡸ地ᇦ≉᭷

の文化ࢆ活⏝ࠊࡋ多様な農⏘物ࡸ௜加౯್ࡅࡘࢆた〇ရの開発ࢆ地ᇦఫẸ࡟指ᑟࡍ

 ࠋࡿ

 

(3) JICA 

 JICA ࠊࡣ▱的ᣐⅬ࡚ࡋ࡜のサバ州の⤒㦂・᝟ሗの発ಙࢆ支᥼ࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍサバ州

࠿⠏ࡀネット࣡ークࡿ࡭学࡟い࡚ඹࡘ࡟生物多様性保全ࡀ地ᇦࡸ᪥ᮏの地᪉政ᗓ࡜

 ࠋࡿࡍ支᥼ࡁ続ࡁᘬ࠺ࡼࡿࢀ

 JICA ࡊࡲࡉ࡚ࡋ࡜ーࢼートࣃサバ州のࡁ続ࡁᘬࠊい࡚࠾࡟生物多様性保全ศ野ࠊࡣ

 ࠋࡃい࡚ࡋࢆ支᥼࡟ഃ㠃的ࡋ㏻ࢆーム࢟なスࡲ

 

教訓（他の JICAプロジェクト/プロジェクト形成）５－３

調査ᅋࡣ⤊஢᫬ホ౯調査ࡽ࠿௨ୗの教カࢆᚓたࠋ 

 

(1) プロジェクトࣇレーム࣡ーク࡜プロジェクト管理

 プロジェクトのᢞධ規模࡜ᮇ㛫ࢆ⪃៖ࠊ࡚ࡋ㐩ᡂྍ⬟ࡘ࠿ලయ的なプロジェクト┠ᶆ

めたྵࢆプロジェクト┠ᶆ࡟ᰂ㌾ࠊࡌ応࡟ᚲせࠊ࡟ࡽࡉࠋࡿࡍタᐃࢆ PDMのぢ┤ࡋ・

修ṇࠋࡿࡍࢆ  

 プロジェクト活動・指ᶆࡣプロジェクトࡀコントロー࡛ࣝࡶࡿࡁのࠋࡿࡍ࡜౛ࠊࡤ࠼

プロジェクトࡣ国際的ᯟ⤌࡛ࡳのⓏ録⏦ㄳのプロセスࢆ支᥼࡛ࢀࡑࠊࡀࡿࡁ௨㝆のプ

ロセス࡛ࡿ࠶ᙜヱ機関ࡿࡼ࡟Ⓩ録ᢎㄆࢆ支᥼࡛ࡁないࠋ 

 多ᩘの C/Pࢆ対㇟ࡘ࠿ࡋ࡜活動ศ野・地ᇦࡀ多ᒱࢃ࡟たࡿሙྜࠊࡣヲ⣽ POࢆసᡂࠊࡋ

－ 27 －



－ 28 －

 

 
 

ලయ的な PO（ᐇ᪋୺య⪅ࠊ活動ෆᐜ及び活動᫬ᮇ）ࢆ᫂☜ࠊࡋ࡟プロジェクト調ᩚ委

員会࠾࡟い࡚ྛ⮬の㐍ᤖ᝟ሗࢆඹ᭷・☜ㄆࠊ調ᩚࠋࡿࡍ 

 

(2) 研修・▷ᮇᑓ㛛ᐙὴ㐵の活⏝及び␃ពⅬ 

 ᮏ㑥研修࡜ᑓ㛛ᐙࢆ᭷機的࡟連ᦠࠋࡿࡏࡉ౛ࠊࡤ࠼研修員ࡀ研修࡛⩦ᚓࡋた技術・⤒

㦂ࠊࢆᑓ㛛ᐙࡀ⌧地㐺⏝のための指ᑟࠊࡿࡍࢆ▷ᮇᑓ㛛ᐙࡀᮏ㑥研修࡛ཷධ支᥼ࡿࡍ

➼の連ᦠࠊࡾࡼ࡟大ࡁなᡂᯝࡀ発⌧ࢀࡉたࠋ 

 研修員ࡀ研修ᮇ㛫୰࡟సᡂࡿࡍアクシࣙンプラン࡟関ࠊࡋプロジェクトの活動࡟᭷ຠ

な計画ࢆసᡂ࠺ࡼࡿࡍ事๓࡟指ᑟࠊࡋᖐ国ᚋプロジェクトࡑࡀのᐇ᪋ࢆ支᥼ࠋࡿࡍ 

 ⾜政ᐁのࡳなࠊࡎࡽ地ᇦఫẸ௦⾲⪅ࡀᮏ㑥研修࡟参加ࡿࡍ機会ࢆタࠋࡿࡅᮏ㑥研修ࢆ

㏻ࠊࡋ地ᇦఫẸࡀ▱㆑・⤒㦂ࢆᚓࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿ⾜政ᐁ࡜地ᇦఫẸの࠾஫いの理ゎࡀ῝

めࠋࡿࢀࡽたࡾࡼࠊࡋࡔ㧗いຠᯝのためࠊࡣ࡟⌧地ㄒ（マレーㄒ）㏻ヂの㓄⨨ࡀᮃࡲ

 ࠋいࡋ

－ 28 －



 

 
 

具体的な PO（実施主体者、活動内容及び活動時期）を明確にし、プロジェクト調整委

員会において各自の進捗情報を共有・確認、調整する。 

 

(2) 研修・短期専門家派遣の活用及び留意点 

 本邦研修と専門家を有機的に連携させる。例えば、研修員が研修で習得した技術・経

験を、専門家が現地適用のための指導をする、短期専門家が本邦研修で受入支援する

等の連携により、大きな成果が発現された。 

 研修員が研修期間中に作成するアクションプランに関し、プロジェクトの活動に有効

な計画を作成するよう事前に指導し、帰国後プロジェクトがその実施を支援する。 

 行政官のみならず、地域住民代表者が本邦研修に参加する機会を設ける。本邦研修を

通し、地域住民が知識・経験を得るとともに、行政官と地域住民のお互いの理解が深

められる。ただし、より高い効果のためには、現地語（マレー語）通訳の配置が望ま

しい。 
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